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凡
例

本
Ｐ
Ｄ
Ｆ
は
、
木
村
鷹
太
郎
訳
『
プ
ラ
ト
ー
ン
全
集
』
第
九
巻
（
冨
山
書
房1925

訂
正
七
版
）
を
底
本
と
す
る
。

B
ernard Jow

ett, " The D
ialogues of Plato, Vol. 4.'PARM

EN
ID

ES'"

に
よ
る
英
訳
版
を
訳
し
た
物
で
あ
る
。
但
し
他
の
訳
書
も
参
照

し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
てJow

ett

訳
と
異
な
る
場
合
、
誤
訳
と
は
言
え
な
い
の
だ
が
、
異
な
り
は
気
に
な
る
範
囲
で
注
記
し
た
。

・
底
本
に
お
け
る
漢
字
は
新
漢
字
に
改
め
、
旧
仮
名
遣
い
は
現
代
仮
名
遣
い
に
改
め
た
。

・
文
語
体
で
あ
る
が
送
り
仮
名
も
現
代
的
に
変
え
た
。
底
本
に
於
け
る
平
仮
名
・
カ
ナ
の
踊
り
字
（
ゝ
ゞ
〳
〵
）
は
解
消
し
た
。

・
底
本
に
於
け
る
、
接
続
詞
・
代
名
詞
な
ど
で
、「
若
し
・
若
」「
又
た
・
又
」「
是
・
是
れ
」
の
様
に
送
り
の
不
ぞ
ろ
い
は
か
な
に
変
え
た
り
、

そ
ろ
え
た
り
し
た
。

・
カ
ナ
表
記
を
幾
つ
か
改
め
た
、
一
覧
を
巻
末
に
。

・「
一0

」「
他0

」
な
ど
傍
点

0

0

を
打
っ
た
の
は
作
成
者
。「
他8

・
他
物

8

8

」
と
丸
圏
点
は
す
べ
て' the others'

で
あ
る
。

・
ル
ビ
は
、
底
本
に
わ
ず
か
に
あ
る
が
、
幾
つ
か
加
え
た
、
区
別
は
し
な
い
。

・
底
本
の
レ
イ
ア
ウ
ト
は
、
頁
毎
に
二
重
線
で
全
体
を
囲
い
、Jow

ett

版
に
あ
る
対
話
者
名
・
標
題
を
枠
の
左
右
に
書
き
入
れ
て
い
る
。

本pdf

で
は
、
頭
書
だ
け
を
再
現
し
た
。
ス
テ
フ
ァ
ヌ
ス
頁
づ
け
は
底
本
で
は
省
か
れ
て
い
る
が
、
加
え
た
。
た
だ
し
、
ギ
リ
シ
ャ
語

は
分
か
ら
な
い
の
で
、
前
後
二
・
三
行
の
ズ
レ
は
許
容
範
囲
と
さ
れ
た
い
。

・【
】
及
び
頁
左
の
脚
注
は
、
す
べ
て
作
成
者
の
挿
入
し
た
も
の
で
あ
る
。
ギ
リ
シ
ャ
語
の
挿
入
は
、
英
訳
を
対
照
し
、H

arold N
. 

Fow
ler (1859-1955)

の
ネ
ッ
ト
上
に
公
開
さ
れ
て
い
る
対
訳
を
参
照
し
た
も
の
で
あ
る
。

・
訳
文
に
対
し
て
疑
問
を
感
じ
た
箇
所
で
は
、
岩
波
書
店
刊
『
プ
ラ
ト
ン
全
集
』
４
の
田
中
美
知
太
郎
訳
を
参
照
し
た
。

・【
＊
】
の
番
号
は
、
田
中
訳
及
びFow

ler

対
訳
版
に
、
共
に
付
さ
れ
て
い
る
項
番
号
で
あ
る
。



三

解

題

『
パ
ル
メ
ニ
デ
ス
』
解
題
及
び
序
論

パ
ル
メ
ニ
デ
ス
の
言
を
借
り
て
言
わ
ば
『
一
般
俗
人
は
以
て
漫
言
空
語
と
為
し
、
ま
た
往
々
無
益

な
り
と
思
う
所
の
術
た
り
』『
言
語
の
太
洋
を
泳
ぎ
渡
る
』
こ
と
た
り
、
ま
た
『
努
力
多
き
娯
楽
』

た
り
と
の
形
容
は
実
に
善
く
「
パ
ル
メ
ニ
デ
ス
」
篇
の
性
質
を
表
せ
る
も
の
に
し
て
、
此
篇
は
プ
ラ

ト
ン
の
全
著
書
中
一
種
異
様
の
も
の
た
り
、
形
而
上
学
の
最
も
隠
微
な
る
抽
象
に
関
せ
る
疑
問
を

扱
え
る
の
み
に
止
ま
ら
ず
、
ま
た
一
種
知
者
の
愚
を
示
め
す
も
の
に
し
て
、
堅
白
異
同
【
堅
白
同
異
】

黒
白
混
合
の
言
を
為
し
、
或
い
は
建
設
す
る
か
と
す
れ
ば
忽た
ち
まち

に
之
を
引
き
倒
し
、
方
を
変
じ
て
円

と
な
し
、
道
理
の
鏈れ
ん
さ鎖

は
巧
み
に
真
理
の
観
を
装
い
、
以
て
結
論
に
達
し
、
結
論
に
達
せ
ば
其
得
る

所
空
々
漠
々
何
等
の
得
る
所
な
し
。

且
つ
本
篇
の
希
臘
原
文
中
壊か
い
た
い頽

せ
る
部
分
甚は
な
はだ

多
く
、為
に
解
す
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
少
な
か
ら
ず
。

古
来
注
釈
者
研
究
家
の
多
く
は
、
此
篇
を
以
て
難
渋
不
可
解
な
り
と
為
せ
り
。

特
に
本
篇
に
於
て
異
と
す
べ
き
は
、
プ
ラ
ト
ン
学
説
中
の
最
も
重
要
な
る
所
の
観
念
説
の
批
評
せ

ら
れ
駁
撃
せ
ら
れ
居
り
て
プ
ラ
ト
ン
の
精
神
と
趣
を
異
に
せ
る
こ
と
な
り
。

ま
た
本
篇
中
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
甚
だ
弾
力
性
を
欠
損
し
、
全
然
他
篇
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
性
格
を
異

に
し
、
ま
た
本
篇
後
半
部
に
於
て
パ
ル
メ
ニ
デ
ス
の
対
話
者
た
る
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
如
き
は
、
殆

「
パ
ル
メ
ニ
デ
ス
」
篇

の
性
質

原
文
の
不
明

此
篇
の
ソ
ク
ラ
テ
ス

の
人
格
他
篇
と
異
な

れ
り



四

解

題
ど
木で

く偶
の
如
く
、何
等
の
哲
学
性
を
表
せ
る
こ
と
な
く
、た
だ「
然し
か

り
」「
否
」の
応
答
を
為
せ
る
の
み
。

ま
た
全
体
に
於
て
劇
曲
的
意
匠
殆
ど
有
る
な
く
、
プ
ラ
ト
ン
の
他
の
作
と
異
な
れ
る
の
感
な
き
能
わ

ざ
る
な
り
。

さ
れ
ば
プ
ラ
ト
ン
の
批
評
家
中
パ
ル
メ
ニ
デ
ス
篇
を
以
て
偽
作
な
り
と
為
す
も
の
あ
る
に
至
れ

り
。
ユ
ー
ベ
ル
ヱ
ヒ
の
如
き
は
其
人
な
り
。
余
も
亦
寧む
し

ろ
パ
ル
メ
ニ
デ
ス
篇
偽
作
論
に
同
感
を
有
せ

る
者
な
りi i

。

パ
ル
メ
ニ
デ
ス
篇
無
益
の
空
言
虚
論
に
過
ぎ
ざ
る
が
如
し
と
雖い
え
ども

、
も
し
之
を
思
想
の
練
習
な
り

と
見
る
時
は
、
亦
価
値
な
し
に
あ
ら
ざ
る
べ
し
。

然
り
と
雖い
え
ども

本
篇
の
原
文
の
壊
頽
に
因
る
と
、
ま
た
其
思
想
の
虚
論
的
、
言
語
的
に
し
て
殆
ど
実

際
事
物
と
交
渉
な
く
、
全
然
抽
象
的
弁
論
な
る
が
故
に
、
一
読
解
し
得
ざ
る
も
の
甚
だ
多
く
、
再
読

三
読
、
終
に
何
等
の
要
領
を
得
ざ
る
個
所
少
な
か
ら
ず
。
さ
れ
ば
不
可
解
の
部
は
之
を
不
可
解
と
為

し
置
き
、
た
だ
幾
分
な
り
と
も
思
想
の
修
練
に
得
る
所
あ
る
を
以
て
満
足
し
て
可か

な
り
。
何
と
な
れ

ば
吾
人
は
古
書
の
奴
隷
た
る
可べ

か
ら
ず
、
枯
学
腐
儒
た
る
可べ

か
ら
ざ
れ
ば
な
り
。

＊

本
篇
は
ク
ラ
ゾ
メ
ナ
イ
人
ケ
フ
ァ
ロ
ス
な
る
者
、
ア
テ
ナ
イ
に
至
り
て
、
ア
ン
チ
フ
ォ
ー
ン
な
る

i　

今
で
は
、
プ
ラ
ト
ン
の
中
期
の
作
で
、
後
期
の
展
開
へ
わ
た
す
作
品
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

偽
作

本
篇
の
難
解
不
可
解

綱
要



五

解

題 人
に
聴
き
し
所
を
語
れ
る
も
の
な
り
。
ア
ン
チ
フ
ォ
ー
ン
の
語
る
所
に
拠
れ
ば
―
―

パ
ル
メ
ニ
デ
ス
と
其
門
人
ゼ
ノ
ン
と
は
、
ア
テ
ナ
イ
の
大
祭
に
当
り
て
ア
テ
ナ
イ
市
に
来
り
て
ピ

ト
ド
ー
ロ
ス
の
家
に
宿
せ
り
。
ソ
ク
ラ
テ
ス
此
時
な
お
青
年
た
り
し
が
、
友
人
数
名
と
共
に
パ
ル
メ

ニ
デ
ス
の
許も
と

に
来
り
て
其
学
説
を
問
い
、
談
論
は
観
念
説
に
及
び
、
パ
ル
メ
ニ
デ
ス
は
ソ
ク
ラ
テ
ス

の
観
念
論
を
以
て
な
お
若
年
の
議
論
た
る
に
過
ぎ
ず
と
為
し
、
殆
ど
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
論
法
を
以

て
之
を
論
破
し
去
り
、
か
く
の
如
き
の
説
を
為
す
は
、
畢ひ
っ
き
ょ
う竟す
る
に
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
未
だ
弁
論
術

を
修
め
ざ
る
が
故
な
り
と
為
し
、
先
ず
宜
し
く
其
方
法
の
修
養
を
為
す
べ
き
を
教
え
る
。
ソ
ク
ラ
テ

ス
其
方
法
の
修
養
を
問
う
。
パ
ル
メ
ニ
デ
ス
甚
だ
之
を
以
て
煩
な
り
と
為
し
、
聊い
さ
さか

厭
う
の
風
あ
り

し
も
、
遂
に
之
を
諾
し
、
談
論
の
対
手
を
一
同
中
の
最
も
若
年
な
る
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
な
る
者
と
為

し
、
以
て
其
説
明
に
及
ぶ
、
其
方
た
る
や
、

先
ず
「
一0

」
な
る
も
の
を
立
て
、
こ
れ
に
就
い
て
如い

か何
に
な
る
べ
き
か
を
研
究
す
る
に
あ
り
。
今

其
冗
長
な
る
記
述
に
代
え
る
に
簡
明
な
る
表
を
以
て
せ
ば
左
の
如
く
な
る
べ
し
。
―
―

（
一
）　

一0

有
り

（
二
）　

一0

無
し

も
し
一0

有
と
せ
ば
、
こ
れ
無
な
り
。

も
し
一0

無
し
と
せ
ば
、
こ
れ
万
物
な
り
。



六

解

題

然し
か

り
と
雖い
え
ども

「
有
り
」「
有
ら
ず
」
は
二
様
の
意
味
に
取
ら
る
―
―

一0

は
一0

な
り
と
な
る
か
、
ま
た
は

一0

は
存
在
せ
り
と
な
る
べ
し
。

こ
れ
よ
り
二
個
の
結
果
生
ず
―
―

（
一
、
ア
）
も
し
一0

有
ら
ば
、
こ
れ
無
な
り
、

（
一
、
イ
）
も
し
一0

存
在
を
有
せ
ば
、
こ
れ
万
物
な
り
、

こ
れ
に
附
属
す
る
二
種
の
結
果
あ
り
―
―

（
一
、
ア 
ア
）
も
し
一0

存
在
を
有
す
と
せ
ば
凡
て
の
他
物
有
り
、

（
一
、
イ 
イ
）
も
し
一0

は
一0

な
り
と
せ
ば
、
凡
て
の
他
物
無
し
。

ま
た
右
同
様
な
る
区
別
は
消
極
的
仮
定
説
に
適
用
す
る
を
得
べ
し
―
―

（
二
、
ア
）
も
し
一0

無
し
と
せ
ば
、
こ
れ
凡
て
の
物
な
り
、

（
二
、
イ
）
も
し
一0

存
在
を
有
せ
ず
と
せ
ば
、
こ
れ
無
な
り
。

他
な
る
も
の
に
関
し
て
は
二
個
の
並
行
断
定
生
ず
る
な
り
―
―

（
二
、
ア 

ア
）
も
し
一0

無
し
と
せ
ば
、
他
は
万
物
な
り
。

（
二
、
イ 

イ
）
も
し
一0

は
存
在
を
有
せ
ず
と
せ
ば
他
物
無
し
。

＊



七

解

題
プ
ラ
ト
ン
の
「
パ
ル
メ
ニ
デ
ス
」
篇
は
既
に
死
し
た
る
時
代
の
哲
学
に
属
せ
る
も
の
に
し
て
、
吾

人
の
本
篇
に
対
す
る
や
、
単
に
好
古
的
或
い
は
歴
史
的
趣
味
を
以
て
す
る
も
の
に
し
て
、
哲
学
其そ
の
も
の物

の
価
値
に
至
っ
て
は
、殆
ど
之
を
認
め
得
ざ
る
も
の
な
り
。且
つ
吾
人
は
、非
常
の
困
難
を
以
て
、「
一
」

及
び
「
存
在
」
の
観
念
が
、
哲
学
者
の
注
意
を
引
き
し
所
の
古
代
の
人
心
の
状
態
に
身
を
投
じ
得
た

る
も
の
な
り
。
其
厳
正
な
る
言
語
を
以
て
、
ま
た
一
種
幾
何
学
的
正
確
を
以
て
、
か
く
の
如
き
長
議

論
を
進
行
せ
し
む
る
の
技
量
に
至
っ
て
は
、
吾
人
殆
ど
之
を
歎
称
し
、
ま
た
如い

か何
な
る
抽
象
的
思
想

も
、到
底
パ
ル
メ
ニ
デ
ス
の
討
験
精
査
に
堪
え
得
ざ
る
べ
し
と
ま
で
思
う
も
の
な
り
。
然
り
と
雖い
え
ども

、

其
達
す
る
所
の
結
論
や
無
意
味
の
事
た
る
な
り
。

此
書
果
た
し
て
プ
ラ
ト
ン
の
真
書
な
る
か
。
も
し
そ
れ
然
り
と
せ
ば
、
何
ぞ
其
自
説
た
る
観
念
論

を
攻
撃
す
る
の
鋭
利
な
る
や
、
ま
た
其
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
余
り
に
弾
力
な
き
無
意
味
の
人
格
な
る
や
。

之
を
思
わ
ば
吾
人
は
パ
ル
メ
ニ
デ
ス
篇
の
真
作
た
る
を
疑
わ
ざ
る
を
得
ざ
る
も
の
な
り
。

本
篇
著
作
の
年
月
は
吾
人
之
を
知
り
得
ざ
る
な
り
。
ま
た
プ
ラ
ト
ン
の
他
の
著
作
と
の
関
係
も
明

ら
か
な
ら
ざ
る
な
り
。
ま
た
本
篇
の
内
容
の
二
部
に
分
れ
居
り
て
、
両
者
間
の
連
結
の
有
様
は
一
見

甚
だ
曖
昧
に
し
て
、
其
後
な
る
部
分
な
る
「
一
」
及
び
「
存
在
」
を
論
ぜ
る
は
、
単
に
説
明
の
例
と

し
て
之
を
謂
え
る
も
の
な
る
か
、
ま
た
其
等
を
論
ず
る
を
以
て
目
的
と
為
せ
る
か
、
こ
れ
亦
不
明
た

る
を
免
れ
ざ
る
な
り
。
而
し
て
其
始
の
部
分
た
る
、プ
ラ
ト
ン
自
身
の
観
念
論
の
批
評
に
至
っ
て
は
、

吾
人
の
好
古
的
態
度



八

解

題
吾
人
寧
ろ
哲
学
的
価
値
の
大
な
る
を
認
む
る
も
の
な
り
。

＊

こ
こ
に
於
て
プ
ラ
ト
ン
の
観
念
説
に
就
い
て
の
議
論
な
か
る
可べ

か
ら
ざ
る
な
り
。
元
来
プ
ラ
ト
ン

の
観
念
説
な
る
も
の
は
、
果
た
し
て
哲
学
的
明
瞭
正
確
な
る
も
の
な
る
か
、
否
か
。
従
来
一
般
の

人
々
の
想
う
所
に
拠
れ
ば
、
大
抵
然
り
と
為
す
所
な
り
と
雖
も
、
プ
ラ
ト
ン
の
英
訳
者
ジ
ョ
ウ
ェ
ッ

ト
【B

enjam
in Jow

ett (1817-93)

】
は
否
と
為
し
、
こ
れ
プ
ラ
ト
ン
の
哲
学
に
於
て
明
瞭
正
確
な
る
も
の

に
非あ
ら

ず
し
て
、
其
然
る
が
如
く
思
わ
る
る
は
、
人
々
の
想
像
に
基
づ
け
る
も
の
な
り
と
為
す
。
ジ
ョ

ウ
ェ
ッ
ト
氏
が
其
理
由
と
し
て
説
く
所
に
拠
れ
ば
こ
れ
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
学
派
の
徒
が
プ
ラ
ト
ン
を

誤
解
し
、
ま
た
其
誤
解
を
後
代
の
「
ス
コ
ラ
」
学
派
の
観
念
実
在
主
義
に
由
り
て
一
層
に
狭
隘
な
ら

し
め
た
る
も
の
と
為な

す
。
今
世
間
一
般
の
解
せ
る
所
の
プ
ラ
ト
ン
の
観
念
論
を
概
説
す
る
時
は
真
理

個
々
の
物
に
存
せ
ず
し
て
一
般
的
の
も
の
に
存
し
、
神
の
心
胸
或
い
は
遥
か
の
天
に
其
居
を
有
す
。

其
こ
れ
に
関
す
る
知
識
は
、
人
間
が
現
世
界
に
生
る
る
の
前
に
啓
示
せ
ら
る
る
も
の
に
し
て
、
人
間

一
旦
此
世
に
出
づ
る
や
、
個
々
の
感
受
物
に
就
い
て
之
を
記
憶
し
出
し
、
或
い
は
聯
想
に
由
り
て
之

を
回
復
す
る
な
り
。
か
の
感
覚
上
の
も
の
は
真
の
実
在
に
非
ず
し
て
、
真
理
の
関
係
に
於
て
は
、
た

だ
こ
れ
影
に
過
ぎ
ず
と
謂
う
に
あ
り
。
世
界
の
解
す
る
所
の
プ
ラ
ト
ン
の
観
念
説
か
く
の
如
く
極
め

て
明
瞭
な
る
が
如
し
。
こ
れ
プ
ラ
ト
ン
が
何
等
か
発
表
せ
ん
と
す
る
大
観
智
を
、
種
々
の
言
語
の
形

プ
ラ
ト
ン
の
観
念
説

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
学

派
の
誤
解



九

解

題 容
を
以
て
詩
的
、
預
言
的
、
神
秘
的
に
発
表
せ
し
所
を
、
一
種
の
教
説
に
変
化
せ
し
に
過
ぎ
ざ
る
な

り
。
さ
れ
ど
も
プ
ラ
ト
ン
は
決
し
て
明
瞭
に
観
念
説
を
説
け
る
所
あ
る
な
く
、
其
言
互
い
に
一
致
す

る
な
く
、
吾
等
は
観
念
論
に
関
し
て
、
時
に
神
話
の
雲
の
中
に
入
り
、
時
に
数
学
、
形
而
上
学
の
抽

象
中
に
在
り
、
不し
ら
ず
し
ら
ず

知
不
識
一
方
よ
り
他
方
に
移
り
、
ま
た
道
理
と
想
像
と
は
、
同
一
章
句
中
に
混
交

す
る
を
見
る
。
時
に
は
観
念
は
多
数
な
る
が
如
く
、
ま
た
善
の
至
上
の
一
観
念
中
に
呑
没
せ
ら
る
る

こ
と
あ
り
。
時
に
観
念
は
人
格
を
有
せ
る
如
く
、
ま
た
無
人
格
な
る
如
き
あ
り
。
時
に
は
観
念
は
抽

象
語
を
謂
う
こ
と
あ
り
、
ま
た
万
物
の
原
因
な
る
如
き
あ
り
。
ま
た
時
に
は
「
デ
モ
ン
」
た
り
、
精

霊
た
り
、
此
者
の
助
力
に
由
り
て
神
は
世
界
を
造
れ
り
と
為
す
こ
と
あ
り
。
ま
た
善
の
観
念
は
直
ち

に
至
上
の
存
在
者
と
し
て
万
物
を
造
れ
り
と
為
せ
る
こ
と
あ
り
。

プ
ラ
ト
ン
の
観
念
に
関
す
る
言
説
や
、
か
く
の
如
く
そ
れ
異
様
多
端
に
し
て
、
之
を
調
和
し
て
一

個
の
教
理
と
為
さ
ん
と
す
る
は
、
蓋け
だ

し
誤
れ
り
と
謂
わ
ざ
る
可
か
ら
ず
。
プ
ラ
ト
ン
の
観
念
説
は
比

喩
な
り
、
預
言
な
り
、
神
話
な
り
、
徴
象
な
り
、
黙
示
な
り
、
ま
た
未
知
の
世
界
に
対
す
る
渇
仰
に

し
て
、
深
厚
な
る
宗
教
及
び
実
想
的
感
情
と
、
不
思
議
な
る
心
的
現
象
の
観
察
よ
り
生
ず
る
も
の
な

り
。
決
し
て
学
術
的
、
論
理
的
厳
正
を
以
て
発
表
せ
る
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
然
り
と
雖
も
其
種
々
の

発
表
中
全
体
に
通
じ
て
瀰び
ま
ん漫

す
る
所
の
も
の
は
、「
理
想
的
」
精
神
に
し
て
、
哲
学
の
歴
史
上
、
種
々

の
名
称
、
種
々
の
形
態
を
有
し
て
現
れ
、
最
も
理
想
主
義
を
好
ま
ざ
る
人
に
ま
で
も
、
必
ず
或
程
度

プ
ラ
ト
ン
の
観
念
説

は
詩
的
、
預
言
的
の

発
表
た
る
の
み

向
上
的
勢
力



一
〇

解

題
の
感
化
を
及
ぼ
せ
る
も
の
な
り
。
此
理
想
主
義
や
往
々
矛
盾
空
想
の
非
難
な
き
に
非あ
ら

ず
と
雖い
え
ども

、
な

お
能
く
人
心
を
向
上
せ
し
む
る
勢
力
を
有
し
、
此
精
神
に
感
興
す
る
或
人
々
に
は
、
驚
く
べ
き
精
神

美
と
善
の
力
と
を
与
え
る
な
り
。
此
主
義
や
再
三
三
四
放
逐
流る
た
く謫
せ
ら
れ
た
り
、
然
り
と
雖
も
亦

忽た
ち
まち
に
帰
り
来
れ
り
。
時
に
は
此
主
義
凡
神
論
に
堕
落
す
る
こ
と
あ
り
し
も
、
ま
た
直
ち
に
発
顕
し

来
る
な
り
。
其
人
心
を
興
揚
せ
し
む
る
こ
と
、他
の
如
何
な
る
思
想
も
決
し
て
之
に
及
ぶ
も
の
な
し
。

プ
ラ
ト
ン
の
観
念
論
は
、
言
論
教
義
に
非
ず
し
て
、
実
は
此
精
神
を
種
々
に
言
い
表
せ
る
も
の
な
る

如
し
。（
第
三
巻
『
フ
ァ
イ
ド
ロ
ス
』
解
題
及
び
序
論
中
に
も
同
様
の
こ
と
を
言
い
置
き
た
り
）

『
メ
ノ
ー
ン
』
篇
に
於
て
は
霊
魂
の
前
世
の
存
在
を
説
き
、
先
天
的
観
念
あ
る
こ
と
を
、
奴
隷
の

小
児
に
就
い
て
、
幾
何
学
的
方
面
よ
り
論
じ
た
り
。

『
フ
ァ
イ
ド
ロ
ス
』
篇
に
於
て
は
、
霊
魂
が
天
上
の
大
美
に
向
っ
て
神
々
の
列
と
共
に
進
行
し
、

こ
こ
に
正
義
、
節
制
、
大
美
そ
の
他
の
観
念
の
智
識
を
得
る
こ
と
を
説
け
り
。

『
フ
ァ
イ
ド
ー
ン
』
篇
に
於
て
は
寧
ろ
霊
魂
不
死
論
よ
り
其
前
世
の
存
在
に
論
及
し
、
観
念
亦
前

世
に
こ
れ
有
り
し
を
言
え
り
。

『
理
想
国
』
篇
「
チ
マ
イ
オ
ス
』
篇
亦
諸
所
に
観
念
論
を
為
し
、
殊
に
観
念
は
理
想
的
、
模
範
的

の
も
の
と
し
て
表
さ
る
る
な
り
。
然
る
に
―
―

『
パ
ル
メ
ニ
デ
ス
」
篇
に
於
て
は
、
何
等
観
念
論
の
説
明
な
く
弁
護
な
く
、
た
だ
其
駁
撃
あ
る
の



一
一

解

題 み
に
し
て
、
其
論
全
々
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的
な
り
。
蓋け
だ

し
こ
れ
偽
作
な
ら
ん
か
。

プ
ラ
ト
ン
の
観
念
説　

大
要
か
く
の
如
し
。
然
る
に
之
を
調
和
結
合
し
て
一
教
義
と
し
て
言
い
表

さ
ん
と
せ
ば
、
却
っ
て
プ
ラ
ト
ン
の
精
神
を
誤
る
も
の
と
謂
う
べ
き
な
り
。

プ
ラ
ト
ン
の
観
念
説
か
く
の
如
く
そ
れ
不
明
曖
昧
に
し
て
、
其
観
念
の
起
原
に
対
し
て
起
し
た
る

問
題
や
、
ま
た
極
め
て
幼
稚
な
る
も
の
な
り
き
。
然
り
と
雖
も
此
思
想
は
後
代
の
哲
学
史
上
に
至
大

の
勢
力
を
有
す
る
も
の
た
る
な
り
。
世
界
は
往
々
『
権
威
』『
平
等
』『
功
利
』『
自
由
』『
快
楽
』『
経

験
』『
偶
然
』『
物
質
』『
分
子
』『
原
子
』
或
い
は
『
エ
ネ
ル
ギ
ー
』
等
の
如
き
形
而
上
的
無
数
の
抽

象
語
に
導
か
る
る
こ
と
あ
り
と
雖
も
、
皆
こ
れ
曖
昧
不
明
瞭
の
も
の
に
し
て
、
何
等
明
瞭
竪
実
な
る

も
の
あ
る
に
あ
ら
ざ
る
な
り
、
而
も
こ
れ
等
は
プ
ラ
ト
ン
の
『
観
念
』
の
如
き
、
人
生
の
現
実
々
地

の
勢
力
た
る
も
の
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。



一
二

パ
ル
メ
ニ
デ
ス

対
話
人
物

ケ
フ
ァ
ロ
ス	

ソ
ク
ラ
テ
ス

ア
デ
イ
マ
ン
ト
ス	

ゼ
ノ
ン

グ
ラ
ウ
コ
ー
ン	

パ
ル
メ
ニ
デ
ス

ア
ン
チ
フ
ォ
ー
ン	

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス

ピ
ト
ド
ー
ロ
ス

此
対
話
は
ケ
フ
ァ
ロ
ス
の
語
る
所
に
し
て
、
こ
れ
ア
デ
イ
マ
ン
ト
ス
及
び
グ
ラ
ウ
コ
ー
ン
の
異
母
兄

弟
た
る
ア
ン
チ
フ
ォ
ー
ン
が
ケ
フ
ァ
ロ
ス
の
前
に
て
、
故
人
の
ク
ラ
ゾ
メ
ナ
イ
人
に
語
り
し
と
思
わ

る
る
所
の
も
の
な
り
。

【
１
】【
ケ
フ
ァ
ロ
ス
】
吾
等
は
ク
ラ
ゾ
メ
ナ
イ
の
家
よ
り
ア
テ
ナ
イ
市
に
来
り
「
ア
ゴ
ラ
」
に
て
ア

デ
イ
マ
ン
ト
ス
と
グ
ラ
ウ
コ
ー
ン
と
に
会
え
り
。
時
に
ア
デ
イ
マ
ン
ト
ス
余
の
手
を
取
り
て
曰
く
、

君
を
歓
迎
す
ケ
フ
ァ
ロ
ス
よ
。何
事
か
ア
テ
ナ
イ
に
於
て
吾
等
君
の
為
に
尽
く
し
得
る
こ
と
あ
る
か
。

然し
か

り
、
余
の
こ
こ
に
来
り
し
は
其
目
的
に
し
て
、
余
は
者
等
の
好
意
を
得
ん
と
す
る
者
な
り
。
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一
三

彼
曰
く
、
其
は
何
事
な
ら
ん
。

余
は
君
の
異
母
兄
弟
の
名
を
忘
れ
た
る
が
、
余
の
君
に
求
む
る
所
は
、
其
名
を
告
げ
ん
こ
と
な
り
。

余
の
前
回
ク
ラ
ゾ
メ
ナ
イ
よ
り
こ
こ
に
来
り
し
時
は
、
彼
や
小
児
に
過
ぎ
ざ
り
し
が
、
今
や
数
年
を

経
過
せ
り
。
彼
の
父
の
名
は
、
も
し
余
の
記
憶
に
し
て
誤
ら
ず
と
せ
ば
、
ピ
ュ
リ
ラ
ム
ペ
ー
ス
に
は

あ
ら
ざ
り
し
か
。

彼
曰
く
、
然し
か

り
、
ま
た
吾
兄
弟
の
名
は
ア
ン
チ
フ
ォ
ー
ン
な
り
、
さ
れ
ど
も
君
の
之
を
聞
く
は
何

故
ぞ
。

余
曰
く
、
請こ

う
余
は
吾
国
人
を
紹
介
せ
ん
。
彼
等
は
哲
学
を
好
愛
す
る
者
に
し
て
、
ア
ン
チ
フ
ォ

ー
ン
は
ゼ
ノ
ン
の
友
人
た
る
ピ
ト
ド
ー
ロ
ス
な
る
人
と
親
密
に
し
て
、
数
年
前
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
ゼ
ノ

ン
と
パ
ル
メ
ニ
デ
ス
と
の
間
に
行
わ
れ
た
る
対
話
を
記
憶
し
、
ピ
ト
ド
ー
ロ
ス
は
数
々
之
を
彼
に
語

れ
る
由よ
し

を
聴
き
た
り
。

全
く
然し
か

り
。

余
問
う
て
曰
く
、
吾
等
其
を
聴
く
を
得
ん
か
。

彼
に
答
え
て
曰
く
、
之
に
優す
ぐ

ら
ん
容
易
な
る
こ
と
あ
る
な
し
。
彼
の
青
年
な
り
し
時
は
此
種
の
問

題
に
心
を
用
い
し
と
雖い
え
ども

、
今
は
其
思
想
は
他
の
方
向
に
馳は

せ
、
其
祖
父
ア
ン
チ
フ
ォ
ー
ン
と
同
じ

く
乗
馬
に
熱
中
す
る
に
至
れ
り
。
さ
れ
ど
も
も
し
こ
れ
君
の
求
む
る
所
な
ら
ん
に
は
、
吾
等
往ゆ
き

て
彼

ク
ラ
ゾ
メ
ナ
イ
人

等
の
懇
望

BC



一
四

を
尋
ね
ん
。
彼
は
近
く
の
メ
リ
タ
に
住
せ
り
。
暫
時
以
前
ま
で
此
処
に
居
り
し
が
今
し
も
家
に
帰
り

し
な
り
と
。

こ
こ
に
於
て
吾
等
彼
を
訪
問
せ
し
に
、
幸
に
し
て
在
宅
し
て
轡く
つ
わの
修
復
を
鍛
冶
に
命
じ
つ
つ
あ
り

き
。
彼
鍛
冶
の
用
談
を
終
り
し
時
其
兄
弟
彼
に
語
る
に
吾
等
の
来
意
を
以
て
せ
し
か
ば
、
彼
余
に
挨

拶
す
る
に
余
の
前
回
ア
テ
ナ
イ
に
来
り
し
時
よ
り
記
憶
せ
り
と
の
こ
と
を
以
て
せ
し
か
ば
、
吾
等
は

か
の
対
話
を
語
り
聴
か
さ
ん
こ
と
を
懇
望
せ
り
。
始
め
は
彼
其
意
な
く
、
甚
だ
其
煩わ
ず
ら
わし
き
を
訴
え

居
り
し
も
、
後
に
は
遂
に
承
諾
せ
り
。
彼
語
り
て
曰
く
―
―
ピ
ト
ド
ー
ロ
ス
彼
に
告
ぐ
る
に
パ
ル
メ

ニ
デ
ス
及
び
ゼ
ノ
ン
の
出
現
を
以
て
せ
り
。
彼
曰
い
け
ら
く
、
彼
等
二
人
ア
テ
ー
ナ
大
祭
に
際
し
て

ア
テ
ナ
イ
市
に
来
れ
り
と
。
前
者
の
ア
テ
ナ
イ
市
に
来
り
し
は
殆
ど
六
十
五
歳
の
時
に
し
て
、
既
に

白
髪
な
り
し
と
雖
も
容
貌
高
雅
の
人
な
り
き
。
ゼ
ノ
ン
は
殆
ど
四
十
歳
に
丈た
け

高
く
立
派
な
る
人
物
た

り
、
其
少
年
時
代
に
は
パ
ル
メ
ニ
デ
ス
の
愛
す
る
所
な
り
し
と
謂
う
。
彼
曰
く
、
彼
等
両
人
市
壁
の

外
な
る
ケ
ラ
ミ
ッ
コ
ス
な
る
ピ
ト
ド
ー
ロ
ス
の
家
に
滞
在
し
、
こ
こ
に
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
其
時
な
お
少

年
な
り
し
が
、
他
の
数
名
と
共
に
来
り
て
両
人
に
対
面
を
求
め
、
以
前
彼
等
両
人
が
始
め
て
ア
テ
ナ

イ
市
に
来
り
し
時
に
持
ち
来
り
し
所
の
ゼ
ノ
ン
の
論
文
を
聴
聞
せ
ん
こ
と
を
求
め
た
り
。
パ
ル
メ
ニ

デ
ス
其
時
不
在
に
し
て
、
ゼ
ノ
ン
自
ら
之
を
彼
等
に
読
み
聴
か
せ
、
殆
ど
読
み
終
り
し
頃
、
ピ
ト
ド

ー
ロ
ス
入
り
来
り
、
彼
と
共
に
パ
ル
メ
ニ
デ
ス
及
び
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
も
入
り
来
り
、
対
話
の
残
余

127

対
話
当
時
の
記
述

BCD



一
五

を
僅
か
に
聴
き
た
り
。
此
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
此
後
三
十
暴
政
家
【
三
十
人
政
権
】
の
一
人
と
な
り
し

人
な
り
。ピ
ト
ド
ー
ロ
ス
は
ゼ
ノ
ン
の
論
文
は
前
に
再
読
さ
れ
し
時
に
既
に
之
を
聴
き
し
こ
と
あ
り
。

【
２
】
朗
読
終
り
し
時
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
、
其
第
一
論
の
第
一
論
題
の
再
読
を
要も
と

め
、
其
再
読
さ
れ

し
後
言
う
て
曰
く
、ゼ
ノ
ン
よ
、君
の
意
味
す
る
所
や
如い
か
ん何
。
君
の
主
張
す
る
所
は
、も
し
物
多0

【being 

is m
any

】
な
ら
ば
其そ
の
も
の物
同0

【like

】
か
不
同
0

0

【unlike

】
か
な
ら
ざ
る
可べ

か
ら
ず
と
雖
も
こ
れ
不
可
能
な
り
、

何
と
な
れ
ば
同0

は
不
同
0

0

た
る
こ
と
能
わ
ず
、
ま
た
は
不
同
0

0

は
同0

た
る
能
わ
ず
と
云
う
に
あ
る
か
―
―

こ
れ
君
の
立
場
な
る
か
。

ゼ
ノ
ン
曰
く
、
正ま
さ

し
く
然
り
。

も
し
不
同
0

0

は
同0

た
る
こ
と
能
わ
ず
、
同0

は
ま
た
不
同
0

0

た
る
こ
と
能
わ
ず
と
せ
ば
、
君
の
説
に
拠
る

時
は
、
存
在
は
多0

た
る
こ
と
能
わ
ず
【being could not be m

any;

】。
何
と
な
れ
ば
こ
れ
不
可
能
を
含
有

す
れ
ば
な
り
。
凡す
べ

て
君
の
言
え
る
所
は
、
其
多0

の
存
在
を
反
証
す
る
以
外
何
等
他
に
目
的
を
有
せ
ざ

る
か
、
ま
た
君
の
論
説
の
各
部
は
各
お
の
お
の

別
々
に
こ
の
事
の
証
拠
を
供
給
す
る
を
目
的
と
為
し
、
凡
て

こ
れ
君
が
其
議
論
を
構
み
立
て
【
組
み
立
て
】
し
が
如
く
、
多0

の
非
存
在
に
関
す
る
多
く
の
証
明
あ

る
を
示
め
せ
る
も
の
な
る
か
。
こ
れ
君
の
意
味
せ
る
所
か
、
或
い
は
余
は
君
を
誤
解
し
た
る
か
。

ゼ
ノ
ン
曰
く
、
否
、
君
は
余
の
全
体
の
目
的
は
、
正
確
に
之
を
了
解
せ
り
。

ソ
ク
ラ
テ
ス
曰
く
、
パ
ル
メ
ニ
デ
ス
よ
、
ゼ
ノ
ン
は
其
友
情
に
於
て
単
に
君
と
一
た
ら
ん
と
欲
す

（
二
）
議
論
の
開
始

ゼ
ノ
ン
の
議
論
は
―
―

存
在
は
多
た
る
能
わ

ず
、
何
と
な
れ
ば
多
な

り
と
せ
ば
其そ

の
も
の物

同
時
に

同
不
同
な
ら
ざ
る
可
か

ら
ず
、
こ
れ
は
不
可
能

な
れ
ば
な
り

E128

（
三
）
ゼ
ノ
ン
と
パ

ル
メ
ニ
デ
ス
と
学
説

上
の
関
係



一
六

る
の
み
に
止
ま
ら
ず
、
な
お
ま
た
其
著
述
に
於
い
て
も
君
の
第
二
の
自
我
た
ら
ん
と
せ
る
は
余
の
信

ず
る
所
な
り
。
彼
は
君
の
言
え
る
所
を
他
の
方
法
を
以
て
之
を
表
し
、
殆
ど
新
規
の
も
の
を
語
れ
る

如
く
吾
等
を
思
わ
せ
ん
と
す
る
も
の
の
如
し
。
君
は
其
詩
に
於
て
万
物
は
一0

な
り
と
言
い
、
之
に
就

い
て
卓
絶
せ
る
証
明
を
挙
げ
た
り
。
然
る
に
彼
は
他
方
に
於
て
、
多0

な
る
も
の
な
き
を
言
い
、
之
に

就
い
て
、
彼
実
に
他
を
圧
倒
す
る
所
の
証
拠
を
提
供
せ
り
。
君
は
一0

を
断
定
し
、
彼
は
多0

を
否
定
す
。

か
く
て
君
等
は
世
間
を
欺
き
て
、
其
実
同
一
事
を
言
え
る
に
係
わ
ら
ず
、
各
お
の
お
の

異
な
る
事
を
語
る
が

如
く
信
ぜ
し
む
る
な
り
。
こ
れ
実
に
吾
等
の
企
て
及
ば
ざ
る
技
量
な
り
と
謂
う
可
し
。

ゼ
ノ
ン
曰
く
、
然
り
ソ
ク
ラ
テ
ス
よ
。
君
は
実
に
獣
類
の
足
跡
を
追
窮
す
る
に
鋭
敏
な
る
こ
と
、

ス
パ
ル
タ
の
猟
犬
の
如
し
と
雖
も
、
真
に
此
論
文
の
動
機
を
十
分
に
了
解
せ
ざ
る
者
に
し
て
、
決
し

て
君
の
想
像
す
る
が
如
き
技
巧
を
以
て
せ
る
も
の
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
君
の
言
え
る
所
は
単
に
こ
れ

偶
然
た
る
に
過
ぎ
ず
し
て
、
決
し
て
大
目
的
を
名
乗
り
、
或
い
は
世
間
を
欺あ
ざ
むか

ん
と
す
る
が
如
き
、

何
等
の
深
き
目
的
あ
る
に
非あ
ら

ず
。
実
を
言
わ
ば
、
余
の
こ
れ
等
の
著
述
は
、
た
だ
人
々
が
、
唯
一
説

に
向
っ
て
嘲
笑
戯ぎ

く譃
【
冗
談
】
を
試
み
、
ま
た
そ
れ
よ
り
来
る
べ
し
と
想
像
す
る
所
の
数
多
の
滑
稽

矛
盾
の
結
果
を
示
め
さ
ん
と
す
る
の
論
者
に
対
し
て
、
パ
ル
メ
ニ
デ
ス
の
議
論
を
保
護
せ
ん
と
す
る

に
あ
る
の
み
。
余
の
答
弁
は
か
の
多0

主
義
の
学
派
に
向
け
し
も
の
に
し
て
、
彼
等
の
攻
撃
に
対
し
て

は
、
余
は
、
も
し
彼
等
の
仮
定
説
た
る
多0

主
義
を
貫
徹
せ
ん
と
す
る
時
は
、
唯
一
主
義
の
仮
定
説
よ

ゼ
ノ
ン
の
「
多
な
る
も

の
」
と
は
パ
ル
メ
ニ
デ

ス
の
「
万
物
一
な
り
」

と
の
他
の
言
い
表
し
た

る
の
み

BCD

ゼ
ノ
ン
自
家
の
心
事

を
明
か
す



一
七

り
も
、
な
お
一
層
に
滑
稽
な
り
と
の
説
を
以
て
、
彼
等
の
論
を
逆さ

か
捩ね

じ
し
て
愉
快
に
之
に
答
弁
せ

り
。
余
の
師
説
を
奉
ず
る
の
熱
心
は
、
余
を
導
き
て
、
青
年
時
代
に
著
述
せ
し
め
た
り
。
然
る
に
何

者
か
其
草
稿
を
盗
み
た
る
が
故
に
、
余
は
其
出
版
す
る
と
出
版
せ
ざ
る
と
の
選
択
を
有
せ
ず
。
然
り

と
雖
も
著
述
の
動
機
た
る
や
、
こ
れ
大
人
の
野
心
に
非
ず
し
て
、
た
だ
青
年
血
気
の
事
た
る
な
り
。

ソ
ク
ラ
テ
ス
よ
素
よ
り
そ
の
他
の
事
に
於
て
は
、
君
の
思
想
は
余
が
前
に
言
え
る
が
如
く
、
全
く
正

当
な
り
と
雖
も
、
こ
の
事
は
君
之
を
知
ら
ざ
り
し
も
の
の
如
し
。

【
３
】
ソ
ク
ラ
テ
ス
曰
く
、
余
は
君
の
言
え
る
所
を
了
解
し
ま
た
之
を
承
認
す
。
然
り
と
雖
も
ゼ

ノ
ン
よ
、
請
う
こ
の
事
を
告
げ
よ
、
君
は
な
お
ま
た
進
み
て
、
同0

自
身
の
観
念i i

あ
り
、
ま
た
他
に
同0

の
反
対
た
る
所
の
不
同
0

0

【unlikeness

】
の
観
念
あ
り
て
存
し
、
こ
れ
等
両
者
は
、
君
も
余
も
、
そ
の

他
多0

な
る
名
称
を
適
用
す
る
所
の
一
切
諸
物
の
享
有
す
るi ii

所
た
り
―
―
其
同0

を
享
有
す
る
所
の
諸
物

は
、
其
程
度
に
於
て
同0

た
り
、
不
同
0

0

を
享
有
す
る
所
の
物
は
、
其
程
度
に
応
じ
て
不
同
0

0

た
り
、
或
い

は
其
両
者
を
享
有
す
る
程
度
に
於
て
同
不
同

0

0

0

を
兼
ぬ
る
―
―
所
の
観
念
あ
り
と
思
わ
ざ
る
か
。
か
く

て
万
物
こ
れ
等
両
反
対
を
享
有
し
、
其
之
を
享
有
す
る
が
故
に
同0

た
る
と
同
時
に
不
同
0

0

た
る
を
得
ざ

る
か
。
こ
れ
何
等
驚
く
べ
き
こ
と
に
あ
ら
ざ
る
可
し
。
今
も
し
絶
対
同0

は
同0

と
な
り
、
絶
対
不
同
0

0

と

i　
「
同0

自
身
」
はlikeness in itself

で
、「
観
念
」
は
英
訳
で
は
ほ
と
ん
ど
がidea

だ
が
、原
著
は
エ
イ
ド
ス
で
あ
る
。

ii　
「
享
有
」、
時
に
は
関
与
と
か
訳
さ
れ
る
が
、
英
訳
で
はpartake

所
有
（
共
有
・
分
有
）
す
る
＝
分
取
す
る
。
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（
四
）
観
念
論
と
可
視

の
物
体

絶
対
観
念
と
、
そ
れ
を

享
有
せ
る
物
と
の
相
違



一
八

不
同
0

0

た
る
べ
き
こ
とi i
【
絶
対
的
な
類
似
が
非
類
似
に
な
る
こ
と
、
あ
る
い
は
絶
対
的
な
非
類
似
が
類
似
す
る
こ
と
】

を
証
明
し
得
べ
し
と
せ
ば
、
余
の
意
見
を
以
て
す
る
時
は
、
こ
れ
こ
そ
は
驚
く
べ
き
の
事
た
れ
と
為

す
。
然
り
と
雖
も
ゼ
ノ
ン
よ
、
か
の
た
だ
物
が
同
不
同

0

0

0

を
享
有
す
る
所
の
も
の
は
、
両
者
を
経
験
す

る
こ
と
を
証
明
す
る
に
於
て
は
、
何
等
方
外
の
事
あ
ら
ざ
る
な
り
。
且
つ
、
人
も
し
一0

を
享
有
す
る

に
由
り
て
万
物
は
一0

た
り
、
同
時
に
多0

を
享
有
す
る
由
り
て
多0

た
り
と
の
事
を
証
明
せ
ん
と
せ
ば
、

こ
れ
真
に
驚
く
べ
き
こ
と
た
る
べ
し
【
事
で
は
な
い
で
し
ょ
う
】i ii

。
然
る
に
彼
も
し
余
に
証
明
す
る
に
絶

対i iii

一0

は
多0

た
り
、
絶
対
多0

は
一0

た
り
と
の
事
を
以
て
す
と
せ
ば
、
余
は
真
に
驚
愕
せ
ざ
る
を
得
ざ
る

な
り
。
そ
の
他
凡
て
皆
か
く
の
如
く
―
―
か
の
諸
性
質
及
び
観
念
其そ
の
も
の物

が
、
こ
れ
等
反
対
の
性
質
を

有
せ
り
と
の
こ
と
を
聴
く
と
せ
ば
、
余
は
之
を
驚
く
者
な
り
と
雖
も
、
人
も
し
余
に
証
明
す
る
に
、

余
の
多0

た
る
と
同
時
に
一0

た
り
と
の
事
を
以
て
せ
ん
と
せ
ば
、
余
は
敢
て
驚
か
ざ
る
な
り
。
其
彼
が

余
の
多0

た
る
こ
と
を
証
明
せ
ん
と
す
る
や
―
―
彼
、
余
の
左
側
右
側
を
有
し
、
前
面
背
面
を
有
し
、

上
部
下
部
を
有
せ
る
こ
と
を
言
う
べ
し
。
何
と
な
れ
ば
余
は
多0

な
る
も
の
を
享
有
せ
る
を
否
定
す
る

こ
と
能
わ
ざ
れ
ば
な
り
。
ま
た
一
方
余
の
一0

な
る
を
証
明
せ
ん
と
せ
ば
、
彼
は
、
こ
こ
に
集
合
せ
る

は
七
人
に
し
て
、
余
は
其
一
た
り
、
一0

を
享
有
せ
る
も
の
な
る
を
言
わ
ん
。
こ
れ
等
両
者
の
場
合
に

i　

"the absolute like to becom
e unlike, or the absolute unlike to becom

e like, " --Jow
ett, p.48

ii　

こ
の
一
文
は
、"N

or, again, if "

で
始
ま
り
、" , I should be truly am

azed."

と
受
け
た
の
だ
か
ら
。

iii　

" absolute one"

と
英
訳
さ
れ
て
い
る
が
、
絶
対
と
い
う
語
で
は
な
く
、
田
中
訳
「
ま
さ
に
一
で
あ
る
も
の
」

CD



一
九

於
て
彼
善
く
之
を
証
明
す
べ
し
。
之
と
同
じ
く
人
も
し
木
た
れ
石
た
れ
そ
の
他
の
物
は
多0

た
る
と
共

に
一0

た
る
こ
と
を
証
明
せ
ば
、
吾
等
承
認
す
る
に
、
彼
は
一0

と
多0

と
の
倶
存
を
証
明
せ
る
こ
と
を
以

て
す
と
雖
も
、
彼
は
未
だ
多0

の
一0

た
り
、
或
い
は
一0

の
多0

た
る
こ
と
を
証
明
せ
ず
、
彼
逆
説
を
言
え

る
に
非あ
ら

ず
し
て
、
自
明
の
事
を
言
え
る
者
な
り
。
然
る
に
今
し
も
余
の
暗
示
せ
し
が
如
く
、
人
あ
り

て
同0

、
不
同
0

0

、
一0

、
多0

、
静0

、
動0

及
び
そ
の
他
同
様
な
る
観
念
を
抽
象
し
、
以
て
こ
れ
等
は
其
内
に

混
合
と
分
離
と
を
許
す
も
の
な
る
を
証
明
せ
ん
と
す
る
あ
ら
ん
に
は
、
余
は
甚
し
く
之
を
驚
く
。
ゼ

ノ
ン
よ
、
此
部
分
の
議
論
は
、
君
は
精
神
込
め
て
論
ぜ
し
所
な
る
が
如
し
と
雖
も
、
前
に
も
言
え
る

如
く
、
道
理
に
由
っ
て
理
解
さ
る
る
所
の
観
念
其そ
の
も
の物

に
於
て
、
君
が
か
の
目
以
て
視
る
べ
き
物
体
に

於
て
証
明
し
得
る
と
同
様
な
る
錯
乱
【ἀπορίαν

：
ア
ポ
リ
ア
】、混
交
あ
る
を
発
見
す
る
者
あ
り
と
せ
ば
、

余
は
遥
か
に
驚
愕
せ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
な
り
。

【
４
】
ソ
ク
ラ
テ
ス
か
く
語
り
つ
つ
あ
り
し
時
、
ピ
ト
ド
ー
ロ
ス
の
思
う
所
に
拠
れ
ば
、
パ
ル
メ

ニ
デ
ス
及
び
ゼ
ノ
ン
は
、
全
く
其
議
論
を
喜
ば
ざ
る
も
の
な
り
と
。
然
り
と
雖
も
彼
等
な
お
綿
密
な

る
注
意
を
致
し
、
数
々
互
い
に
顔
見
合
せ
て
、
恰
も
彼
を
称
賛
す
る
が
如
き
の
微
笑
を
洩
ら
せ
り
。

ソ
ク
ラ
テ
ス
論
じ
終
り
し
時
、
パ
ル
メ
ニ
デ
ス
は
次
の
語
を
以
て
其
感
情
を
表
し
た
り
―
―

彼
曰
く
、ソ
ク
ラ
テ
ス
よ
。
余
は
君
の
精
神
の
哲
学
に
傾
向
せ
る
を
称
賛
す
。
請
う
余
に
告
げ
よ
、
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（
五
）
観
念
の
現

象
に
対
す
る
関

係



二
〇

こ
れ
君
の
以
て
、
観
念
の
本
件i i

と
、
其
観
念
を
享
有
す
る
所
の
諸
物
と
の
区
別
な
り
と
す
る
所
な
る

か
。
君
は
同0

の
観
念
は
吾
等
の
以
て
同0

と
為
す
所
の
も
の
以
外
に
存
す
と
為
し
、
ま
た
ゼ
ノ
ン
が
謂

い
し
所
の
、
一0

も
多0

も
そ
の
他
の
諸
物
亦
然
り
と
為
す
か
。

ソ
ク
ラ
テ
ス
曰
く
、
余
は
か
く
の
如
き
諸
観
念
あ
り
と
信
ず
。

パ
ル
メ
ニ
デ
ス
進
み
論
じ
て
曰
く
、
君
は
ま
た
正
義
【δικαίου

】、
美
【καλοῦ

】、
善
【ἀγαθοῦ

】
及

び
凡
て
此
種
類
の
も
の
の
絶
対
観
念
あ
り
と
為
す
か
。

彼
曰
く
、
然
り
。

君
は
人
間
の
観
念
【ἀνθρώ

που εἲδος

】
な
る
も
の
は
、
吾
等
及
び
そ
の
他
凡
て
の
人
類
以
外
に
こ
れ

有
り
と
為
し
、
火
も
水
も
亦
然
り
と
為
す
か
。

パ
ル
メ
ニ
デ
ス
よ
、
其
等
の
物
を
含
ま
す
べ
き
か
否
か
に
就
い
て
は
、
余
は
数
々
不
決
定
に
て
あ

り
た
り
。

ソ
ク
ラ
テ
ス
よ
、
君
は
ま
た
、
言
わ
ば
微
笑
を
喚
起
す
べ
き
所
の
諸
物
―
―
即
ち
頭
髪
、
坭
土
、

塵じ
ん
あ
い埃
そ
の
他
微
細
卑ひ
ろ
う陋
な
る
物
に
就
い
て
も
、同
じ
く
未
決
定
を
感
ず
る
か
。
君
は
こ
れ
等
諸
物
は
、

皆
各
お
の
お
の

吾
等
の
接
す
る
所
の
現
実
の
物
よ
り
離
れ
て
、
別
に
其
観
念
あ
り
と
為
す
か
否
か
。

ソ
ク
ラ
テ
ス
曰
く
、
決
し
て
こ
れ
無
し
。
目
以
て
視
る
べ
き
物
は
、
吾
等
に
観
ゆ
る
如
き
の
物
に

i　
「
観
念
の
本
件
」" ideas in them

selves"

、
田
中
訳
「
形
相
そ
れ
自
体
」

ソ
ク
ラ
テ
ス
其
観

念
論
を
下
等
物
に

拡
張
す
る
こ
と
を

恐
る

パ
ル
メ
ニ
デ
ス
、

ソ
ク
ラ
テ
ス
に
問

う
に
一
切
万
物
の

観
念
あ
り
と
謂
う

か
を
以
て
す
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二
一

し
て
、
余
も
し
其
等
に
何
等
の
観
念
あ
り
と
為
さ
ば
、
不
合
理
た
る
を
恐
る
る
者
な
り
。
余
や
時
に

此
問
題
に
昏マ

マ感
し
【
昏
惑disturbed by

悩
ま
す
】、
観
念
な
き
物
有
る
こ
と
無
し
と
考
え
始
め
ん
と
為

せ
し
こ
と
あ
り
。
然
り
と
雖
も
再
び
此
位
置
を
取
る
に
於
て
は
、
余
は
之
を
遁
走
し
去
れ
り
。
何
と

な
れ
ば
余
は
無
意
味
の
無
間
地
獄
に
陥
り
て
滅
び
ざ
る
可
か
ら
ざ
れ
ば
な
り
。
か
く
て
余
は
今
し
も

語
り
し
如
き
観
念
説
に
立
帰
り
、
之
を
以
て
余
の
主
義
と
為
せ
り
。【and occupy m

yself w
ith them

.

に

立
帰
り
、
そ
れ
に
専
念
し
よ
う
と
思
う
。】

パ
ル
メ
ニ
デ
ス
曰
く
、
然
り
、
こ
れ
君
が
な
お
年
若
き
が
故
な
る
の
み
。
も
し
余
の
見
る
所
に
し

て
誤
ら
ず
と
せ
ば
、
一
旦
時
来
り
て
哲
学
は
一
層
強
固
に
君
を
捕
え
る
に
及
び
て
は
、
君
は
決
し
て

下
等
卑
陋
の
物
を
も
、
之
を
軽
蔑
す
る
こ
と
無
き
に
至
ら
ん
。
君
の
現
在
の
年
齢
に
於
て
は
、
君
は

余
り
に
多
く
世
人
の
意
見
を
顧
慮
す
る
の
傾
向
あ
り
。【
５
】
然
り
と
雖
も
君
は
こ
こ
に
或
観
念
な

る
も
の
あ
り
て
、
万
物
之
を
享
有
し
、
其
等
は
其
名
称
を
こ
れ
よ
り
得
受
し
、
例
え
ば
同0

の
同0

た
る

は
同0

の
観
念
を
享
有
す
る
が
故
た
り
、
大0

な
る
物
の
大0

な
る
は
大0

の
念マ

マ観
【
観
念
】
を
享
有
す
る
が

故
た
り
、
正
義
な
る
も
の
、
美
な
る
物
の
、
正
義
た
り
ま
た
美
た
る
は
、
其
正
義
と
美
と
を
享
有
す

る
が
故
な
り
と
の
事
を
意
味
せ
る
か
は
、
余
の
知
ら
ん
と
欲
す
る
所
な
り
と
す
。

ソ
ク
ラ
テ
ス
曰
く
、
然
り
、
こ
れ
余
の
意
味
す
る
所
な
り
。

然
ら
ば
各
個
物
は
観
念
の
全
部
或
い
は
観
念
の
一
部
を
享
有
す
る
か
。
そ
の
他
に
享
有
の
方
法
あ

E131
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ら
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二
二

り
や
如い
か
ん何

。

彼
曰
く
、
他
に
あ
る
こ
と
な
し
。

然
ら
ば
君
は
、
全
体
の
観
念
は
一0

た
り
、
然
る
に
一0

た
り
つ
つ
も
各
多
数
の
一0

の
中
に
存
す
と
為

す
か
。

ソ
ク
ラ
テ
ス
曰
く
、
パ
ル
メ
ニ
デ
ス
よ
、
何
故
に
然
り
得
ざ
る
。

何
と
な
れ
ば
一0

た
り
、
同
一
た
る
物
は
、
多
数
の
別
離
せ
る
各
個
物
中
に
、
同
時
に
全
体
と
し
て

存
す
る
こ
と
と
な
り
、
其そ
の
も
の物

自
身
よ
り
分
離
せ
る
状
態
に
あ
る
可
け
れ
ば
な
り
。

否
。
然
り
と
雖
も
観
念
は
宛あ
た

か
も
、
日
が
多
数
の
場
所
に
於
て
同
時
に
一0

た
り
同
一
た
る
も
、
而

も
其そ
の
も
の物

自
身
の
状
態
に
於
て
存
続
せ
る
が
如
し
。
此
方
法
を
以
て
各
観
念
は
同
時
に
万
物
に
於
て
一0

た
り
ま
た
同
一
た
る
な
り
。

ソ
ク
ラ
テ
ス
よ
、
余
は
君
が
、
多
数
の
場
所
に
於
い
て
同
時
に
一0

た
ら
し
む
る
方
法
を
愛
す
。
君

の
意
味
す
る
所
は
、
余
も
し
白
帆
を
拡
げ
て
数
人
を
覆
う
と
せ
ば
、
こ
こ
に
多
数
を
包
含
す
る
所
の

一0

全
体
あ
る
べ
し
と
の
こ
と
を
意
味
せ
る
か
。
こ
れ
君
の
意
味
せ
る
所
に
あ
ら
ず
や
。

余
は
然
り
と
信
ず
。

君
は
以
て
、
全
体
の
帆
は
各
一
人
を
覆
う
と
為
す
か
、
或
い
は
其
一
部
分
の
み
は
、
人
々
の
異
な

る
部
分
を
覆
う
と
為
す
か
。

全
体
の
観
念
は
同
時

に
各
異
な
る
物
に
存

し
得
ず

131-BC
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三

後
者
な
り
と
す
。

果
た
し
て
然
ら
ば
ソ
ク
ラ
テ
ス
よ
。
観
念
其そ
の
も
の物

は
之
を
分
解
す
る
を
得
べ
く
、
観
念
を
享
有
せ
る

所
の
諸
物
は
、
た
だ
観
念
の
一
部
を
享
有
す
る
の
み
に
し
て
、
其
等
各
個
に
存
す
る
所
の
観
念
は
、

全
観
念
に
あ
ら
ざ
る
に
あ
ら
ず
や
。

推
論
上
然
ら
ざ
る
可
か
ら
ず
。

然
ら
ば
ソ
ク
ラ
テ
ス
よ
、
君
は
、
一0

観
念
は
現
に
之
を
分
解
す
る
を
得
べ
く
、
而
も
一0

と
し
て
存

す
と
言
わ
ん
と
す
る
か
。

彼
曰
く
、
決
し
て
然
ら
ず
。

今
も
し
絶
対
大0

を
分
解
し
て
、
数
多
の
大0

な
る
物
に
就
い
て
謂
わ
ん
に
、
其
等
各
個
は
絶
対
大0

よ

り
は
小
な
る
所
の
大0

の
一
部
分
を
有
す
る
が
故
に
大0

な
り
と
は
―
―
こ
れ
考
え
得
べ
き
事
な
る
か
。

否
。

物
も
し
、
絶
対
同
等
0

0

よ
り
は
少
程
度
の
同
等
0

0

観
念
の
一
少
部
分
を
有
す
る
時
は
、
果
た
し
て
そ
の

部
分
を
有
せ
る
の
理
由
に
よ
り
て
、
或
他
の
物
と
同
等
た
る
べ
き
か
。

能
わ
ざ
る
な
り
。

ま
た
仮
定
し
て
、
吾
等
の
内
の
或
者
小0

の
一
部
分
を
有
す
と
せ
ん
か
。
こ
れ
た
だ
小0

の
一
部
分
な

る
が
故
に
、
絶
対
小0

は
こ
れ
よ
り
も
大0

な
る
べ
し
。
も
し
そ
れ
絶
対
小0

は
比
較
上
大0

な
り
と
せ
ば
、

ま
た
物
は
観
念
の
部

分
の
み
を
有
す
る
こ

と
能
わ
ず
、
何
と
な

れ
ば
こ
れ
亦
不
合
理

な
れ
ば
な
り
。
物
は

大
、
同
、
小
の
観
念

の
部
分
を
附
加
す
る

も
大
、
同
、
小
と
な

る
こ
と
能
わ
ざ
る
な

り

D
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四

か
の
小0

の
部
分
の
加
わ
り
し
物
は
以
前
よ
り
も
な
お
小0

た
る
べ
く
、
決
し
て
大0

た
ら
ざ
る
可
し
。

如い

か何
に
も
不
合
理
な
る
か
な
。

然
ら
ば
ソ
ク
ラ
テ
ス
よ
、
物
も
し
部
分
と
し
て
も
、
或
い
は
全
体
し
て
も
、
観
念
を
享
有
す
る
こ

と
能
わ
ず
と
せ
ば
、
如
何
な
る
方
法
を
以
て
観
念
を
享
有
す
べ
き
ぞ
。

彼
曰
く
、
実
に
君
は
容
易
に
答
弁
す
べ
か
ら
ざ
る
の
疑
問
を
提
出
せ
り
と
謂
う
可
し
。

パ
ル
メ
ニ
デ
ス
曰
く
、
そ
れ
然
り
、
然
り
と
雖
も
君
は
他
の
問
題
は
以
て
如い
か
ん何
と
為
す
。

如い

か何
な
る
問
題
な
る
ぞ
。

意お
も

う
に
君
が
各
種
類
の
一0

観
念
を
得
る
よ
う
導
か
れ
た
る
方
法
は
次
の
如
く
な
る
べ
き
か
―
―
乃
す
な
わ

ち
、数
多
の
大
な
る
物
体
を
見
て
、其
等
を
観
察
す
る
時
は
、凡
て
其
等
の
中
に
一0

の
同
一
観
念
（
或

い
は
性
質
）
存
せ
る
を
知
る
可
く
、こ
こ
に
君
は
其
大0

た
る
こ
と
の
一
な
る
こ
と
を
概
念
す
る
な
り
。

ソ
ク
ラ
テ
ス
曰
く
、
真
に
然
り
。

君
な
お
進
み
て
同
様
な
る
態
度
に
於
て
其
心
意
を
許
し
、
以
て
大0

の
観
念
と
、
ま
た
観
念
な
ら
ざ

る
大
な
る
物
と
を
一
目
の
内
に
包
含
し
て
之
を
比
較
す
る
時
は
、
他
の
大0

の
観
念
生
ず
べ
し
。
こ
れ

凡
て
こ
れ
等
の
源
泉
た
る
が
如
き
に
あ
ら
ず
や
。

然
る
が
如
し
。

こ
こ
に
於
て
今
や
他
の
大0

の
観
念
は
、
絶
対
大0

及
び
そ
れ
を
享
有
す
る
所
の
各
個
物
の
、
上
に
超

132

（
六
）
観
念
の
起
源

及
び
性
質

観
念
は
抽
象
に
由
て

得さ
れ
ど
一
般
と
特
殊

と
は
共
に
ま
た
新
観

念
を
作
り
新
観
念
と

其
特
殊
物
と
は
ま
た

他
の
新
観
念
を
作
り

無
限
た
る
べ
し



二
五

越
し
て
出
現
し
、
次
に
ま
た
凡
て
こ
れ
等
の
上
に
超
越
せ
る
他
の
も
の
は
出
現
し
、
そ
れ
を
享
有
し

て
凡
て
大0

な
る
べ
く
、
か
く
て
各
観
念
は
一
た
ら
ず
し
て
無
限
の
多
数
た
る
べ
き
な
り
。

【
６
】
ソ
ク
ラ
テ
ス
問
う
て
曰
く
、
然
り
と
雖
も
パ
ル
メ
ニ
デ
ス
よ
、
観
念
【εἰδῶ

ν

】
は
た
だ
こ
れ

思
想
【νόημα

】
の
み
に
し
て
、
吾
等
の
心
意
以
外
固
有
の
存
在
を
有
し
得
ざ
る
も
の
な
る
か
。
も
し

そ
れ
然
り
と
せ
ば
観
念
は
な
お
一0

た
る
を
得
べ
く
、
此
無
限
の
増
多
を
経
験
せ
ざ
る
を
得
べ
し
。

何
物
を
も
考
え
ざ
るi i

所
の
各
個
の
思
想
な
る
も
の
存
す
る
を
得
る
か
。

彼
曰
く
、
存
し
得
ず
。

思
想
【thought
ノ
エ
マ
】
と
は
或
物
の
思
想
に
あ
ら
ず
や
。

然
り
。

或
物
と
は
、
存
在
せ
る
物
な
る
か
、
存
在
せ
ざ
る
物
な
る
か
。

存
在
せ
る
或
物
な
り
。

其そ
の
も
の物
と
は
単
独
な
る
或
物
に
し
て
、
思
想
は
そ
れ
を
万
物
に
存
す
る
所
の
或
一
個
の
形
状
或
い
は

性
質
【being a single form

 or nature

】i ii

と
し
て
認
む
る
所
の
も
の
な
る
か
。

然
り
。

i　

'thought of nothing' : "νόημα δὲ οὐδενός"

田
中
訳
「
観
念
【
ノ
エ
マ
】
に
対
応
す
る
も
の
が
な
い
」
所
の
…
…

ii　

こ
の
部
分
は
原
著
で
は"οὖσαν ἰδέαν;"

田
中
訳
「
何
か
一
つ
の
容
相
」。Fow

ler

訳" being one idea"

BC

観
念
は
思
想
の
み
に

存
す
と
の
説
は
パ
ル

メ
ニ
デ
ス
之
を
排
斥

す



二
六

其
、
万
物
に
於
い
て
一0

た
り
同
一
た
り
と
理
解
さ
る
る
所
の
或
物
は
、
観
念
に
は
あ
ら
ざ
る
か
。

然
り
、
他
に
遁の
が
れる
可
き
よ
う
無
し
。

パ
ル
メ
ニ
デ
ス
曰
く
、
然
ら
ば
、
君
も
し
物
は
皆
観
念
を
享
有
す
と
言
わ
ば
、
君
は
ま
た
、
物
は

皆
思
想
よ
り
成
立
し
、
万
物
皆
思
想
す
と
言
う
か
、
然
ら
ざ
れ
ば
其
等
は
思
想
な
り
と
雖
も
、
何
等

の
思
想
を
も
有
せ
ず
と
言
わ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
に
あ
ら
ず
や
。

パ
ル
メ
ニ
デ
ス
よ
、
後
者
の
見
解
は
前
者
よ
り
も
合
理
に
非
ずi i

。
余
の
見
る
所
を
以
て
す
れ
ば
観

念
は
自
然
に
定
ま
れ
る
模
型
に
し
て
、
そ
の
他
の
諸
物
は
其
等
に
等
し
く
、
其
等
の
類
似
た
り
―
―

物
が
観
念
を
享
有
す
と
は
、
要
は
其
等
に
同
化
【assim

ilation

同
一
視
】
す
る
こ
と
な
り
。

彼
曰
く
、
然
り
と
雖
も
も
し
各
個
物
は
観
念
の
如
し
と
せ
ば
、
苟
い
や
し
くも

各
個
物
は
観
念
の
類
似
た
る

以
上
は
、
観
念
は
ま
た
各
個
物
の
如
し
と
謂
わ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
に
あ
ら
ず
や
。
か
の
同
しマ
マ

き
も
の

は
同
じ
き
も
の
に
同
じ
き
と
思
う
の
外
他
に
せ
ん
方
こ
れ
有
る
な
し
。

然
り
。

も
し
二
物
同
様
な
り
と
せ
ば
、
其
等
は
同
一
観
念
を
享
有
せ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
に
あ
ら
ず
や
。

然
り
。

か
の
二
物
の
享
有
す
る
所
、ま
た
其
等
を
し
て
同
一
と
為
す
所
の
も
の
は
観
念
其そ
の
も
の物

に
あ
ら
ず
や
。

i　

Jow
ett

訳
は
こ
う
だ
が
、Fow

ler

訳
は" That is quite unreasonable, too,"

田
中
訳
「
理
屈
に
合
わ
な
い
こ
と
」

（
七
）
観
念
の
種
々

の
説
明

新
意
見
―
―
観
念
は

万
物
の
模
型
―
―
こ

れ
は
亦
批
評
せ
ら
る

DE
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七

然
り
。

然
ら
ば
観
念
は
各
個
物
と
同
しマ
マ

き
こ
と
能
わ
ず
、
各
個
物
は
ま
た
観
念
と
同
しマ
マ

き
こ
と
能
わ
ざ
る

な
り
。
何
と
な
れ
ば
其
等
も
し
同
じ
と
せ
ば
、
或
他
の
同
の
観
念
は
常
に
出
現
し
来
る
べ
く
、
其そ
の
も
の物

も
し
他
の
或
物
に
同
じ
と
せ
ば
、
ま
た
他
の
観
念
出
現
す
べ
く
、
も
し
観
念
は
、
そ
れ
を
享
有
す
る

所
の
物
に
類
似
す
べ
し
と
せ
ば
、
新
観
念
は
常
に
出
現
す
べ
き
に
あ
ら
ず
や
。

全
く
然
り
。

果
た
し
て
然
ら
ば
他
の
諸
物
が
類
似
に
由
り
て
観
念
を
享
有
す
と
の
説
は
、
こ
こ
に
之
を
放
棄
し

て
、
別
に
他
の
享
有
法
を
考
察
せ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
に
あ
ら
ず
や
。

然
る
べ
き
が
如
し
。

ソ
ク
ラ
テ
ス
よ
、
君
は
観
念
の
絶
対
た
る
を
断
定
す
る
事i i

の
困
難
の
如
何
に
大
な
る
か
を
解
せ
ざ

る
か
。

実
に
然
り
。

且
つ
余
は
言
わ
ん
、
君
の
今
ま
で
知
れ
る
所
の
困
難
た
る
や
、
―
―
君
が
物
毎ご
と

に
単
独
な
る
観
念

あ
り
と
為
し
、
こ
れ
を
物
よ
り
離
す
こ
と
に
由
り
て
起
る
所
の
困
難
の
単
に
小
部
分
た
る
に
過
ぎ
ざ

i　

" affirm
ing the ideas to be absolute ?"

、Fow
ler

訳
は" ideas are separate, independent entities ?"

、田
中
訳
「
種

目
（
形
相
）
を
そ
れ
自
体
が
そ
れ
自
体
で
（
独
立
に
）
存
在
す
る
と
し
て
、
も
し
誰
か
が
規
定
す
る
な
ら
」

133B
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る
な
り
。

彼
曰
く
、
如
何
な
る
困
難
な
る
べ
き
。

困
難
は
少
な
か
ら
ず
と
雖
も
、
其
凡
て
の
内
の
最
大
な
る
は
乃す
な
わち
こ
れ
な
り
―
―
も
し
反
対
論
者

に
し
て
、
こ
れ
等
の
観
念
は
、
吾
等
の
謂
え
る
が
如
く
当ま
さ

に
、
其
如
く
然
る
べ
き
も
の
に
し
て
、
吾

等
の
知
り
得
ざ
る
も
の
と
し
て
存
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
と
論
じ
、
ま
た
何
人
も
彼
の
誤
謬
た
る
こ
と
を

証
明
し
能
わ
ず
と
せ
ば
、
か
の
観
念
の
存
在
を
否
定
す
る
人
は
、
大
手
腕
と
大
知
識
と
を
有
し
て
、

長
大
精
密
な
る
証
明
を
厭い
と

わ
ざ
る
人
に
あ
ら
ざ
る
よ
り
は
、
彼
未
だ
説
得
せ
ら
る
る
こ
と
無
く
、
な

お
観
念
は
知
ら
れ
得
ざ
る
も
の
な
る
こ
と
を
主
張
す
べ
し
。

ソ
ク
ラ
テ
ス
曰
く
、
パ
ル
メ
ニ
デ
ス
よ
、
君
の
意
味
せ
る
所
如い
か
ん何

。

ソ
ク
ラ
テ
ス
よ
、
第
一
、
余
は
思
う
に
、
君
を
始
め
そ
の
他
何
人
た
り
と
も
、
絶
対
実
在
の
存
在i i

を
主
張
す
る
者
は
、
其
等
は
吾
等
人
間
中
に
存
し
得
ざ
る
こ
と
を
承
認
す
べ
し
。

ソ
ク
ラ
テ
ス
曰
く
然
り
も
し
人
間
中
に
存
せ
り
と
せ
ば
、
已す
で

に
こ
れ
絶
対
に
あ
ら
ざ
れ
ば
な
り
。

彼
曰
く
、
真
に
然
り
、
是こ
の
ゆ
え故
に
観
念
も
し
其
等
相
互
の
関
係
に
於
け
る
如
き
も
の
な
り
と
せ
ば
、

其
本
体
は
其
等
自
己
相
互
間
の
関
係
に
由
り
て
定
め
ら
る
べ
く
、
何
等
の
類
似
或
い
は
其
名
称
は
何

i　

" the existence of absolute essences,"

、Fow
ler

訳" an absolute idea of each thing"

、
田
中
訳
「
そ
れ
ぞ
れ
の

事
物
に
は
自
体
が
自
体
に
於
い
て
あ
る
よ
う
な
あ
り
方
（
本
質
）
が
あ
る
」

D C

（
八
）
観
念
の
遊
離

或
い
は
絶
対
存
在
の

不
可
能

観
念
は
も
し
吾
等
の

内
に
在
り
と
せ
ば
こ

れ
既
に
絶
対
に
非
ず
。

も
し
吾
等
以
外
に
在

り
と
せ
ば
観
念
及
び

其
類
似
は
吾
等
の
事

物
に
関
係
な
し



二
九

な
り
と
も
、
吾
等
人
間
の
範
囲
内
に
在
る
所
に
し
て
、
ま
た
も
し
其
等
を
享
有
す
る
時
は
、
種
々
の

名
称
を
受
く
る
所
の
物
と
は
、
毫
も
関
す
る
所
に
非
ず
。
ま
た
吾
等
の
範
囲
に
あ
り
て
、
其
等
と
同

一
な
る
名
称
を
有
せ
る
所
の
物
も
、
亦
相
互
に
関
係
あ
る
の
み
に
し
て
、
其
等
と
同
一
名
称
を
有
せ

る
所
の
観
念
に
関
す
る
こ
と
な
く
、
た
だ
其
等
自
己
の
み
に
属
し
、
決
し
て
観
念
に
は
属
せ
ざ
る
な

り
。ソ

ク
ラ
テ
ス
曰
く
、
其
意
味
如い
か
ん何
。

パ
ル
メ
ニ
デ
ス
曰
く
、
余
の
意
味
す
る
所
は
か
く
説
明
せ
ん
か
―
―
一
主
人
奴
隷
を
有
せ
り
。
然

り
と
雖
も
此
れ
彼
等
の
関
係
上
何
等
絶
対
な
る
も
の
あ
る
こ
と
な
く
、
単
に
一
人
が
他
人
に
対
す
る

関
係
あ
る
の
み
。
然
り
と
雖
も
こ
こ
に
ま
た
抽
象
上
主
人
と
謂
え
る
観
念
あ
り
と
雖
も
、
こ
れ
抽
象

上
の
奴
隷
の
観
念
に
相
関
の
こ
と
た
る
の
み
。
こ
れ
等
の
観
念
は
毫
も
吾
等
に
関
す
る
こ
と
な
く
、

吾
等
も
亦
其そ
れ
ら等

に
関
す
る
こ
と
な
く
、
其
等
は
た
だ
其
等
自
身
と
相
関
係
し
、
吾
等
は
、
吾
等
自
身

と
関
係
す
る
の
み
。
君
余
の
意
味
を
解
し
得
た
る
か
。

ソ
ク
ラ
テ
ス
曰
く
、
然
り
、
余
は
十
分
君
の
意
味
を
解
し
得
た
り
。

【
７
】
知
識
【ἐπιστήμη

エ
ピ
ス
テ
ー
メ
ー
】
―
―
余
は
絶
対
知
識
を
意
味
す
―
―
こ
れ
絶
対
真
理i i

に

i　
「
絶
対
真
理
」
をFow

ler

訳
は' abstract or absolute truth'

、
田
中
訳
は
「
ま
さ
に
真
で
あ
る
と
こ
ろ
の
、
か
の

自
体
と
し
て
の
真
に
」。「
真
」
は' ἀλήθεια'

134 E

主
人
と
奴
隷
の
例



三
〇

対
応
せ
ざ
る
か
。

然
り
。

各
種
の
絶
対
知
識
は
各
種
の
絶
対
存
在
に
対
応
す
る
か
。

然
り
。

然
り
と
雖
も
吾
等
の
有
す
る
知
識
は
、
吾
等
の
有
す
る
真
理
に
対
応
し
、
ま
た
吾
等
の
有
す
る
各

種
の
知
識
は
、
吾
等
の
有
す
る
各
種
存
在
物
の
知
識
た
る
に
あ
ら
ず
や
。

然
り
。

然
る
に
観
念
其そ
の
も
の物

は
、
君
の
承
認
せ
る
が
如
く
、
吾
等
之
を
有
せ
ず
、
ま
た
有
し
得
ざ
る
に
あ
ら

ず
や
。

然
り
、
有
し
得
ざ
る
な
り
。

ま
た
、
絶
対
性
質
或
い
は
種
類
な
る
も
の
【the absolute natures or kinds

】i i

は
、
知
識
の
絶
対
観
念
に

由
っ
て
、
種
々
に
之
を
知
ら
る
と
為
す
か
。

然
り
。

吾
等
知
識
の
観
念
は
未
だ
之
を
得
ざ
る
に
あ
ら
ず
や
。

i　

Fow
ler

訳" the various classes of ideas"

、
田
中
訳
「
類
そ
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
ま
さ
に
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
る
と

こ
ろ
の
も
の
」

134-B

吾
等
の
有
す
る
真
理

は
吾
等
の
有
す
る
知

識
に
対
応
し
吾
等
は

絶
対
の
知
識
は
之
を

有
せ
ざ
る
な
り
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一

然
り
、
未
だ
之
を
得
ず
。

果
た
し
て
然
ら
ば
吾
等
は
毫
も
観
念
に
就
い
て
知
る
所
な
し
、
何
と
な
れ
ば
吾
等
は
絶
対
知
識
に

関
与
せ
ざ
れ
ば
な
り
【w

e have no share in absolute know
ledge ?

】i i

。

然
り
。

然
ら
ば
美
の
本
体
、
善
の
本
体
、
及
び
そ
の
他
吾
等
の
以
て
絶
対
に
存
在
せ
り
と
為
す
所
の
凡
て

の
観
念
【ἰδέας

】i ii

は
、
皆
吾
等
に
知
ら
れ
ざ
る
も
の
に
あ
ら
ず
や
。

然
る
が
如
し
。

意お
も

う
に
な
お
一
層
奇
態
の
結
果
生
ず
る
如
し
。

何
ぞ
や
。

君
は
言
う
か
、
は
た
言
わ
ざ
る
か
―
―
も
し
絶
対
知
識
な
る
も
の
存
す
と
せ
ば
【if there is such a 

thing,

】i iii

、
其
の
吾
等
の
知
識
よ
り
は
一
層
正
確
な
る
も
の
な
ら
ざ
る
可べ

か
ら
ず
。
美
及
び
そ
の
他
に

於
て
も
亦
然
り
。

然
り
。

i　

Fow
ler

訳" w
e do not partake of absolute know

ledge."

、
田
中
訳
「
知
識
を
そ
れ
自
体
と
し
て
分
有
す
る
こ
と

を
わ
れ
わ
れ
が
し
て
い
な
い
以
上
は
ね
」。
田
中
脚
注
で
は
、
こ
こ
で
の
「
分
有partake

」
の
用
法
は
他
と
異
な
る
。

そ
こ
で
「
自
体
と
し
て
の
分
有
」
の
意
と
取
っ
た
、
と
。

ii　

訳
文
の
「
観
念
」
と
、
原
著
の
こ
の
語
と
は
直
訳
的
に
対
応
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
が
、
入
れ
て
お
く
。

iii　

こ
こ
に
明
示
的
に
は
訳
出
さ
れ
て
い
な
い
が
、' γένος ἐπιστήμης'

「
知
識
の
類
と
い
う
も
の
が
あ
る
と
す
れ
ば
」

C

（
九
）
奇
異
の
結
果



三
二

ま
た
も
し
其
如
き
絶
対
知
識
の
享
有
な
る
も
の
あ
り
と
せ
ば
、
此
最
も
正
確
な
る
知
識
を
有
せ
る

は
、
何
人
た
り
と
も
神
に
優
れ
る
は
無
か
る
べ
き
に
あ
ら
ず
や
。

然
り
。

然
ら
ば
、
絶
対
知
識
を
有
せ
る
所
の
神
は
、
ま
た
人
事
上
【hum

an things

】
の
知
識
を
有
せ
る
か
。

何
故
に
有
せ
ざ
る
。

パ
ル
メ
ニ
デ
ス
曰
く
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
よ
、
其
理
由
た
る
や
、
吾
等
既
に
承
認
す
ら
く
、
観
念
は
人

事
に
関
し
て
有
効
な
る
も
の
に
非
ず
【not valid in relation to hum

an things

】i i

、
ま
た
人
事
の
観
念
に
対

す
る
こ
と
も
同
様
に
し
て
、
各
お
の
お
の

両
者
の
関
係
す
る
所
は
、
各
其
範
囲
の
み
に
限
れ
ば
な
り
。

然
り
、
こ
の
事
既
に
承
認
せ
る
所
。

故
に
神
も
し
此
完
全
な
る
権
威
と
、
完
全
な
る
知
識
と
を
有
せ
り
と
す
る
も
、
其
権
威
は
吾
等
を

支
配
す
る
こ
と
能
わ
ず
、
其
知
識
は
吾
等
或
い
は
人
事
は
之
を
知
る
こ
と
能
わ
ざ
る
こ
と
、
恰
も
吾

等
の
権
威
は
神
々
に
ま
で
及
び
能
わ
ず
、
吾
等
の
知
識
は
神
々
の
事
を
知
り
得
ざ
る
が
如
し
。
か
く

て
同
一
な
る
道
理
に
由
り
、
彼
等
は
吾
等
の
主
人
に
し
て
、
人
事
に
関
し
て
知
る
所
あ
ら
ざ
る
な
り
。

ソ
ク
ラ
テ
ス
曰
く
、
確
か
に
然
り
。
然
り
と
雖
も
知
識
を
神
よ
り
取
り
去
る
と
は
、
こ
れ
奇
怪
な

i　

Fow
ler

訳" not relative to our w
orld,"

、
田
中
訳
「
そ
の
も
っ
て
い
る
効
力
を
わ
れ
わ
れ
の
と
こ
ろ
に
あ
る
も

の
に
対
し
て
も
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
こ
と
、」

DE

他
の
反
対
論
―
―
神

も
し
絶
対
知
識
を
有

せ
り
と
せ
ば
人
事
の

知
識
を
有
す
る
能
わ

ず
、
何
と
な
れ
ば
両

者
は
各
其
範
囲
を
異

に
す
れ
ば
な
り
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三

り
と
謂
う
可
し
。

パ
ル
メ
ニ
デ
ス
曰
く
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
よ
、
こ
れ
等
は
吾
等
の
有
す
る
少
困
難
た
る
に
過
ぎ
ざ
る
な

り
。
吾
等
も
し
、
観
念
【ἰδέαι

】
は
実
在
せ
り
と
な
し
、
各
其
等
は
絶
対
一
の
も
の
な
り
【each one 

of them
 to be an absolute unity

】i i

と
決
定
す
る
に
於
て
は
、な
お
多
く
の
困
難
あ
り
て
存
す
。
か
の
観
念

に
反
対
し
て
論
じ
得
べ
き
所
を
聴
く
者
は
、
観
念
の
存
在
を
否
定
す
べ
く
、
も
し
観
念
は
存
在
せ
り

と
為
す
も
、
こ
れ
必
然
上
人
間
に
知
ら
る
べ
き
も
の
に
非
ず
と
為
し
、
彼
ま
た
自
家
の
道
理
を
有
せ

る
も
の
の
如
く
、
之
を
説
得
す
る
は
甚
だ
困
難
の
事
と
為
す
。
人
は
其
各
種
の
物
が
階
級
【class

類
】

あ
り
、
ま
た
絶
対
実
在
【absolute essence

本
来
的
な
在
り
方
】
を
有
せ
り
と
の
こ
と
を
学
び
得
る
の
前

に
は
、
多
大
の
能
力
の
天
賦
を
有
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
。
ま
た
凡
て
こ
れ
等
の
物
を
自
ら
発
見
す
る
人

は
、
な
お
一
層
に
顕
著
な
る
人
に
し
て
、
十
分
其
等
を
研
究
し
た
る
後
、
始
め
て
之
を
他
人
に
教
え

得
べ
き
な
り
。

ソ
ク
ラ
テ
ス
曰
く
、
パ
ル
メ
ニ
デ
ス
よ
、
余
は
君
に
同
意
す
。
ま
た
君
の
云
え
る
所
は
大
い
に
余

の
意
を
得
た
る
も
の
な
り
。

パ
ル
メ
ニ
デ
ス
曰
く
、
然
る
に
ソ
ク
ラ
テ
ス
よ
、
人
も
し
注
意
を
こ
れ
等
及
び
そ
の
他
同
様
な
る

i　

Fow
ler

訳" each of them
 is an absolute idea."

、
田
中
訳
「
各
種
目
（
形
相
）
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
何
か
そ
れ

自
体
に
お
い
て
あ
る
も
の
と
、」。
一
文
中
に
イ
デ
ア
と
エ
イ
ド
ス
（
二
語
）
が
混
ざ
る
例
。

135B



三
四

難
問
に
致
す
時
は
、
物
の
観
念
な
る
も
の
は
之
を
放
棄
し
、
か
の
凡
て
の
各
個
物
は
其そ
の
も
の物

自
己
に
一

定
せ
る
所
の
観
念
を
有
し
て
、
常
に
一
た
り
同
一
た
り
と
の
こ
と
を
承
認
す
る
な
く
、
其
心
意
の
休

み
得
る
所
の
何
物
を
も
有
す
る
こ
と
無
か
る
べ
く
【he w

ill have nothing on w
hich his m

ind can rest<

承

認
し
な
い
な
ら>

そ
の
人
は
、
心
の
拠
り
所
を
何
も
持
た
な
い
で
し
ょ
う
】、
か
く
て
彼
全
然
道
理
の
力
を
破

壊
し
去
る
こ
と
、
君
が
特
に
余
に
於
て
見
た
る
が
如
く
為
す
べ
し
。

彼
曰
く
、
真
に
然
り
。

【
８
】
然
ら
ば
哲
学
は
如い

か何
に
と
な
る
。
観
念
も
し
知
ら
る
べ
き
も
の
に
非
ず
と
せ
ば
、
吾
等
何

れ
に
か
帰
向
す
べ
き
。

余
は
実
に
目
下
如
何
に
す
べ
き
か
を
知
ら
ず
。

パ
ル
メ
ニ
デ
ス
曰
く
、意お
も

う
に
ソ
ク
ラ
テ
ス
よ
、こ
れ
君
が
未
だ
十
分
の
預
修
【
予
習
】
な
く
し
て
、

早
く
も
以
て
美
、
正
、
善
及
び
観
念
一
般
を
説
明
せ
ん
と
す
る
よ
り
起
り
た
る
こ
と
な
り
と
。
一
昨

日
君
が
此
処
に
て
、
君
の
友
人
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
と
論
談
す
る
を
聴
き
し
時
、
余
は
君
の
未
熟
な
る

こ
と
を
知
れ
り
。
君
を
し
て
哲
学
に
向
わ
し
め
し
所
の
動
機
は
、
確
か
に
高
尚
神
聖
な
り
と
雖
も
、

こ
こ
に
は
技
術
な
る
も
の
あ
り
て
、
俗
人
等
は
之
を
懶ら
ん
だ惰

の
談
論
と
称
し
、
ま
た
往
々
無
益
の
事
な

り
と
想
像
す
る
所
な
り
と
雖
も
、
君
は
此
技
術
を
練
修
せ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
な
り
。
而
し
て
君
や
な

お
年
若
し
、
然
ら
ざ
れ
ば
真
理
は
君
の
手
よ
り
脱
走
し
去
ら
ん
。

CD

パ
ル
メ
ニ
デ
ス　

ソ

ク
ラ
テ
ス
は
未
だ
弁

論
術
に
熟
せ
ざ
る
を

謂
う



三
五

パ
ル
メ
ニ
デ
ス
よ
、
君
が
推
薦
す
る
所
の
此
練
修
の
性
質
や
如
何
。

こ
れ
君
が
、
ゼ
ノ
ン
の
修
む
る
所
な
り
と
聞
き
し
所
の
も
の
に
し
て
、
同
時
に
余
は
、
君
が
ゼ
ノ

ン
に
語
る
に
、
其
可
視
の
物
体
に
関
す
る
昏
惑
は
之
を
試
験
せ
ん
と
す
る
所
に
非
ず
、
ま
た
其
方
法

を
以
て
此
問
題
を
考
究
せ
ん
と
す
る
も
の
に
も
非
ず
し
て
、
た
だ
思
想
上
の
物
、
及
び
所
謂
観
念
に

関
し
て
の
み
試
験
せ
ん
と
言
い
し
所
は
、
之
に
信
用
を
与
え
る
者
な
り
。

彼
曰
く
、
然
り
、
こ
れ
余
に
取
っ
て
は
、
此
方
法
を
以
て
す
る
時
は
、
か
の
可
視
物
は
同0

た
り
ま

た
不
同
0

0

た
り
、
ま
た
如
何
な
る
状
態
な
り
と
も
之
を
経
験
し
得
る
こ
と
を
証
明
す
る
は
、
毫
も
困
難

あ
ら
ざ
る
如
く
思
わ
れ
し
を
以
て
な
り
。

パ
ル
メ
ニ
デ
ス
曰
く
、
全
く
然
り
。
然
り
と
雖
も
余
の
意お
も

う
所
を
以
て
す
れ
ば
、
君
は
な
お
一
歩

を
進
め
て
、
単
に
其
既
与
の
仮
定
説
よ
り
流
出
す
る
結
果
の
み
を
考
究
す
る
に
止
ま
ら
ず
、
な
お
ま

た
其
仮
定
説
を
否
定
す
る
よ
り
生
ず
る
所
の
結
果
を
も
考
究
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
。
こ
れ
君
に
取
っ
て

は
一
層
有
益
な
る
練
修
た
る
可
し
。

彼
曰
く
、
君
の
意
味
せ
る
所
如い
か
ん何
。

余
の
意
味
す
る
所
は
、
例
え
ば
、
多0

に
関
す
る
ゼ
ノ
ン
の
此
仮
定
説
の
場
合
に
在
っ
て
は
、
君
は

単
に
多0

の
存
在
の
仮
定
上
、
多0

が
そ
れ
自
身
に
関
し
、
ま
た
一0

に
関
す
る
所
、
一0

が
そ
れ
自
身
及
び

多0

に
関
す
る
所
の
結
果
如
何
を
研
究
す
る
の
み
に
止
ま
ら
ず
、
な
お
ま
た
反
対
の
仮
定
に
於
て
、
一0

136 E

（
一
〇
）
一
及
び
多
を

適
用
す
る
結
果
の
考

究パ
ル
メ
ニ
デ
ス
曰
く
、

或
物
の
非
存
在
及
び

存
在
の
結
果
を
考
え

る
を
要
す



三
六

及
び
多0

が
各
お
の
お
のそ

れ
自
身
及
び
そ
れ
相
互
に
関
す
る
所
の
結
果
を
も
研
究
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
と
言
う
に

あ
り
。
ま
た
も
し
、
同0

【likew
ise

】
の
存
す
る
時
、
或
い
は
存
せ
ざ
る
時
は
、
各
こ
れ
等
の
場
合
に

於
て
は
、
仮
定
説
の
目
的
物
【subjects of the hypothesis

】i i

及
び
そ
の
他
の
諸
物
の
、
其
等
自
身
及
び
其

等
相
互
両
者
の
関
係
の
結
果
は
如
何
な
る
可
き
か
を
考
え
る
を
要
す
。
そ
の
他
不
同
0

0

【unlikeness

に

就
い
て
も
】、
運
動
、
静
止
、
生
産
、
破
滅
及
び
な
お
ま
た
存
在
、
非
存
在
に
就
い
て
も
然
り
。
換
言

せ
ば
君
も
し
或
物
は
存
せ
り
、
或
い
は
存
せ
ず
と
為
す
か
或
い
は
或
方
法
に
於
て
影
響
せ
ら
れ
て
存

せ
り
と
思
う
時
は
、
君
は
其そ
の
も
の物

自
身
及
び
何
物
な
り
と
も
君
の
選
ぶ
所
の
他
の
物
と
の
関
係
―
―
乃
す
な
わ

ち
各
其
等
単
独
に
、
一0

以
上
に
、
ま
た
凡
て
に
有
す
る
関
係
を
考
え
ざ
る
可
か
ら
ず
。
か
く
て
そ
の

他
の
物
に
於
て
も
、
君
も
し
完
全
に
自
己
を
修
練
し
、
ま
た
真
の
真
理
を
知
ら
ん
と
欲
せ
ば
くマ
マ

、
其

等
が
其
等
自マ

マ
善
身
【them

selves

そ
れ
ら
自
身
】
に
有
す
る
関
係
、
及
び
君
の
以
て
【you suppose

君
は
前

提
と
し
て
】
関
係
あ
り
と
す
る
か
、
或
い
は
無
し
と
す
る
【to be or not to be

】
所
の
そ
の
他
の
物
を
も

考
え
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
な
り
。

パ
ル
メ
ニ
デ
ス
よ
、
君
の
謂
え
る
所
は
、
実
に
驚
く
べ
き
事
業
に
し
て
、
余
は
十
分
に
了
解
せ
ざ

る
な
り
。
請
う
君
或
仮
定
説
を
作
り
、
一
歩
一
歩
に
進
行
せ
ん
こ
と
を
。
然
ら
ば
な
お
善
く
理
解
す

i　

Fow
ler

訳
は
直
接
の
対
応
は
し
な
い
が" , w

hat w
ill happen to the things supposed"

、存
在
・
非
存
在
の
仮
定（
前

提
）
と
し
て
置
か
れ
た
当
の
も
の
。

BC

其
方
法
の
例
を
示
せ



三
七

る
こ
と
を
得
ん
。

ソ
ク
ラ
テ
ス
よ
、
こ
れ
実
に
余
の
如
き
老
齢
者
に
取
っ
て
は
重
大
な
る
事
業
な
り
。

ソ
ク
ラ
テ
ス
曰
く
、
然
ら
ば
ゼ
ノ
ン
よ
、
君
は
幸
に
之
を
説
明
す
る
か
。

ゼ
ノ
ン
微
笑
を
以
て
答
え
て
曰
く
―
―
吾
等
之
を
パ
ル
メ
ニ
デ
ス
自
身
説
明
せ
ん
こ
と
を
懇
願
せ

ん
。
君
は
未
だ
彼
に
課
せ
ん
と
す
る
所
の
事
業
の
範
囲
を
知
ら
ざ
る
も
の
な
り
と
の
パ
ル
メ
ニ
デ
ス

の
言
は
至
当
の
事
な
り
。
も
し
吾
等
こ
こ
に
多
数
な
ら
ん
に
は
、
余
は
之
を
パ
ル
メ
ニ
デ
ス
に
願
う

こ
と
無
か
る
べ
し
。
何
と
な
れ
ば
か
く
の
如
き
の
問
題
は
、
特
に
彼
の
老
齢
を
以
て
し
て
は
、
多
数

の
聴
衆
の
前
に
立
ち
て
語
り
得
べ
き
も
の
に
非
ず
。
人
間
の
多
数
は
か
く
万
事
に
就
い
て
迂
回
曲
折

し
て
進
行
す
る
こ
と
は
、
心
意
が
真
理
及
び
知
慧
に
達
し
得
る
所
の
唯
一
の
方
法
た
る
を
知
ら
ざ
る

な
り
。
故
に
パ
ル
メ
ニ
デ
ス
よ
、
余
は
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
懇
願
に
賛
成
し
ま
た
余
も
久
し
く
聴
か
ざ
り

し
所
の
方
法
を
、
今
こ
こ
に
再
び
聴
く
こ
と
を
得
ん
か
。

【
９
】
ゼ
ノ
ン
か
く
語
り
し
時
、
ア
ン
チ
フ
ォ
ー
ン
の
言
う
所
に
拠
れ
ば
ピ
ト
ド
ー
ロ
ス
は
、
自

己
及
び
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
を
始
め
と
し
、
来
会
者
尽
く
、
パ
ル
メ
ニ
デ
ス
が
其
方
法
の
例
を
示
め
さ

ん
こ
と
を
懇
願
す
る
由
を
告
げ
た
り
と
。
パ
ル
メ
ニ
デ
ス
曰
く
、
余
は
否
み
能
わ
ず
と
雖
も
、
宛あ
た

か

も
イ
ビ
ュ
コ
ス
が
其
老
年
に
至
り
、
自
意
に
背
き
て
恋
愛
に
陥
り
し
こ
と
を
、
自
ら
譬
え
る
に
馬
車

競
走
を
駆
け
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
馬
を
以
て
し
、
其
平
素
熟
知
せ
る
所
の
距
離
に
慄マ

マふ
【shaking w

ith

137 D

（
一
一
）
パ
ル
メ
ニ

デ
ス
の
方
法
説
明

パ
ル
メ
ニ
デ
ス
始

め
意
な
か
り
し
も

人
々
の
懇
望
に
由

り
て
説
き
始
む

E



三
八

震
え
る
】
が
如
し
と
為
せ
る
に
等
し
。
余
も
亦
此
老
年
を
以
て
し
て
、
言
語
の
大
海
を
泳
ぎ
渡
ら
ざ

る
可
か
ら
ざ
る
を
想
う
時
は
、
同
じ
く
戦
慄
な
き
を
得
ざ
る
を
知
る
。
然
り
と
雖
も
ゼ
ノ
ン
の
言
え

る
が
如
く
、
吾
等
に
義
務
あ
り
、
且
つ
吾
等
少
人
数
の
み
な
れ
ば
、
余
は
君
を
満
足
せ
し
む
べ
し
。

然
ら
ば
何
れ
の
点
よ
り
始
む
べ
き
。
も
し
此
多
労
な
る
娯
楽
を
企
つ
る
に
於
て
は
、
吾
等
の
第
一
の

仮
定
説
は
何
な
る
可
き
ぞ
。
余
は
自
ら
始
め
、
余
自
己
の
一0

に
関
す
る
仮
定
説
を
選
び
、
一0

の
存
在

或
い
は
非
存
在
の
思
想
よ
り
生
ず
る
所
の
結
論
を
考
究
す
る
こ
と
と
為
さ
ん
か
。

ゼ
ノ
ン
曰
く
、
願
わ
く
は
其
如
く
為
さ
ん
こ
と
を
。

彼
曰
く
、
余
に
答
え
る
に
は
誰
な
る
べ
き
。
余
は
此
内
の
最
少
年
を
指
名
せ
ん
か
。
彼
困
難
あ
る

こ
と
無
く
、
其
思
う
所
は
憚
ら
ず
し
て
之
を
答
え
る
べ
く
、
其
答
弁
は
、
以
て
余
に
息
続
ぎ
の
時
間

を
与
え
る
べ
け
ん
。

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
曰
く
、
パ
ル
メ
ニ
デ
ス
よ
、
余
は
君
の
意
味
せ
る
所
の
も
の
な
り
。
余
は
最
も

少
年
に
し
て
君
の
用
に
役
す
べ
し
。
請
う
問
う
所
あ
れ
、
余
は
答
え
る
べ
し
。

【
10
】
パ
ル
メ
ニ
デ
ス
進
み
言
う
て
曰
く
、
―
―
今
も
し
一0

存
す
と
せ
ば
、
一0

は
多0

た
る
こ
と
能

わ
ざ
る
に
あ
ら
ず
や
。

然
り
多0

た
る
能
わ
ず
。

然
ら
ば
一0

は
部
分
を
有
し
能
わ
ず
、
ま
た
全
体
た
る
こ
と
能
わ
ざ
る
べ
し
。

137-BC

（
一
二
）
も
し
一
あ
り

と
せ
ば
其
結
果
如
何

【
以
下
は

パ
ル
メ
ニ
デ
ス
と

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
】



三
九

何
故
に
然
ら
ざ
る
。

何
と
な
れ
ば
凡
て
部
分
な
る
も
の
は
全
体
の
部
分
た
れ
ば
な
り
。
然
ず
や
。

然
り
。

全
体
と
は
何
ぞ
や
。
何
れ
の
部
分
を
も
欠
如
せ
ざ
る
所
の
も
の
、
こ
れ
全
体
に
あ
ら
ず
や
。

然
り
。

然
ら
ば
、
一0

は
部
分
よ
り
成
立
す
と
す
る
も
、
ま
た
全
体
な
り
と
す
る
も
、
何
れ
の
場
合
も
こ
れ

部
分
を
有
せ
る
に
あ
ら
ず
や
。

確
か
に
然
り
。

其
両
者
何
れ
な
り
と
す
る
も
、
一0

は
多0

に
し
て
一0

た
ら
ざ
る
に
あ
ら
ず
や
。

真
に
然
り
。

然
り
と
雖
も
一0

は
確
か
に
一0

た
る
べ
く
、
決
し
て
二0

た
る
可
か
ら
ざ
る
に
あ
ら
ず
や
。【B

ut, surely, 

it ought to be one and not m
any?

】

当
よ
り
然
ら
ざ
る
可
か
ら
ず
。【It ought.
え
え
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
】

果
た
し
て
然
ら
ば
、
一0

も
し
一0

と
し
て
存
せ
ん
に
は
、
一0

は
全
体
た
ら
ず
、
ま
た
部
分
を
有
せ
ざ

る
べ
し
。

然
り
。

D



四
〇

然
り
と
雖
も
、
一0

も
し
部
分
を
有
せ
ず
と
せ
ば
始
も
無
く
、
中
も
な
く
、
ま
た
終
もi i

無
か
る
べ
し
。

何
と
な
れ
ば
こ
れ
等
は
勿
論
そ
の
部
分
た
る
可
け
れ
ば
な
り
。

正
に
然
り
。

然
ら
ば
ま
た
始
、
終
は
物
の
定
限
【lim

its

】
な
る
か
。

然
り
。

然
ら
ば
一
は
始
な
く
終
な
く
、
無
定
限
な
る
【unlim

ited

】
か
。

然
り
無
定
限
な
り
。

是こ
の
ゆ
え故

に
ま
た
形
も
無
か
る
可
し
。
何
と
な
れ
ば
こ
れ
円
形
或
い
は
直
線
た
る
こ
と
能
わ
ざ
れ
ば
な

り
。然

り
と
雖
も
何
故
な
る
ぞ
。

何
と
な
れ
ば
円
形
と
は
凡
て
の
終
極
点
は
中
心
よ
り
同
一
距
離
の
も
の
た
れ
ば
な
り
。

然
り
。

直
線
と
は
中
央
が
両
端
を
横
断
せ
る
も
の
な
れ
ば
な
り
。【A

nd the straight is that of w
hich the centre 

intercepts the view
 of the extrem

es ?

線
分
と
は
、
中
点
が
両
端
か
ら
の
視
界
を
遮
る
も
の
で
あ
る
。】

真
に
然
り
。

i　

Fow
ler

訳
も
こ
の
順
だ
が
、
原
著
は
、
始
ま
り
も
な
く
終
り
も
な
く
、
中
間
も
な
く
、
の
順
で
あ
る
。

（
一
三
）
一0

も
し
部

分
あ
り
と
せ
ば
結
果

如
何

部
分
な
き
故
に
始
、

中
、
終
、
定
形
な
し

E

円
形
に
非
ず
直
線
に

非
ず



四
一

も
し
そ
れ
一0

が
直
線
或
い
は
円
形
を
有
す
と
せ
ば
、
一0

は
部
分
を
有
し
て
多0

た
る
に
あ
ら
ず
や
。

確
か
に
然
り
。【A

ssuredly.

】

然
り
と
雖
も
そ
の
部
分
を
有
せ
ざ
る
が
故
に
、
直
線
に
も
非
ず
、
ま
た
は
円
形
に
も
あ
ら
ざ
る
な

り
。然

り
。【R

ight.

】

其そ
れ

か
く
の
如
き
の
性
質
な
る
が
故
に
、
一0

は
ま
た
場
所
をi i

有
さ
ざ
る
可
し
。
何
と
な
れ
ば
こ
れ
他0

に
於
て
、
ま
た
は
自
己
に
於
て
存
す
る
こ
と
能
わ
ざ
れ
ば
な
り
。

何
故
に
然
る
か
。

其
理
由
た
る
、
も
し
こ
れ
他0

に
存
在
す
と
せ
ば
、
其
在
る
所
の
物
に
囲い
に
ょ
う繞

せ
ら
る
べ
く
。
必
ず
や

多
く
の
場
所
に
於
て
、
多
く
の
部
分
を
以
て
そ
れ
に
接
触
す
べ
し
。
然
り
と
雖
も
苟
い
や
し
くも

一0

た
り
、
分

解
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
た
り
、
ま
た
円
形
の
性
質
を
有
せ
ざ
るi ii

も
の
は
、
其
周
囲
に
多
く
の
点
に
於

て
接
触
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。

然
り
。【C

ertainly not.

】

然
る
に
も
し
他
方
、
一0

は
そ
れ
自
身
の
内
に
存
す
と
せ
ん
か
、
こ
れ
他
の
何
物
に
も
非
ず
、
た
だ

i　
「
場
所
を
」と
訳
し
て
い
る
が
、" it cannot be in any place,"

、Fow
ler

訳
は" it cannot be anyw

here,"

、田
中
訳
は
、

「
ど
こ
に
も
存
在
し
な
い
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。」

ii　

単
な
る
有
無
で
は
な
く
、" not partake of a circular nature,"
、「
円
の
性
質
を
享
有
【
分
有
】
し
な
い
」

138
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四
二

自
己
に
由
っ
て
保
持
せ
ら
るi i

こ
と
に
し
て
、
―
―
換
言
せ
ば
も
し
、
真
に
そ
れ
自
身
の
内
に
存
す
と

せ
ば
、
何
物
も
、
其
を
保
持
せ
ざ
る
所
の
物
の
内
に
在
る
こ
と
能
わ
ず
と
云
う
に
あ
り
。

然
り
能
わ
ず
。【Im

possible.

】

然
り
と
雖
も
か
の
保
持
す
る
所
の
物
は
、其
保
持
せ
ら
る
る
も
の
と
は
別
物
な
ら
ざ
る
可
か
ら
ず
。

何
と
な
れ
ば
、
同
一
な
る
全
体
は
同
時
に
行
動
し
ま
た
受
動
す
る
こ
と
能
わ
ず
。
も
し
そ
れ
然
り
と

せ
ば
一0

は
一0

た
る
能
わ
ず
し
て
二
た
る
に
あ
ら
ず
や
。

然
り
。

然
ら
ば
一0

は
自
己
の
内
に
も
、
他
物
の
内
に
も
何
処
に
在
る
こ
と
能
わ
ざ
る
に
あ
ら
ず
や
。

然
り
。

【
11
】
且
つ
、
か
か
る
性
質
の
も
の
は
、
静
止
し
或
い
は
運
動
す
る
を
得
る
か
を
思
え
。

何
故
に
能
わ
ざ
る
。

何
ぞ
や
。
其
理
由
た
る
、
一0

も
し
運
動
す
と
せ
ば
場
所
に
於
て
運
動
す
る
か
、
或
い
は
性
質
を
変

化
す
る
か
の
二
者
其
一
た
る
べ
し
。
こ
れ
等
は
運
動
唯
一
の
種
類
た
れ
ば
な
り
。

然
り
。

一
、
其
性
質
を
変
し
、
そ
れ
自
身
た
る
こ
と
を
中
止
す
と
せ
ば
、
已す
で

に
こ
れ
一0

た
る
能
わ
ず
。

i　
「
保
持
」Jow

ett

訳
は" be contained"

、Fow
ler

訳
は" be surrounding w

ith"

田
中
訳
は
「
取
り
囲
ん
で
い
る
」

（
一
四
）
一0

に
は
運

動
な
く
静
止
な
し

一0

は
運
動
或
い
は
静

止
を
有
せ
ず

運
動
の
二
種
類
―

―
（
一
）
性
質
の

変
化
（
二
）
自
動

【locom
otion

移
動
】

138-C



四
三

然
り
。

是こ
の
ゆ
え故

に
一0

は
、
性
質
の
変
化
た
る
所
の
運
動
を
経
験
す
る
こ
と
能
わ
ざ
る
な
り
。

明
ら
か
に
能
わ
ず
。

然
ら
ば
一0

の
運
動
は
場
所
に
於
て
こ
れ
有
る
を
得
る
か
。

蓋け
だ

し
こ
れ
有
ら
ん
。【Perhaps.

】

然
り
と
雖
も
一0

も
し
場
所
に
於
て
運
動
す
と
せ
ば
、
こ
れ
同
一
場
所
に
在
っ
て
廻
転
す
る
か
、
或

い
は
一
点
よ
り
他
点
に
移
動
す
る
こ
と
な
ら
ざ
る
可
か
ら
ず
。

然
ら
ざ
る
可
か
ら
ず
。

か
の
輪
状
に
運
動
す
る
も
の
は
之
を
中
心
に
於
て
為
さ
ざ
る
可
か
ら
ず
。
ま
た
か
の
中
心
に
於
て

廻
転
す
る
も
の
は
、
中
心
な
ら
ざ
る
他
の
部
分
無
か
る
可
か
ら
ず
。
然
る
に
か
の
中
心
を
有
せ
ず
ま

た
部
分
を
有
せ
ざ
る
物
は
中
心
の
上
に
運
動
す
る
は
不
可
能
に
あ
ら
ず
や
。

然
り
不
可
能
な
り
。

然
り
と
雖
も
一0

の
運
動
は
蓋け
だ

し
場
所
の
変
化
に
存
す
べ
き
か
。

も
し
運
動
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
と
せ
ば
、
蓋け
だ

し
然
ら
ん
。

吾
等
既
に
、
一0

は
何
物
の
内
に
も
在
り
得
ざ
る
こ
と
を
証
明
せ
し
に
あ
ら
ず
や
。

然
り
。

D

自
動
【
移
動
】
の
二

種
―
―
（
ア
）
同
一

場
所
に
於
て
す
る
も

の
（
イ
）
一
点
よ
り

他
点
に
動
く
も
の

一
は
性
質
の
変
化
を
許

さ
ず
ま
た
自
動
【
移
動
】

の
形
を
も
許
さ
ず



四
四

然
ら
ば
一
が
或
物
の
内
に
存
す
る
に
至
る
【com

ing into being

】i i

と
は
、
な
お
一
層
に
不
可
能
な
り
。

然
ら
ず
や
。

余
は
其
理
由
を
解
せ
ず
。

何
と
な
れ
ば
、
か
の
或
物
の
内
に
存
在
し
来
る
【com

es into being

】
も
の
は
、
其
存
在
し
来
り
つ

つ
有
る
間
は
、
未
だ
そ
の
他
物
の
内
に
在
り
能
わ
ず
、
ま
た
既
に
其
内
に
存
在
し
た
る
以
上
は
、
全

く
其
外
た
る
こ
と
能
わ
ざ
れ
ば
な
り
。

然
り
能
わ
ず
。

是こ
の
ゆ
え故

に
か
の
他
物
の
内
に
存
し
来
る
【com

ing into being in another

】
も
の
は
、
部
分
を
有
せ
ざ
る

可
か
ら
ず
。
而
し
て
一
部
分
は
内
に
あ
り
、
他
部
分
は
そ
の
他
物
の
外
に
在
ら
ざ
る
可
か
ら
ず
。
然

り
と
雖
も
か
の
部
分
を
有
せ
ざ
る
所
の
も
の
は
、
同
一
時
に
全
然
或
物
の
内
た
り
或
る
は
全
然
外
た

る
能
わ
ざ
る
な
り
。

真
に
然
り
。

ま
た
か
の
部
分
を
有
せ
ず
、
ま
た
全
体
に
あ
ら
ざ
る
物
が
、
或
る
所
に
存
在
し
来
る
こ
と
は
、
な

お
一
層
の
不
可
能
の
事
に
あ
ら
ず
や
。
こ
れ
部
分
と
し
て
も
、
ま
た
は
全
体
と
し
て
も
存
在
し
来
る

こ
と
能
わ
ざ
れ
ば
な
り
。

i　

Fow
ler

訳
は" com

e into anything"

、
田
中
訳
は
「〔
ど
こ
か
に
〕
生
ず
る

0

0

0

と
い
う
こ
と
」

E



四
五

其
然
る
や
明
ら
か
な
り
。

然
ら
ば
一0

は
同
一
点
に
在
り
て
廻
転
し
て
其
場
所
を
変
ず
る
能
わ
ず
、
ま
た
は
或
る
場
所
に
至
り

て
、
或
物
の
内
に
存
す
る
能
わ
ず
、
ま
た
自
己
の
内
に
変
化
す
る
こ
と
能
わ
ざ
る
に
あ
ら
ず
や
。

真
に
然
り
。

果
た
し
て
然
ら
ば
如
何
な
る
運
動
と
雖
も
、
一0

は
運
動
し
得
ざ
る
な
り
。

運
動
し
得
ず
。

然
り
と
雖
も
一0

は
何
物
の
内
に
も
在
り
得
ず
と
は
、
吾
等
の
断
定
せ
し
所
に
あ
ら
ず
や
。

然
り
、
吾
等
之
を
言
え
り
。

然
ら
ば
一0

は
同
一
物
の
内
に
あ
る
こ
と
能
わ
ざ
る
に
あ
ら
ず
や
。

何
故
に
能
わ
ざ
る
。

其
理
由
た
る
や
、
一0

も
し
同
一
物
の
内
に
在
り
と
せ
ば
、
一0

は
或
物
の
内
に
あ
る
べ
し
。

然
り
。

吾
等
ま
た
、
一0

は
そ
れ
自
身
の
内
に
在
り
得
ず
、
ま
た
他
物
の
内
に
在
り
得
ざ
る
こ
と
は
之
を
言

え
り
。

真
に
然
り
。

然
ら
ば
一0

は
決
し
て
同
一
場
所
に
在
せ
ざ
る
な
り
。

139

ま
た
、
一
は
同
一
物

の
内
に
在
ら
ず
ま
た

他
の
物
の
内
に
も
在

ら
ず
。
故
に
何
れ
の

場
所
に
も
在
ら
ず
、

故
に
静
止
は
不
可
能

な
り



四
六

然
る
が
如
し
。

然
り
と
雖
も
か
の
同
一
場
所
に
在
ら
ざ
る
も
の
は
、
ま
た
決
し
て
静
止
不
動
た
る
こ
と
【never 

quiet or at rest

】
能
わ
ざ
る
に
あ
ら
ず
や
。

然
り
。

然
ら
ば
一0

は
静
止
せ
る
に
非
ず
、
ま
た
運
動
せ
る
に
も
あ
ら
ざ
る
如
し
。

正
に
然
る
が
如
し
。

ま
た
一0

は
自
己
或
い
は
他0

【other

】
と
同
一
に
【sam

e w
ith

】
非
ず
、
ま
た
は
自
己
或
い
は
他0

と
異

な
る
に
も
非
ず
。

何
故
な
る
ぞ
。

も
し
、
自
己
と
別
物
な
り
と
せ
ば
一0

と
別
物
に
し
て
一0

に
あ
ら
ざ
る
べ
し
。

然
り
。

も
し
他0

と
同
一
な
り
と
せ
ば
、
一0

は
他0

に
し
て
自
己
に
あ
ら
ざ
る
べ
く
、
か
く
て
ま
た
此
仮
定
説

に
於
て
し
て
は
、
一0

は
一0

の
性
質
を
有
せ
ず
し
て
、
一0

と
は
別
物
た
る
べ
き
な
り
。

然
る
如
し
。

然
ら
ば
こ
れ
他0

と
同
一
に
非
ず
、
ま
た
自
己
と
異
な
る
に
非
ず
。

然
り
。

139-BC

（
一
五
）
一
は
自
己

と
他
に
非
ず
ま
た
自

己
と
同
一
に
非
ず

一
は
自
他
の
関
係
上

異
に
非
ず
同
に
非
ず



四
七

一0

は
其
一0

と
し
て
存
す
る
間
は
、他0

と
別
物
に
も
あ
ら
ざ
る
べ
し
。
何
と
な
れ
ば
一0

に
あ
ら
ざ
る
、

た
だ
他0

の
み
、能
く
他0

と
別
物
た
り
得
る
の
み
に
し
てi i

、そ
の
他
の
も
の
は
能
わ
ざ
れ
ば
な
り【nothing 

else.

】。
真
に
然
り
。

然
ら
ば
一0

た
る
べ
き
の
理
由
に
由
り
て
【by virtue of being one

】、
其そ
の
も
の物
他0

た
る
こ
と
あ
ら
ざ
る
べ

き
か
。

然
り
。

然
り
と
雖
も
、
も
し
一0

た
る
の
理
由
に
由
り
て
他0

た
ら
ず
と
せ
ば
、
ま
た
自
己
た
る
理
由
に
由
り

て
も
他0

た
ら
ざ
る
べ
し
。
ま
た
も
し
自
己
た
る
の
理
由
に
由
り
て
他0

た
ら
ず
と
せ
ば
、
自
己
は
他0

に

あ
ら
ざ
る
べ
く
、
自
己
は
全
く
他0

た
ら
ざ
る
が
故
に
、
或
物
よ
り
他0

た
ら
ざ
る
可
し
。

然
り
。

一0

は
ま
た
自
己
と
同
一
【sam

e w
ith

】
に
も
あ
ら
ざ
る
べ
し
。

何
故
な
る
ぞ
。

何
と
な
れ
ば
一0

の
性
質
は
同0

【sam
e

】
の
性
質
に
あ
ら
ざ
れ
ば
な
り
。

i　

Fow
ler

訳
で
も" other than another,"

の
類
い
の
文
言
だ
が
、、
田
中
訳
で
は
、「
一
と
い
う
も
の
に
は
、
何
か
か

ら
異
な
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
本
来
的
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
た
だ
」
云
々
。

D



四
八

何
故
に
然
ら
ざ
る
。

物
も
し
或
物
と
同
一
と
な
ら
ん
と
も
こ
れ
必
ず
し
も
一0

た
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
な
り
。

何
故
ぞ
や
。

物
も
し
多
数
【m

any

】
と
同
一
と
な
る
時
は
、
こ
れ
必
然
に
多
数
に
し
て
、
決
し
て
一0

に
あ
ら
ざ

る
な
り
。

真
に
然
り
。

然
り
と
雖
も
も
し
一0

と
同0

と
の
間
に
何
等
の
差
別
な
く
し
て
、
或
物
同0

と
な
る
時
は
、
其そ
の
も
の物

常
に

一0

と
な
る
べ
く
、
其
物
一0

と
な
り
し
時
は
こ
れ
同0

に
あ
ら
ざ
る
か
。

然
り
。

是こ
の
ゆ
え故

に
一0

も
し
自
己
に
同
じ
と
せ
ば
、
こ
れ
自
己
と
一0

な
ら
ず
し
て
、
一0

た
り
ま
た
一0

に
あ
ら
ざ

る
べ
し
。

確
か
に
こ
れ
不
可
能
な
り
。

是こ
の
ゆ
え故
に
一0

は
他0

と
別
物
た
る
こ
と
能
わ
ず
、
ま
た
自
己
と
同
一
な
る
こ
と
能
わ
ざ
る
な
り
。

然
り
。

か
く
て
一0

は
自
他
の
関
係
に
於
て
同
に
非
ず
、
ま
た
異
に
も
あ
ら
ざ
る
に
あ
ら
ず
や
。

然
り
。N

o.

ま
た
同
様
に
も
非
ず

不
同
様
に
も
非
ず

E



四
九

一0

は
ま
た
或
物
と
同
様
に
【like

】
非
ず
、
ま
た
異
な
る
に
も
あ
ら
ざ
る
べ
し
【unlike itself or other

自
他
に
対
し
て
も
同
じ
よ
う
で
は
な
い
】。

何
故
に
然
ら
ざ
る
。

何
と
な
れ
ば
同
様【likeness

】と
は
其
様
態
の
同
一
な
る
こ
と【sam

eness of affections

】i i

た
れ
ば
な
り
。

然
り
。

同
一
な
る
こ
と
と
、
一0

な
る
こ
と
【oneness

】
と
の
、
性
質
を
異
に
せ
る
は
既
に
論
ぜ
し
所
に
あ

ら
ず
や
。

然
り
既
に
之
を
論
ぜ
り
。

然
り
と
雖
も
も
し
一0

た
る
こ
と
以
外
の
様
態
を
有
す
と
せ
ば
、
一0

以
上
た
る
の
或
様
態
を
取
る
こ

と
に
し
て
、
こ
れ
不
可
能
の
こ
と
た
る
な
り
。

真
に
然
り
。

然
ら
ば
一0

は
決
し
て
同0

た
る
よ
う
影
響
さ
る
る
こ
と
な
く
、
ま
た
他0

と
も
自
と
も
同
様
た
る
こ
と

あ
ら
ざ
る
べ
し
。

【
次
の
文
の
訳
と
混
淆
し
て
い
る
。" Then the one can never be so affected as to be the sam

e either w
ith another 

or w
ith itself?"

、「
一0

は
決
し
て
、
他0

と
も
自
身
と
も
同0

た
る
よ
う
影
響
さ
る
る
こ
と
な
か
る
べ
し
。」
と
す
る
べ
き
。】

i　

Fow
ler

訳" w
hich is affected in the sam

e w
ay."

、
田
中
訳
「
ど
こ
か
に
同
じ
規
定
を
含
ん
で
い
る
も
の
」

140



五
〇

明
ら
か
に
能
わ
ず
。

然
ら
ば
一0

は
他0

と
同
様
な
る
こ
と
【be like

】
能
わ
ず
、
ま
た
自
己
と
同
様
な
る
こ
と
能
わ
ざ
る
に

あ
ら
ず
や
。

然
り
能
わ
ず
。

ま
た
他0

た
る
よ
う
影
響
さ
る
る
こ
と
能
わ
ざ
る
べ
し
。
何
と
な
れ
ば
も
し
其
如
き
こ
と
あ
り
と
せ

ば
、
一0

以
上
た
る
べ
き
方
法
を
以
てi i

影
響
せ
ら
れ
ざ
る
可
か
ら
ざ
れ
ば
な
り
。

然
る
べ
し
。

か
の
自
己
或
い
は
他0

と
異
な
る
影
響
を
受
く
る
も
の
は
、
自
己
或
い
は
他0

と
同
様
な
ら
ざ
る
【be 

unlike

】
べ
し
。
何
と
な
れ
ば
影
響
の
同
一
な
る
こ
と
は
、
同
様
た
る
こ
と
た
れ
ば
な
り
。

真
に
然
り
。

然
り
と
雖
も
一0

は
決
し
て
そ
の
他
の
方
法
も
て
影
響
さ
れ
ざ
る
如
き
が
故
に
、
決
し
て
自
己
及
び

他0

と
不
同
様
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。

然
り
。

然
ら
ば
一0

は
自
他0

と
同
様
に
も
不
同
様
に
も
あ
ら
ざ
る
べ
き
か
。

然
り
。

i　
「
方
法
を
以
て
」
は" in such a w

ay"

の
訳
だ
ろ
う
が
、Fow

ler

訳" in that case"

に
当
る
意
味
で
あ
ろ
う
。

（
一
六
）
種
々
の
関

係
を
一
に
附
与
す

る
矛
盾
は
一
の
否

定
に
導
く

大
い
さ
の
等
不
等

も
な
し

140-B



五
一

ま
た
此
性
質
あ
る
が
故
に
、
一0

は
自
身
に
も
ま
た
他
に
も
同
等
【equal

】
に
も
或
い
は
不
同
等
に

も
あ
ら
ざ
る
べ
き
か
。

其
理
由
如
何
。

何
と
な
れ
ば
、
一0

も
し
同
等
な
り
と
せ
ば
、
其
同
等
な
る
其そ
の
も
の物
と
同
一
度
量
【sam

e m
easures

】
な

ら
ざ
る
可
か
ら
ざ
れ
ば
な
り
。

真
に
然
り
。

も
し
物
、
比
量
す
る
所
の
物
よ
り
大
な
る
か
或
い
は
小
な
る
時
は
、
一0

は
、
其
小
な
る
も
の
よ
り

は
大
度
量
を
有
し
、
其
大
な
る
も
の
よ
り
は
小
度
量
を
有
す
べ
き
に
あ
ら
ず
や
。

然
り
。

そ
の
他
共
に
比
量
す
べ
か
ら
ざ
る
物
に
於
て
も
、
一0

は
、
其
小
な
る
も
の
よ
り
は
大
量
を
有
し
、

其
大
な
る
も
の
よ
り
は
小
量
た
る
べ
し
。

然
り
。

然
り
と
雖
も
か
の
同
一
性
を
有
せ
ざ
る
所
の
も
の
は
、
如
何
に
し
て
同
一
度
量
を
有
し
、
或
い
は

そ
の
他
同
一
な
る
も
の
あ
る
を
得
べ
き
ぞ
。

こ
れ
不
可
能
な
り
。

其
同
一
度
量
を
有
せ
ざ
る
に
於
て
は
、
一0

は
自
己
と
も
ま
た
他0

と
も
同
等
な
る
こ
と
能
わ
ざ
る
に

C



五
二

あ
ら
ず
や
。

然
る
が
如
し
。.

然
り
と
雖
も
其
度
量
の
多
寡
は
之
を
問
わ
ざ
る
も
、
其
度
量
を
有
す
る
に
応
ず
る
多
く
の
部
分
を

有
し
、
か
く
て
再
び
一0

は
一0

た
ら
ず
し
て
、
度
量
に
応
ず
る
数
多
の
部
分
を
有
す
る
な
り
。

正
に
然
り
。

も
し
一0

は
一
度
量
を
有
す
と
せ
ば
、
こ
れ
其
度
量
に
等
し
か
る
べ
し
。
然
る
に
同
等
の
不
可
能
な

る
は
既
に
之
を
論
じ
た
り
。

然
り
。

然
ら
ば
一0

は
一
度
量
も
、
多
度
量
も
、
少
度
量
も
、
ま
た
は
同
一
度
量
も
、
全
然
こ
れ
等
を
有
す

る
こ
と
な
く
、
自
己
に
も
他
に
も
同
等
に
非
ず
、
或
い
は
自
己
に
も
他0

に
も
大
に
も
非
ず
、
小
に
も

あ
ら
ざ
る
べ
し
。

然
り
。

【
12
】そ
れ
然
り
、吾
等
仮
定
し
て
、一0

は
或
物
よ
り
は
年
長
な
り
と
せ
ん
か
、年
少
な
り
と
せ
ん
か
、

或
い
は
同
年
な
り
と
せ
ん
か
。

何
故
に
其
如
く
為
さ
ざ
る
。

何
と
な
れ
ば
、
か
の
自
己
或
い
は
他0

と
同
年
な
る
も
の
は
、
時
間
上
の
同
等
性
或
い
は
同
様
性
を

年
齢
の
等
不
等
も
な
し

DE



五
三

有
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
【m

ust partake of equality or likeness of tim
e ;

】
と
雖
も
、
一0

が
同
等
性
或
い
は
同

様
性
を
有
し
得
ざ
る
【not partake of

】
は
前
之
を
論
じ
た
り
。

然
り
之
を
論
ぜ
り
。

吾
等
ま
た
其
不
同
等
性
或
い
は
不
同
様
性
を
有
せ
ざ
る
【not partake of

】
こ
と
を
も
之
を
論
ぜ
り
。

真
に
然
り
。

然
ら
ば
此
性
質
た
る
所
の
一0

は
、
如
何
に
し
て
、
或
物
よ
り
年
長
た
り
、
年
少
た
り
、
或
い
は
同

年
た
る
を
得
べ
き
。

如
何
に
す
る
も
能
わ
ざ
る
な
り
。

果
た
し
て
然
ら
ば
一0

は
自
己
と
も
他0

と
も
、
年
長
た
り
、
年
少
た
り
、
ま
た
同
年
た
る
こ
と
能
わ

ざ
る
に
あ
ら
ず
や
。

明
ら
か
に
能
わ
ず
。

然
ら
ば
一0

の
性
質
は
か
く
の
如
き
が
故
に
、
全
然
時
の
内
に
在
る
こ
と
能
わ
ざ
る
可
し
。
何
と
な

れ
ば
、
か
の
時
の
内
に
存
す
る
も
の
は
常
に
自
己
よ
り
は　

長
と
な
ら
ざ
る
可
か
ら
ざ
れ
ば
な
りi i

。

然
り
。

i　
「　

長
」
は
底
本
の
欠
け
。" be alw

ays grow
ing older than itself ?"

自
分
自
身
よ
り
年
長
に
な
る
な
ど
お
か
し

な
こ
と
だ
が
、
恐
ら
く
、
時
間
の
内
に
あ
る
な
ら
年
長
へ
と
変
わ
っ
て
行
く
、
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
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五
四

か
の
年
長
な
る
も
の
は
、
常
に
或
年
少
な
る
も
の
よ
り
は
年
長
な
ら
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
な
り
。

然
り
。

然
ら
ば
か
の
自
己
よ
り
も
年
長
者
た
る
も
の
は
、も
し
年
長
者
た
る
べ
き
或
物
を
有
せ
ん
と
せ
ば
、

同
時
に
ま
た
自
己
よ
り
は
年
少
者
な
ら
ざ
る
可
か
ら
ず
。

其
意
味
如
何
。

余
の
意
味
せ
る
所
は
―
―
物
は
既
に
異
な
る
所
の
他
物
よ
り
異
な
る
こ
と
を
要
せ
ず
。
其そ
の
も
の物
現
に

異
な
れ
り
。
も
し
其
異
な
る
こ
と
生
ぜ
し
【becom

e different

】
時
は
、
こ
れ
異
な
り
し
【different has 

becom
e

】
も
の
な
り
。
も
し
其
の
異
ら
ん
と
す
る
や
、
其
異
な
る
こ
と
こ
れ
有
る
べ
し
。
然
り
と
雖

も
か
の
異
な
り
つ
つ
あ
る
所
の
も
の
【w

hich is becom
ing different

】
に
は
、
異
な
る
こ
と
有
ら
ざ
り

し
こ
と
も
、
或
い
は
将
に
有
ら
ん
と
す
る
こ
と
も
、
或
い
は
未
だ
有
ら
ざ
り
し
こ
と
も
、
こ
れ
有
り

得
ざ
る
こ
と
に
し
て
、
異
な
り
得
る
所
は
、
た
だ
変
化
あ
る
の
み
【one w

hich is becom
ing

成
り
つ
つ

あ
る
も
の
】。

【Fow
ler

訳
のG

oogle

訳
は
、「
他
の
も
の
か
ら
異
な
っ
て
い
る
も
の
は
、
す
で
に
異
な
っ
て
い
る
も
の
と
異
な

っ
て
い
る
必
要
は
な
い
が
、
す
で
に
異
な
っ
て
い
る
も
の
と
は
異
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
で
に
異
な

っ
て
い
る
も
の
か
ら
は
異
な
っ
て
い
る
必
要
が
あ
り
、
今
後
そ
う
な
る
も
の
か
ら
は
異
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
し
か
し
、
異
な
っ
て
き
て
い
る
も
の
か
ら
は
、
す
で
に
異
な
っ
て
い
る
こ
と
も
、
そ
う
な
ろ
う
と
し
て
い

る
こ
と
も
、
す
で
に
異
な
っ
て
い
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
そ
れ
は
必
ず
異
な
っ
て
い
る
、
そ
れ
だ
け
で
あ
る
。」】
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五
五

明
ら
か
に
然
り
。

然
り
と
雖
も
年
長
と
は
、
年
少
に
対
す
る
関
係
上
の
相
違
に
し
て
、
そ
の
他
何
物
に
対
し
て
も
然

る
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。

然
り
。

然
ら
ば
か
の
物
自
身
【itself

自
身
】
よ
り
も
年
長
者
と
な
る
【becom

es older

】
所
の
も
の
は
、
同
時

に
ま
た
物
自
己【itself

自
身
】よ
り
も
年
少
者
た
ら【becom

es younger

】ざ
る
可
か
ら
ざ
る
に
あ
ら
ず
や
。

然
り
。Yes.

然
り
と
雖
も
ま
た
そ
れ
自
身
よ
り
長
時
間
た
り
【becom

e for a longer

よ
り
長
い
時
間
を
成
り
行
く
】、

或
い
は
短
時
間
た
る
【
よ
り
短
い
時
間
を
成
り
行
く
】
こ
と
能
わ
ず
、
た
だ
同
時
に
、
そ
れ
自
身
と
其
如

く
成
り
、
其
如
く
有
り
、
其
如
く
成
り
た
り
、
ま
た
其
如
く
成
ら
ん
と
せ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
な
り
。

こ
れ
亦
避
く
可
か
ら
ざ
る
こ
と
な
り
。

然
ら
ば
時
の
内
に
在
り
、
ま
た
時
に
関
与
せ
る
所
の
物
は
、
余
の
思
う
所
を
以
て
す
れ
ば
、
如
何

な
る
場
所
と
雖
も
其
等
自
身
と
同
年
な
ら
ざ
る
可
か
ら
ず
、ま
た
同
時
に
其
等
自
己
よ
り
老
年
た
り
、

年
少
た
ら
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
に
あ
ら
ず
や
。

然
り
。

然
る
に
一0

は
其
等
の
影
響
を
受
け
ざ
る
に
あ
ら
ず
や
。【not partake of those affections

こ
の
種
の
限
定

CD



五
六

の
分
有
は
な
い
】

然
り
。

然
ら
ば
一0

は
時
の
性
質
を
有
せ
ず
【not partake of tim

e

】、
ま
た
如
何
な
る
時
の
内
に
も
在
ら
ざ
る

な
り
。

論
議
の
示
め
す
所
然
り
。

そ
れ
然
り
、
然
り
と
雖
も
か
の
「
有
り
き
」「
成
れ
り
」「
成
り
つ
つ
あ
り
き
」
等
の
語
は
こ
れ
過

去
の
時
間
に
関
す
る
こ
と
【a participation of past tim

e

】
を
意
味
せ
ざ
る
か
。

然
り
。

ま
た
か
の
「
し
か
有
ら
ん
【w

ill be

】」「
有
る
べ
し
【w

ill becom
e

】」「
成
り
し
な
ら
ん
【w

ill  have 

becom
e

】」
等
の
語
は
将
来
に
関
す
る
こ
と
【participation of future tim

e

】
を
意
味
せ
ざ
る
か
。

然
り
。

ま
た
「
有
る
【is

】」「
成
る
【becom

es

】」
等
の
語
は
現
在
の
時
に
関
す
る
を
意
味
せ
ざ
る
か
。

然
り
。【
底
本
で
は
、
こ
こ
に
改
行
を
欠
く
。】

も
し
一0

は
全
然
時
間
の
関
係
な
し
と
せ
ば
、
決
し
て
変
化
し
、
変
化
し
つ
つ
あ
り
、
或
い
は
或
時

間
中
に
在
り
き
、
或
い
は
今
変
化
せ
り
、
或
い
は
変
化
し
つ
つ
あ
り
、
或
い
は
有
り
、
或
い
は
将
来

成
ら
ん
、
或
い
は
成
り
し
な
ら
ん
、
或
い
は
然
る
べ
し
等
の
こ
と
あ
ら
ざ
る
可
べ
し
。

E



五
七

最
も
然
り
。

然
り
と
雖
も
こ
れ
等
以
外
、
他
に
存
在
性
を
有
し
得
る
何
等
の
方
法
【m

odes of partaking of 

being[οὐσίας]

】
あ
る
か
。

有
る
こ
と
無
し
。

然
ら
ば
一0

は
存
在
す
る
こ
と
【partake of being

存
在
を
分
有
す
る
】
能
わ
ざ
る
な
り
。

こ
れ
推
論
上
よ
り
然
り
。

然
ら
ば
一0

は
全
然
有
ら
ざ
る
か
。【
一0

が
あ
る
の
で
は
な
い
。】

明
ら
か
に
こ
れ
有
ら
ざ
る
な
り
。

然
ら
ば
一0

は
か
く
て
一0

と
し
て
存
在
せ
ざ
る
な
り
【
一0

で
あ
る
の
で
は
な
いi i

】。
何
と
な
れ
ば
も
し
こ

れ
有
り
て
存
在
を
有
せ
り
と
せ
ば
、
一0

は
既
に
こ
れ
有
る
べ
し
と
雖
も
、
も
し
議
論
を
信
ず
べ
し
と

せ
ば
、
一0

は
存
在
せ
ず
、
ま
た
は
一0

に
あ
ら
ざ
る
に
あ
ら
ず
や
。

真
に
然
り

然
り
と
雖
も
か
の
存
在
せ
ざ
る
も
の
は
、
如
何
な
る
属
性
も
、
如
何
な
る
関
係
を
も
許
さ
ざ
る
な

り
。勿

論
許
さ
ず
。

i　

田
中
訳
注
で
、「
が
あ
る
」「
で
あ
る
」
と
い
う
日
本
語
に
対
応
す
る
意
味
で
言
わ
れ
て
い
る
、
と
。
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然
り
と
雖
も
こ
れ
等

は
存
在
を
生
ず
る
所

以
に
し
て
、
も
し
凡

て
之
を
否
定
す
る
時

は
一
は
存
在
せ
ず
。

此
故
に
何
等
の
属
性

も
関
係
も
無
し



五
八

然
ら
ば
そ
れ
に
就
い
て
は
名
称
な
く
、
発
表
【expression

言
明
】
な
く
、
知
覚
な
く
、
意
見
な
く
、

ま
た
は
知
識
も
無
か
る
べ
き
かi i

。

其
こ
れ
無
き
や
明
ら
か
な
り
。

然
ら
ば
一0

は
名
称
す
べ
か
ら
ず
、
発
表
す
べ
か
ら
ず
、
意
見
す
べ
か
ら
ず
、
知
識
す
べ
か
ら
ず
、

或
い
は
知
覚
す
べ
か
ら
ざ
な
り
。

然
り
と
推
論
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
。

然
り
と
雖
も
か
く
の
如
き
は
果
た
し
て
一0

に
関
し
て
真
を
得
た
り
と
謂
う
可
き
か
。

余
は
然
り
と
信
ぜ
ず
。

【
13
】
こ
こ
に
於
て
吾
等
今
や
再
び
最
初
の
仮
定
説
に
立
帰
り
、
な
お
熟
考
せ
ば
、
何
等
か
問
題

の
新
方
面
現
れ
ざ
る
か
を
見
ん
。

余
は
其
如
く
為
す
を
得
は
幸
福
な
り
と
す
。

吾
等
は
言
う
、
も
し
一0

に
し
て
存
在
す
と
せ
ば
、
其
結
果
は
如
何
な
ら
ん
と
も
、
共
に
こ
れ
を
引

き
出
だ
す
べ
き
な
り
と
。

然
り
。

i　

こ
のJow

ett

の
訳
順
は
、
原
著
と
異
な
る
。
名
（
オ
ノ
ー
マ
）、
言
明
（
ロ
ゴ
ス
）、
知
識
（
エ
ピ
ス
テ
ー
メ
ー
）、

感
性
（
ア
イ
ス
テ
ー
シ
ス
）、
意
見
（
ド
ク
サ
）
の
順
で
あ
る
。

結
論
不
満
足

（
一
七
）
最
初
の
仮

定
説
に
立
ち
帰
る

も
し
一0

存
せ
ば
、

其
結
果
如
何
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五
九

然
ら
ば
吾
等
始
よ
り
始
む
べ
し
―
―
一0

も
し
存
在
す
と
せ
ば
、
一0

は
存
在
し
而
も
存
在
性
を
有
せ

ざ
る
を
得
る
か
【not partake of being ?

】。

能
わ
ざ
る
な
り
。

然
ら
ば
一0

は
存
在
性
【being

】
を
有
す
べ
し
。
然
り
と
雖
も
其
存
在
性
は
一0

と
同
一
に
は
【sam

e 

w
ith the one

】
あ
ら
ざ
る
べ
し
。
何
と
な
れ
ば
、
も
し
こ
れ
同
一
な
り
と
せ
ば
一0

の
存
在
【the being of 

the one
】
に
あ
ら
ざ
る
べ
く
、
ま
た
は
一0

は
存
在
性
を
享
有
【participated in being

】
せ
ざ
る
べ
け
れ
ば

な
り
。
こ
れ
一0

は
存
在
せ
り
と
の
断
定
は
一0

は
一0

な
り
と
の
断
定
と
同
一
な
る
可
き
が
故
な
り
。
然

る
に
吾
等
の
仮
定
説
は
、
一0

も
し
一0

な
る
時
は
、
其
如
何
な
る
結
果
生
ず
る
か
と
謂
う
に
非
ず
し
て
、

も
し
一0

存
在
せ
ば
と
謂
う
に
あ
ら
ず
や
―
―
余
の
言
正
当
な
ら
ざ
る
か
。

全
く
正
当
な
り
。

余
の
意
味
す
る
所
は
、
存
在
は
一0

と
同
一
意
味
を
有
せ
ず
と
言
う
に
あ
ら
ず
や
。

勿
論
な
り
。

吾
等
も
し
一
言
以
て
之
を
蔽
い
て
、「
一0

は
存
在
せ
り
【O

ne is,

】」
と
言
わ
ば
こ
れ
「
存
在
性
を
享

有
せ
り
【partakes of being

】」
と
言
う
に
等
し
か
ら
ざ
る
か
。

全
く
然
り
。

請
う
今
一
度
問
わ
ん
、
も
し
一0

存
す
と
せ
ば
其
結
果
如
何
。
此
仮
定
説
は
、
必
然
に
、
一0

は
部
分

一0

あ
ら
ば
こ
れ
存
在

性
を
享
有
す
べ
く
、

部
分
と
、
一0

と
、
存

在
と
を
有
す

C

（
一
八
）
存
在
せ
る
一0

無

限
多
数



六
〇

を
有
す
る
如
き
性
質
の
も
の
な
り
と
の
意
味
を
含
意
せ
る
に
あ
ら
ず
や
。

何
故
に
然
る
か
。

乃す
な
わち
―
―
も
し
存
在
は
一0

の
属
性
な
り
と
為
し
、
も
し
一0

は
存
在
し
て
、
存
在
は
一0

た
る
時
は
、

一0

は
存
在
の
賓
辞
た
り
、
ま
た
も
し
存
在
と
一0

と
は
同
一
な
ら
ざ
る
時
は
、
ま
た
一0

は
吾
等
が
前
定

せ
る
が
如
く
、
存
在
す
る
が
故
に
、
全
体
、
も
し
一0

な
る
時
は
【
も
し
全
体
も
一0

で
あ
る
な
ら
】、
そ
れ

自
身
た
る
べ
く
【
そ
れ
自
身
が
一0

で
あ
り
】、
そ
の
部
分
と
し
て
一0

と
存
在
と
を
有
せ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る

に
あ
ら
ず
や
。

然
り
。

こ
れ
等
各
諸
部
分
―
―
一0

及
び
存
在
―
―
は
単
に
一
部
分
と
称
す
べ
き
か
、
或
い
は
「
部
分
」
な

る
語
は
「
全
体
」
な
る
語
に
相
関
な
る
べ
き
か
。

後
者
な
り
。

然
ら
ば
か
の
一0

た
る
所
の
も
の
は
、
全
体
と
部
分
と
の
両
者
な
る
か
【both a w

hole and has a part ?

全
体
で
も
あ
り
、
部
分
を
持
つ
と
い
う
両
者
】。

然
り
。

且
つ
一0

の
諸
部
分
に
就
い
て
謂
わ
ん
に
、
も
し
こ
れ
―
―
余
は
意
味
す
存
在
と
一0

と
―
―
な
り
と

せ
ば
、
両
者
各
位
を
包
含
し
得
ざ
る
に
は
あ
ら
ざ
る
か
―
―
乃す
な
わち

一0

は
存
在
に
要
む
る
所
あ
り
【is 

DE

各
部
分
は
各
部
分
自

ら
一0

と
存
在
と
を
有

し
て
無
限
に
至
る



六
一

the one w
anting to being ?

一0

は
存
在
を
求
め
る
か
】、
存
在
は
一0

に
要
む
る
所
あ
ら
ざ
る
かi i

。

能
わ
ざ
る
な
り
。

か
く
て
各
諸
部
分
は
、
ま
た
順
次
に
一
と
存
在
と
を
有
し
て
、
少
な
く
と
も
二
部
分
よ
り
成
立
し
、

此
理
こ
と
わ
り

無
限
に
之
を
拡
め
て
如
何
な
る
部
分
も
常
に
こ
れ
等
両
部
分
を
有
せ
り
と
謂
う
べ
き
な
り
。

何
と
な
れ
ば
存
在
は
常
に
一
を
包
含
し
、
一
は
常
に
存
在
を
包
含
し
、
か
く
て
一
は
常
に
消
滅
し
て

二
と
な
る
可
け
れ
ば
な
り
。

然
り
。

か
く
て
一
も
し
存
在
せ
ば
無
限
に
多
た
る
べ
き
に
あ
ら
ず
や
。

明
ら
か
に
然
り
。

吾
等
他
の
方
向
を
取
り
て
進
ま
ん
。

如
何
な
る
方
向
ぞ
。

吾
等
は
言
わ
ざ
り
し
か
、
一
は
存
在
性
を
取
る
【the one partakes of being

】
が
故
に
一
は
有
り
と
。

然
り
。

此
方
法
を
以
て
、
一
も
し
存
在
を
有
す
と
せ
ば
、
多
と
な
る
に
あ
ら
ず
や
。

i　

Jow
ett

訳
の' w

anting'

は
、Fow

ler

訳" C
an unity cease to be a part of being or ...."

「
統
一
が
存
在
の
一
部
で

あ
る
こ
と
を
や
め
た
り
、
存
在
が
統
一
の
一
部
で
あ
る
こ
と
を
や
め
た
り
」、
田
中
訳
「〈
一
〉
な
る
も
の
が
部
分
と

し
て
の
有
か
ら
、
ま
た
部
分
と
し
て
の
有
は
部
分
と
し
て
の
〈
一
〉
か
ら
、
離
れ
て
そ
の
マ
マ
残
る
も
の
だ
ろ
う
か
」
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六
二

真
に
然
り
。

然
り
と
雖
も
請
う
吾
等
の
謂
え
る
が
如
く
、
か
の
存
在
を
享
有
せ
る
所
の
一0

を
抽
象
し
て
、
吾
等

の
謂
え
る
所
の
、
か
の
其
享
有
せ
し
所
の
も
の
よ
り
之
を
離
し
て
考
え
る
こ
と
と
為
さ
ん
か
―
―
此

抽
象
し
た
る
一0

は
、
単
に
一0

な
る
の
み
な
る
か
、
ま
た
多
な
る
か
。

余
は
一
な
り
と
信
ず
。

請
う
考
究
せ
ん
―
―
か
の
一0

の
存
在
は
一0

と
は
異
な
ら
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
に
あ
ら
ず
や
。
何
と

な
れ
ば
一0

は
存
在
に
非
ず
し
て
【the one is not being

】、
た
だ
一0

が
存
在
を
享
有
せ
り
【as one, only 

partook of being
】
と
思
考
せ
ら
る
可
け
れ
ば
な
り
。

然
り
。

も
し
存
在
と
一0

と
は
異
な
る
二
者
な
り
と
せ
ば
、
其
一0

の
一0

た
る
は
、
其
存
在
と
異
な
る
が
故
に
非

ず
、
ま
た
存
在
の
存
在
た
る
は
、
其そ
れ

一0

と
異
な
る
が
故
に
非
ず
し
て
、
こ
れ
等
は
互
い
に
其そ
の
た他

た
る
こ

と
と
、
異
な
る
こ
と
と
の
理
由
あ
る
が
為
な
り
【differ from

 one another in virtue of otherness and difference.

】。

然
り
。

か
く
て
他i i

は
一0

と
も
ま
た
存
在
と
も
同
一
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。

同
一
に
あ
ら
ざ
る
や
明
ら
か
な
り
。

i　

Jow
ett

訳Fow
ler

訳
と
も
に
他
（other

）
と
取
る
が
、
田
中
訳
は
「
異
」
と
し
て
い
る
。

（
一
九
）
一0

を
存
在
よ

り
分
離
せ
し
む
る
も

な
お
多
を
含
有
す

一0

も
し
存
在
よ
り
離

さ
る
る
も
其
等
は
な

お
異
な
る
も
の
の
一

対
な
り
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六
三

こ
れ
に
吾
等
存
在
及
び
他0

、
或
い
は
存
在
及
び
一0

、
或
い
は
一0

及
び
他0

を
取
ら
ん
か
、
如
何
な
る

か
か
る
場
合
と
雖
も
、
吾
等
二
物
を
取
る
も
の
に
し
て
、
こ
れ
正
に
両
者
を
並
ば
せ
取
る
と
謂
う
べ

き
な
り
。

何
故
に
然
る
か
。

乃す
な
わち
―
―
君
は
存
在
を
言
え
る
に
あ
ら
ず
や
。

然
り
。

ま
た
一0

を
も
。

然
り
。

然
ら
ば
今
や
吾
等
其
等
両
者
の
何
れ
か
に
就
い
て
言
え
る
に
あ
ら
ず
や
。

然
り
。

そ
れ
然
り
。
吾
等
の
存
在
及
び
一0

を
謂
う
時
は
、
余
は
其
等
両
者
を
言
え
る
に
あ
ら
ず
や
。

然
り
。

余
も
し
存
在
及
び
他0

を
謂
い
、
或
い
は
一0

及
び
他0

を
謂
う
や
―
―
凡
て
か
か
る
場
合
に
於
て
は
余

は
両
者
を
謂
わ
ざ
る
か
。

然
り
。

か
の
正
確
に
両
者
と
称
す
る
所
の
も
の
は
、
ま
た
二
な
ら
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
に
あ
ら
ず
や
。

（
二
〇
）
数
の
構
成

一
よ
り
二
に
移
る

D



六
四

疑
う
可
き
な
し
。

二
物
は
如
何
に
し
て
一0

た
り
得
べ
き
ぞ
。【A
nd of tw

o things how
 can either by any possibility not be 

one ?

二
つ
の
も
の
の
う
ち
、
ど
ち
ら
か
が
一
つ
に
な
ら
な
い
は
ず
が
あ
ろ
う
か
。i i

】

能
わ
ざ
る
な
り
。

然
ら
ば
一
対
の
個
物
は
併
せ
て
二
た
り
と
せ
ば
、
其
等
は
各
一0

た
ら
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
に
あ
ら
ず

や
。其

然
る
や
明
ら
か
な
り
。

ま
た
も
し
各
其
等
は
一0

な
り
と
せ
ば
或
一0

を
或
一
対
に
加
え
る
時
は
、
全
体
は
三
た
る
な
り
。

然
り
。

三
は
奇
数
た
り
二
は
偶
数
た
ら
ず
や
。

勿
論
な
り
。

こ
こ
に
も
し
二
あ
る
時
は
ま
た
二
倍
あ
る
べ
く
、
も
し
三
あ
る
時
は
こ
こ
に
三
倍
あ
る
べ
し
。
即

も
し
一
の
二
倍
が
二
を
成
す
時
は
、
一
の
三
倍
は
三
を
成
す
か
。

然
り
。

i　

Fow
ler

訳" A
nd if things are tw

o, m
ust not each of them

 be one ?"

田
中
訳
は
「...

そ
れ
ぞ
れ
が
何
等
か
の
工

夫
に
よ
っ
て
、
一
つ
で
は
な
い
よ
う
に
さ
れ
る
も
の
だ
ろ
う
か
。」

奇
数
よ
り
偶
数
に

加
法
よ
り
乗
法
に

E



六
五

こ
こ
に
二
あ
り
ま
た
二
倍
あ
り
、
さ
れ
ば
ま
た
二
の
二
倍
あ
る
べ
く
、
こ
こ
に
三
あ
り
ま
た
三
倍

あ
り
、
さ
れ
ば
ま
た
三
の
三
倍
あ
る
べ
き
に
あ
ら
ず
や
。

勿
論
な
り
。

も
し
三
あ
り
ま
た
二
倍
あ
り
と
せ
ば
、
こ
こ
に
三
の
二
倍
あ
る
べ
く
、
も
し
二
あ
り
ま
た
三
倍
あ

り
と
せ
ば
二
の
三
倍
あ
る
べ
き
に
あ
ら
ず
や
。

疑
う
べ
き
な
し
。

こ
こ
に
吾
等
偶
数
の
偶
数
乗
、
奇
数
の
奇
数
乗
、
偶
数
の
奇
数
乗
、
奇
数
の
偶
数
乗
せ
し
も
の
を

有
せ
り
。

真
に
然
り
。

も
し
そ
れ
然
り
と
せ
ば
何
等
存
在
の
要
な
き
数
の
な
お
残
れ
る
も
の
あ
る
か
。

何
等
の
残
れ
る
も
の
な
し
。

然
ら
ば
、
も
し
一0

あ
ら
ば
ま
た
数
な
か
る
可
か
ら
ざ
る
に
あ
ら
ず
や
。

然
り
。

然
り
と
雖
も
も
し
こ
こ
に
数
あ
ら
ば
、
ま
た
多
あ
り
、
存
在
無
数
の
多
あ
ら
ざ
る
可
か
ら
ざ
る

に
あ
ら
ず
や
。
何
と
な
れ
ば
数
は
多0

に
於
て
無
限
に
し
て
、
ま
た
存
在
を
享
有
す
【partakes also of 

being

】。
余
の
言
正
当
な
ら
ざ
る
か
。

144

一
よ
り
差
生
じ
、
差
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有
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六
六

然
り
正
当
な
り
。

も
し
一
切
の
数
は
存
在
を
享
有
す【participates in being,

】と
せ
ば
、数
の
有
ら
ゆ
る
部
分
も
亦
之【
存

在
】
を
享
有
す
べ
し
。

然
り
。

【
14
】
然
ら
ば
存
在
は
物
の
多
数
全
体
に
配
当
せ
ら
れ
、
苟
い
や
し
くも
有
る
所
の
物
は
、
如
何
に
大
な
り

と
も
如
何
に
小
な
り
と
も
、
存
在
を
有
せ
ざ
る
も
の
な
し
。
其
之
を
有
せ
ず
と
想
像
す
る
が
如
き
は

実
に
不
合
理
の
こ
と
な
る
な
り
。
何
と
な
れ
ば
苟
も
有
る
所
の
も
の
に
し
て
、
存
在
を
有
せ
ざ
る
も

の
有
り
得
ざ
れ
ば
な
り
。

然
り
。

ま
た
こ
れ
最
大
な
る
も
の
に
も
、
最
小
な
る
も
の
に
も
有
ら
ゆ
る
大
き
さ
の
も
の
に
も
分
解
せ
ら

れ
、
一
切
の
物
よ
り
も
な
お
多
く
に
分
裂
し
、
其
分
裂
や
無
限
な
り
と
す
。

真
に
然
り
。

然
ら
ば
存
在
は
最
大
数
【greatest num

ber

最
も
多
い
】
の
部
分
を
有
せ
り
と
謂
う
可
き
か
。

然
り
最
大
数
な
り
。

或
い
は
、
存
在
の
部
分
た
る
所
の
も
の
に
し
て
、
而
も
部
分
を
有
せ
ざ
る
も
の
あ
る
か
。

有
り
能
わ
ず
。

（
二
一
）
存
在
及
び

一
の
無
限
の
可
分
解

性数
は
存
在
と
倶
在
し

て
拡
大
す

144-BC



六
七

然
り
と
雖
も
も
し
こ
れ
有
り
て
、
ま
た
全
く
其
如
く
然
ら
ざ
る
可
か
ら
ず
と
せ
ば
、
存
在
は
一0

た

ら
ざ
る
可
か
ら
ず
、
決
し
て
無
た
る
こ
と
能
わ
ざ
る
な
り
。

然
り
。

然
ら
ば
一0

は
存
在
の
有
ら
ゆ
る
個
々
の
部
分
に
も
着
在
し
、
如
何
な
る
部
分
と
雖
も
大
小
を
問
わ

ず
、
其
こ
れ
無
き
は
な
し
【or w

hatever m
ay be the size of it 

い
か
な
る
部
分
に
も
欠
け
る
こ
と
は
な
い
】。

然
り
。

然
り
と
雖
も
請
う
思
考
せ
ん
―
―
一0

は
其
完
全
の
状
態
に
於
てi i

同
時
に
多
処
に
有
る
を
得
る
か
。

否
、
余
は
其
不
可
能
を
知
る
。

も
し
そ
れ
完
全
状
態
に
非
ず
ん
ば
こ
れ
分
割
せ
ら
れ
し
も
の
な
り
。
何
と
な
れ
ば
一0

は
其
分
割
さ

る
る
に
あ
ら
ざ
る
よ
り
は
【unless divided.

分
割
さ
れ
な
い
限
り
】、
存
在
の
凡
て
の
部
分
と
共
に
存
在

す
る
こ
と
能
わ
ざ
れ
ば
な
り
。

真
に
然
り
。

か
の
部
分
を
有
せ
る
も
の
は
、
部
分
の
数
と
同
じ
か
る
べ
し
。

然
り
。

然
ら
ば
吾
等
が
今
し
も
、
存
在
は
最
大
数
の
諸
部
分
に
分
配
せ
ら
る
と
言
い
し
は
誤
な
り
。
何
と

i　

"in its entirety," :Fow
ler

訳 "still be a w
hole"

、
田
中
訳
は
「
全
体
の
ま
ま
」

D

何
と
な
れ
ば
存
在
の
一

の
部
分
は
如
何
に
小
な

り
と
も
一
た
れ
ば
な
り

ま
た
、
一
は
存
在
と
同

じ
く
多
所
に
有
る
が
故

に
ま
た
多
部
分
に
分
割

せ
ら
れ
ざ
る
可
か
ら
ず



六
八

な
れ
ば
一0

は
一0

以
上
の
諸
部
分
に
分
配
せ
ら
れ
ず
、
た
だ
一0

に
等
し
き
部
分
に
の
み
分
配
せ
ら
る
る

の
み
に
し
て
、
一0

は
存
在
に
要
む
る
所
な
くthe one is never w

anting to being,

、
存
在
も
亦
一0

に

要
む
る
所
な
く
、両
者
倶と
も

に
同
等
た
り
【co-equal

】
倶
に
拡
布
せ
る
【co-extensive

】
も
の
な
れ
ば
な
り
。

真
に
然
り
。

然
ら
ば
一0

自
身
は
存
在
に
由
っ
て
数
部
分
に
分
裂
し
て
、
多0

た
り
無
限
た
る
に
あ
ら
ず
や
。

真
に
然
り
。

然
ら
ば
か
の
存
在
を
有
す
る
所
の
一0

は
、
啻
に
多0

た
る
の
み
に
止
ま
ら
ず
、
一0

自
身
は
ま
た
存
在

に
分
配
せ
ら
れ
て
多0

た
ら
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
に
あ
ら
ず
や
。

然
り
。

【
15
】
且
つ
部
分
と
は
全
体
の
部
分
に
し
て
、
一0

は
全
体
と
し
て
、
定
限
を
有
す
る
【be lim

ited

限

定
さ
れ
る
】
も
の
な
り
。
何
と
な
れ
ば
部
分
は
全
体
に
由
っ
て
包
含
せ
ら
る
る
も
の
な
れ
ば
な
り
。

然
り
。

か
の
其
包
含
す
る
も
の
は
定
限
に
あ
ら
ず
や
。

勿
論
然
り
。

然
ら
ば
一0

も
し
存
在
を
有
し
て
一0

た
り
ま
た
多0

た
り
と
せ
ば
、全
体
と
部
分
と
は
定
限
す
と
雖
も
、

亦
数
に
於
て
は
無
定
限
【unlim

ited

】
に
あ
ら
ず
や
。

145 E

（
二
二
）
一0

の
矛
盾

観抽
象
的
一0

も
、
現
実

の
一0

も
、
一0

た
り
多

た
り
、
有
限
た
り
無

限
た
り



六
九

明
ら
か
に
然
り
。

其
定
限
を
有
せ
る
が
故
に
、
ま
た
極
限
【extrem

es

末
端
】
を
有
せ
る
に
あ
ら
ず
や
。

然
り
。

も
し
全
体
な
り
と
せ
ば
、
始
、
中
、
終
を
有
す
べ
し
。
何
と
な
れ
ば
何
物
と
雖
も
こ
れ
等
三
者
な

く
し
て
全
体
た
る
こ
と
能
わ
ざ
れ
ば
な
り
。
も
し
何
物
な
り
と
も
こ
れ
等
の
内
の
或
物
を
欠
損
せ
る

時
は
、
其そ
の
も
の物
既マ

マは
【any longer

最
早
・
既
に
】
全
体
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。

然
り
。

然
ら
ば
一
は
始
、
中
、
終
を
有
す
る
も
の
の
如
し
。

然
ら
ん
。

然
り
と
雖
も
、
中
と
は
極
端
【
末
端
】
よ
り
同
等
距
離
に
あ
る
も
の
な
る
べ
し
。
然
ら
ざ
れ
ば
中

は
中
に
あ
ら
ざ
れ
ば
な
り
。

然
り
。

然
ら
ば
一
は
形
を
有
し
て
、
直
形
【
直
線
】
た
り
、
円
形
た
り
、
或
い
は
両
者
の
結
合
た
る
べ
き

に
あ
ら
ず
や
。

真
に
然
り
。

も
し
そ
れ
然
り
と
せ
ば
、
一
は
自
己
以
内
に
あ
り
、
ま
た
自
己
以
外
に
あ
る
べ
し
。

B

一
は
全
体
に
し
て

始
、
中
、
終
を
有
し
、

ま
た
形
を
有
す

（
二
三
）
一
は
自
己

の
内
に
あ
れ
ど
も
亦

他
の
外
に
あ
り



七
〇

何
故
ぞ
。

凡
て
部
分
な
る
も
の
は
全
体
の
内
に
存
す
る
も
の
に
し
て
、
一
と
し
て
全
体
外
に
あ
る
も
の
に
あ

ら
ざ
れ
ば
な
り
。

然
り
。

凡
て
が
部
分
は
全
体
に
包
合
せ
ら
る
る
に
あ
ら
ず
や
。

然
り
。

一0

は
諸
部
分
の
凡
て
に
し
て
、
凡
て
よ
り
も
多
か
ら
ず
ま
た
少
か
ら
ざ
る
な
り
。

然
り
。

而
し
て
一
は
全
体
な
る
か
。

勿
論
な
り
。

然
る
一0

に
、
全
部
分
も
し
全
体
中
に
在
り
て
、
一0

は
其
等
の
凡
て
た
り
、
ま
た
全
体
た
り
、
凡
て

其
等
は
全
体
に
由
っ
て
包
含
せ
ら
る
る
も
の
な
り
と
せ
ば
、一0

は
一0

に
包
合
せ
ら
る
る
も
の
に
し
て
、

一0

は
こ
こ
に
、
一0

の
中
に
存
す
べ
き
な
り
。

真
に
然
り
。

然
り
と
雖
も
全
体
は
部
分
内
に
あ
る
も
の
に
非
ず
―
―
ま
た
は
凡
て
の
部
分
、
ま
た
は
部
分
の
或

物
の
内
に
存
す
る
も
の
に
も
あ
ら
ず
。
何
と
な
れ
ば
全
体
も
し
凡
て
の
内
に
あ
り
と
せ
ば
、
全
体
は

145-C

諸
部
分
の
総
和
と
し

て
一
は
自
己
の
内
に

あ
り

全
体
と
し
て
一0

は
他0

の
内

に
あ
り
、
何
と
な
れ
ば
一0

は
部
分
中
に
あ
ら
ず
一0

の

内
に
あ
ら
ず
一0

以
上
の
一0

に
あ
ら
ず
、
ま
た
は
凡
て

の
内
に
あ
ら
ざ
れ
ば
な
り

D



七
一

一0

の
内
に
在
ら
ざ
る
可
か
ら
ざ
れ
ば
な
り
。
其
理
由
た
る
、
も
し
或
一0

の
内
に
全
体
存
せ
ざ
る
こ
と

あ
り
と
せ
ば
、
全
体
は
一
切
の
部
分
の
中
に
存
す
る
能
わ
ざ
れ
ば
な
り
。
こ
れ
、
欠
く
る
所
あ
る
部

分
は
凡
て
の
部
分
の
一0

に
し
て
、
全
体
も
し
此
内
に
在
ら
ず
と
せ
ば
、
全
体
如
何
で
其
等
一
切
の
部

分
中
に
あ
る
を
得
ん
や
。

然
り
在
り
得
ざ
る
な
り
。

ま
た
全
体
は
部
分
中
の
或
も
の
の
中
に
存
す
る
能
わ
ず
。
何
と
な
れ
ば
全
体
も
し
部
分
中
の
或
も

の
の
内
に
存
し
得
と
せ
ば
、
こ
れ
大
が
小
の
中
に
存
し
得
と
謂
う
も
の
に
し
て
、
不
可
能
の
事
た
る

可
け
れ
ば
な
り
。

然
り
不
可
能
な
り
。

然
る
に
全
体
も
し
一0

の
内
に
存
せ
ず
、
一0

以
上
の
内
に
も
存
せ
ず
、
ま
た
部
分
全
部
の
内
に
も
存

ぜ
す
と
せ
ば
、全
体
は
此
他
の
或
も
の
の
内
に
存
す
る
か
、然
ら
ざ
れ
ば
全
然
何
処
に
も
在マ

マ存
【
存
在
】

せ
ざ
る
こ
と
と
な
ら
ざ
る
可
か
ら
ず
。

然
り
。

も
し
こ
れ
何
処
に
も
存
せ
ず
と
せ
ば
、
こ
れ
何
も
の
に
も
あ
ら
ざ
る
な
り
。
然
り
と
雖
も
其
全
体

た
る
も
自
己
の
内
に
存
せ
ず
と
せ
ば
、
他
の
も
の
の
内
に
存
せ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
な
り
。

真
に
然
り
。

E



七
二

然
ら
ば
一0

を
全
体
と
見
做
す
時
は
他
の
も
の
の
内
に
在
る
べ
し
と
雖
も
、
も
し
之
を
一
切
の
部
分

な
り
と
見
做
す
時
は
、
自
身
の
内
に
あ
り
と
謂
う
べ
く
、
こ
こ
に
一0

は
自
身
と
し
て
自
身
の
内
に
あ

り
、
ま
た
他
の
内
に
あ
り
と
謂
わ
ざ
る
可
か
ら
ず
。

然
り
。

こ
こ
に
於
て
一0

は
此
性
質
を
有
す
る
が
故
に
、
必
然
上
静
と
同
時
に
運
動
せ
り
と
謂
う
可
し
。

其
理
由
如
何
。

其
静
止
せ
る
は
自
己
の
内
に
存
し
、
存
在
は
一0

の
内
に
あ
り
て
此
以
外
に
出
づ
る
こ
と
な
く
、
同

即
ち
自
己
の
内
に
存
す
れ
ば
な
り
。

【"The one is at rest since it is in itself, for being in one, and not passing out of this, it is in the sam
e, w

hich 

is itself."; G
oogle

訳
は
「
一0

は
、
そ
れ
自
身
の
中
に
在
る
が
ゆ
え
に
静
止
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
一0

の
中
に

在
り
、
そ
こ
か
ら
出
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
自
身
で
あ
る
同
一
の
も
の
の
中
に
在
る
か
ら
で
あ
る
。」】

然
り
。

か
の
常
に
同0

【sam
e

】
の
内
に
存
せ
る
も
の
は
、
常
に
静
止
せ
る
も
の
な
ら
ざ
る
可
か
ら
ず
。

然
り
。

之
に
反
し
て
、
か
の
常
に
他
の
内
に
あ
る
所
の
物
は
、
決
し
て
同
の
内
に
あ
ら
ざ
る
可
し
。
も
し

同
の
内
に
在
ら
ず
と
せ
ば
決
し
て
静
止
す
る
こ
と
な
し
。
も
し
静
止
す
る
こ
と
な
け
れ
ば
こ
れ
運
動

（
二
四
）
一
は
静
止

せ
る
と
同
時
に
運
動

せ
り

故
に
一
は
静
止
せ
る

と
同
時
に
運
動
せ
り

146



七
三

せ
る
も
の
に
あ
ら
ず
や
。

然
り
。

然
ら
ば
一0

は
常
に
自
ら
自
身
内
に
、
ま
た
他0

の
内
に
存
し
、
常
に
静
止
に
兼
ぬ
る
に
運
動
せ
る
も

の
と
謂
う
べ
し
。

明
ら
か
に
然
り
。

ま
た
自
身
と
同
一
た
り
、
ま
た
自
身
と
は
他
物
た
り
、
ま
た
他8

【the others

】
と
同
一i i

た
り
、
他8

と

は
別
物
た
ら
ざ
る
可
か
ら
ず
。
こ
れ
前
論
よ
り
継
続
す
る
所
の
推
論
な
り
。

何
故
に
然
る
か
。

物
の
他
物
に
有
す
る
関
係
た
る
や
、
同
か
異
か
に
し
て
、
も
し
同
に
も
非
ず
異
に
も
非
ず
と
せ
ば
、
然

ら
ば
こ
れ
部
分
の
全
体
に
有
す
る
関
係
な
る
か
、
然
ら
ざ
れ
ば
全
体
の
部
分
に
有
す
る
関
係
な
る
べ
し
。

明
ら
か
に
然
り
。

而
し
て
一0

は
そ
れ
自
身
の
部
分
な
る
か
。

明
ら
か
に
然
ら
ず
。

一0

は
自
己
に
対
す
る
関
係
上
、
部
分
に
あ
ら
ざ
る
が
故
に
、
一0

が
自
己
に
対
す
る
関
係
は
、
全
体

が
部
分
に
対
す
る
如
き
こ
と
能
わ
ざ
る
な
り
。

i　

 "the sam
e w

ith the others"

は
「
一
以
外
の
者
共
と
同
じ
だ
」、「
同
一
」
で
は
複
数
な
の
を
外
し
て
し
ま
う
。

B

（
二
五
）
一0

と
非
一
と

は
異
た
り
ま
た
同
た

り二
物
の
四
種
の
可
能

的
関
係
―
―

（
一
）
同
【sam

eness

】

（
二
）
異
【otherness

】

（
三
）
部
分
と
全
体
と

（
四
）
全
体
と
部
分
と



七
四

然
り
。

然
り
と
雖
も
一0

は
一0

と
異
な
る
か
【is the one other than one ?

】。

否
。

故
に
一0

は
自
身
と
異
な
る
に
非
ず
【not other than itself

】。

明
ら
か
に
然
り
。

も
し
そ
れ
一0

は
異
に
非
ず
【neither other

】、
全
体
に
非
ず
、
ま
た
は
そ
れ
自
身
に
対
す
る
関
係
あ

る
部
分i i

に
非
ず
と
せ
ば
、
一0

は
そ
れ
自
身
と
同0

た
る
可
か
ら
ざ
る
に
あ
ら
ず
や
。

然
り
。

然
る
に
物
が
「
そ
れ
自
身
」
よ
り
他
処
に
在
る
時
、
も
し
此
「
そ
れ
自
身
」
な
る
も
の
が
自
己
と

共
に
同
一
場
所
に
存
留
す
る
時
は
、
其そ
の
も
の物

は
そ
れ
「
自
己
」
と
異
な
る
べ
しi ii

。
何
と
な
れ
ば
其
物
他

処
に
存
す
べ
け
れ
ば
な
り
。

真
に
然
り
。

然
ら
ば
一0

は
そ
れ
自
身
に
存
す
る
と
同
時
に
、
ま
た
他
に
存
す
る
こ
と
を
証
明
せ
ら
れ
た
り
と
謂

う
べ
き
か
。【"Then the one has been show

n to ..."

で
あ
る
か
ら
、「
示
さ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
？
」】

i　
「
関
係
」
が
「part

部
分
」
だ
け
に
懸
っ
て
い
る
よ
う
に
読
む
が
、other, w

hole, part

の
三
に
懸
る
と
も
読
め
る

ii　
「
も
し
…
時
は
、
…
べ
し
。」
を
田
中
訳
は
、
自
身
と
同
じ
所
に
あ
る
自
身
と
は
異
な
る
の
は
必
然
、
と
読
む
。

一
が
そ
れ
自
身
に
対

す
る
や
同
の
関
係
に

あ
り

然
る
に
自
身
と
異
な

る
所
に
あ
る
に
於
て

は
異
の
関
係
に
あ
り
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七
五

然
り
。

こ
こ
に
於
て
一0

は
そ
れ
自
身
と
異
な
る
べ
き
が
如
し
。

然
り
。

次
に
、
も
し
或
物
あ
り
て
、
或
物
と
異
な
る
時
は
、
こ
れ
異
な
る
物
と
異
な
る
こ
と
に
あ
ら
ず
し

て
何
ぞ
や
。

然
り
。

【
16
】
凡
て
の
一0

た
ら
ざ
る
物
は
、
一
と
異
な
る
べ
く
、
ま
た
一0

は
非
一
と
異
な
る
も
の
た
ら
ざ

る
か
。

然
り
勿
論
な
り
。

然
ら
ば
一0

は
異
な
る
も
の
【the others

他8

】
と
異
な
る
べ
し
。

真
に
然
り
。

然
り
と
雖
も
思
い
見
よ
―
―
絶
対
同
と
絶
対
異i i

と
は
互
い
に
相
反
せ
る
に
あ
ら
ず
や
。

然
り
。

然
ら
ば
同0

【sam
e

】
は
常
に
異0

に
存
し
【in the other

】、
或
い
は
異0

【other

】
は
同0

に
存
すi ii

べ
き
か
。

i　

absolute sam
e, absolute other,

と
い
うabsolute
を
田
中
訳
は
「
そ
れ
自
体
と
し
て
」
と
す
る
。

ii　
「
常
に
…
…
存
す
」
を
田
中
訳
は
、「
何
時
に
も
せ
よ
あ
る
こ
と
を
欲
す
る
か
」
と
読
む
。

D

一
は
ま
た
非
一
と
異
な

り
、
異
と
異
な
る
こ
と

を
証
明
せ
ら
る

他
の
見
地
よ
り
せ
ば
一

も
非
一
も
異
を
享
有
し

得
ず
、
故
に
互
い
に
異

な
る
能
わ
ず



七
六

存
せ
ざ
る
べ
し
。

も
し
そ
れ
異0

は
決
し
て
同0

に
存
せ
ず
【
同
に
含
ま
れ
ず
】
と
せ
ば
、
或
時
間
中
異0

の
存
せ
る
所
に
は

【other

が
含
ま
れ
て
い
る
も
の
は
】
何
物
も
在
る
こ
と
な
し
。
何
と
な
れ
ば
其
時
間
中
は
、
如
何
に
短
時

間
な
り
と
す
る
も
、
異0

は
同0

た
る
【
同
に
含
ま
れ
】
可
け
れ
ば
な
り
。
こ
れ
真
理
な
ら
ざ
る
か
。

然
り
。

か
く
て
異0

【other

】
は
決
し
て
同0

に
存
せ
ず
と
せ
ば
、
異0

は
何
物
な
り
と
も
其
存
せ
る
所
に
は
在

る
こ
と
能
わ
ざ
る
べ
し
。

真
に
然
り
。

然
ら
ば
異0

は
非マ

マ有
に
も
、
一0

に
も
存
せ
ざ
る
べ
き
か
。【in the not-one, or in the one

非
一
に
も
一
に
も
】

然
り
存
せ
ず
。

然
ら
ば
異0

た
る
こ
と
【otherness

】
の
理
由
に
よ
り
てi i

、
一0

は
非
一
と
異
な
り
、
或
い
は
非
一
は
一0

と
異
な
る
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。

然
り
。

ま
た
其
等
は
異0

を
享
有
す
る
に
あ
ら
ざ
る
【not partaking of the other

】
よ
り
は
、
其
等
自
身
た
る

の
理
由
に
由
っ
て
、
互
い
に
相
異
な
る
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。

i　

Jow
ett, Fow

ler

訳
と
も
にreason

と
訳
す
所
を
、
田
中
訳
は
「
力
」
と
訳
す
。
次
の
文
も
同
じ
く
。

E



七
七

然
り
。

然
り
と
雖
も
其
等
も
し
其
等
自
身
た
る
こ
と
か
、
或
い
は
他0

【other

】
た
る
こ
と
か
の
理
由
に
よ

っ
て
、
他
た
る
に
あ
ら
ざ
る
よ
り
はi i

、
其
等
は
全
然
相
互
と
異
な
る
こ
と
を
遁
る
る
に
あ
ら
ず
や
。

然
り
遁
れ
ん
。

且
つ
非
一
は
一0

を
享
有
す
る
能
わ
ず
【cannot partake of the one

】。
然
ら
ず
ん
ば
非
一
は
非
一
た
ら

ず
し
て
【it w

ould not have been not-one,

非
一
で
な
か
っ
た
は
ず
で
】、
或
方
法
に
於
て
一0

た
り
し
な
ら
ん
。

然
り
。

非
一
は
ま
た
数
た
る
こ
と
能
わ
ず
、
何
と
な
れ
ば
も
し
数
を
有
す
る
時
は
、
こ
れ
已す
で

に
非
一
に
非

ざ
れ
ば
な
り
。【
田
中
注
：
先
に
論
じ
ら
れ
た
よ
う
に
、
数
に
は
一0

が
含
ま
れ
る
か
ら
。】

然
り
。

非
一
は
ま
た
一0

の
部
分
に
非
ず
。
或
い
は
寧
ろ
、其
場
合
に
於
て
は
一0

を
享
有
す
る
に
あ
ら
ず
や
。

然
り
享
有
せ
ん
。

果
た
し
て
然
ら
ば
何
れ
の
点
よ
り
観
察
す
る
も
、
一
と
非
一
と
は
別
物
に
し
て
、
一
は
非
一
の
部

分
に
非
ず
、
ま
た
は
全
体
に
も
非
ず
、
或
い
は
非
一
は
一
の
部
分
に
非
ず
、
ま
た
は
全
体
に
も
あ
ら

ざ
る
な
り
。

i　
「
あ
ら
ざ
る
よ
り
は
」、if

が
懸
る
と
す
る
な
ら
、「other
で
な
い
と
す
る
な
ら
ば
」、
以
下
、
田
中
訳
、<

相
互
に

異
な
る>

は
、
我
々
の
手
か
ら
遁
れ
る
事
に
な
る
だ
ろ
う
。

147B

且
つ
非
有
は
一
を
享
有

す
る
こ
と
能
わ
ざ
る
が

故
に
数
た
る
こ
と
能
わ

ず
、
ま
た
一
の
部
分
た

り
、
全
体
た
る
こ
と
能

わ
ず



七
八

然
り
。

然
り
と
雖
も
吾
等
は
曰
く
、
か
の
互
々
の
部
分
に
非
ず
ま
た
は
全
体
に
も
非
ず
、
ま
た
互
々
と
異

な
る
に
も
あ
ら
ざ
る
も
の
は
、互
々
と
同
一
【sam

e

】
な
る
べ
し
と
。
吾
等
か
く
言
い
しi i

に
あ
ら
ず
や
。

然
り
。

然
ら
ば
一0

は
、
非
一
に
対
す
る
此
関
係
な
る
が
故
に
、
そ
れ
と
同
一
な
り
と
謂
う
べ
き
か
。

吾
等
其
如
く
言
わ
ん
。

然
ら
ば
一0

は
そ
れ
自
身
と
他8

【the others

】
と
同
一
に
し
て
、
ま
た
そ
れ
自
身
と
異
な
り
、
ま
た
他8

と
も
異
な
れ
る
な
り
。

結
論
然
る
が
如
し
。

ま
た
こ
れ
、
そ
れ
自
身
及
び
他8

と
同
様
【like

】
た
り
、
不
同
様
【unlike

】
た
る
か
。

或
い
は
然
ら
ん
。

一0

己マ
マ

に
【
す
で
に
】
他8

と
異
な
る
こ
とi ii

を
証
明
さ
れ
し
上
は
、
他8

も
亦
一0

と
異
な
る
べ
し
。

然
り
。

一0

は
、他8

が
一0

と
異
な
る
と
同
一
程
度
に
於
て
、他8

と
異
な
る
べ
く
、何
等
の
多
少
な
か
る
べ
き
か
。

i　

田
中
注
に
よ
る
と
、146C

で
一0

に
関
し
て
言
わ
れ
て
い
る
。

ii　

"to be other than the others"

、
田
中
訳
は
「
一
で
な
い
も
の
と
は
と
に
か
く
異
な
る
こ
と
」
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前
の
関
係
表
に
拠
り

て
、
一
は
非
一
と
同
じ

く
、
ま
た
そ
れ
自
身
及

び
他
と
も
同
た
り
異
た

る
な
り

（
二
六
）
同
と
不
同
と

一
は
そ
れ
自
身
及
び
他

と
同
た
り
不
同
た
り
。

何
と
な
れ
ば
一
及
び
他

は
互
々
に
異
な
れ
り
と

雖
も
、
同
様
な
る
程
度

に
於
い
て
異
な
る
な
り



七
九

然
り
。

も
し
多
も
な
く
少
も
な
し
と
せ
ば
、
然
ら
ば
同
一
程
度
な
り
【in a like degree

】
と
謂
う
べ
き
か
。

然
り
。

か
の
一0

が
他0

と
異
な
り
、
他0

も
亦
同
じ
く
一0

と
異
な
る
所
の
影
響
の
力
に
由
り
て
【In virtue of the 

affection by

】i i

、
一0

は
他8

の
如
く
、
他8

は
一0

の
如
く
影
響
せ
ら
る
べ
き
な
り
。

其
意
味
如
何
。

余
は
命
名
の
例
を
挙
げ
ん
。
君
は
物
に
名
称
を
附
与
す
る
か
。

然
り
。

君
は
其
名
称
を
、
或
い
は
一
度
、
或
い
は
数
度
唱
え
る
か
。

然
り
。

君
も
し
一
度
之
を
唱
え
る
時
は
、
こ
れ
其
名
称
な
る
を
意
味
し
，
一
度
以
上
之
を
唱
え
る
時
は
君

の
意
味
す
る
所
の
他
の
或
物
な
り
と
為
す
か
、
或
い
は
君
の
言
う
所
は
、
其
一
度
な
る
と
一
度
以
上

な
る
と
を
問
わ
ず
、
常
に
同
一
物
な
ら
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
か
。

勿
論
同
一
物
な
ら
ざ
る
可
か
ら
ず
。

「
他
【ἕτερον, other

】」
と
は
或
物
に
附
与
せ
ら
れ
た
る
名
称
に
あ
ら
ず
や
。

i　

田
中
訳
で
は
「
影
響
」
は
、「
異
な
る
と
い
う
規
定
を
受
け
入
れ
」
と
、
次
は
「
一0

と
同
じ
規
定
を
受
け
入
れ
て
」

D

故
に
其
等
は
同
様
な

る
方
法
に
て
、
影
響

せ
ら
る

吾
等
同
一
名
称
を
用

い
る
時
は
同
一
物
を

意
味
す



八
〇

然
り
。

然
ら
ば
、
君
が
「
他
」
な
る
語
を
使
用
す
る
や
、
其
一
度
な
る
と
数
度
な
る
と
に
関
せ
ず
、
君
は

其
名
称
た
る
所
を
名
称
と
し
、
そ
の
他
に
は
其
名
称
を
与
え
ざ
る
べ
し
。

真
に
然
り
。

然
ら
ば
吾
等
が
、
他8

は
一0

と
異
な
れ
り
、
ま
た
一0

は
他8

と
異
な
れ
り
と
謂
う
に
際
し
て
、「
他
」

な
る
語
を
反
復
す
る
や
、
吾
等
は
其
名
称
の
適
用
せ
ら
る
べ
き
其
性
質
を
謂
え
る
も
の
に
し
て
、
そ

の
他
に
及
ば
す
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。

全
く
然
り
。

然
ら
ば
他0

【others
】
と
異
な
る
所
の
一0

、
及
び
一0

と
異
な
る
所
の
他0

に
於
て
、
両
者
に
適
用
せ
ら

る
る
所
の
「
他
」
な
る
語
は
、
同
一
状
態
【sam

e condition

】i i

に
あ
る
も
の
に
し
て
、
か
の
同
一
状
態

に
在
る
物
は
同
【like

】
た
る
に
あ
ら
ず
や
。

然
り
。

然
ら
ば
か
の
一0

が
由
っ
て
以
て
他8

と
異
な
る
所
の
影
響
の
力
に
由
り
て
、
凡
て
の
物
は
凡
て
の
物

と
同
じ
【like

】
か
る
べ
し
。
何
と
な
れ
ば
凡
て
の
物
は
凡
て
の
物
と
異
な
る
が
故
な
り
。

然
り
。

i　

 Fow
ler

訳 "sam
e state"

、
田
中
訳
は
「
同
じ
規
定
を
も
つ
」

148

一
は
、
他
と
異
な
れ
り

と
の
こ
と
に
於
て
同
た

る
こ
と
証
明
せ
ら
れ
た

り
、
故
に
他
と
同
一
な

り
と
の
こ
と
に
於
て
同

様
な
ら
ざ
る
こ
と
証
明

せ
ら
れ
た
り

E



八
一

【
17
】
且
つ
同
様
【like

】
は
不
同
様
【unlike

】
に
反
対
せ
り
。

然
り
。

他0

も
亦
同0

【sam
e

】
に
反
対
せ
り
。

こ
れ
亦
然
り
。

一0

亦
他8

と
同
一
な
り
と
は
已
に
証
明
せ
ら
れ
し
所
。

然
り
。

ま
た
他8

と
同
一
た
る
こ
と
は
、
他8

と
異
な
る
こ
と
の
反
対
た
る
な
り
。

然
り
。

其
故
に
一0

は
他0

た
り
と
の
こ
と
に
於
て
、
一0

は
同
様
な
り
【like

】
と
証
明
せ
ら
る
る
か
。

然
り
。

然
り
と
雖
も
一0

は
同0

な
り
【sam

e

】
と
の
こ
と
に
於
て
、
一0

は
か
の
そ
れ
を
不
同
様
な
ら
し
む

る
所
の
反
対
影
響
の
力
に
由
り
て
同
様
な
ら
ざ
る
べ
し
。
こ
れ
他
た
る
こ
と
の
影
響
【affection of 

otherness

】i i

た
り
し
な
り
。

然
り
。

i　

 Fow
ler

訳 "opposite of the quality w
hich m

akes it like, "

、田
中
訳
は
「
そ
れ
を
似
た
も
の
に
す
る
規
定
（
異
）

と
は
反
対
の
規
定
（
同
）
を
も
つ
こ
と
に
よ
っ
て
」

B



八
二

然
ら
ば
同0

【sam
e

】
は
物
を
不
同
様
な
ら
し
む
る
な
り
。
も
し
そ
れ
然
ら
ざ
ら
ん
に
は
、
こ
れ
他

の
反
対
た
ら
ざ
る
可
け
れ
ば
な
り
。

真
に
然
り
。

然
ら
ば
一0

は
他8

と
は
同
様
た
り
、
ま
た
不
同
様
た
る
べ
く
、
そ
の
他0

た
る
限
り
は
同
様
た
り
、
其

同0

【sam
e

】
た
る
限
り
は
不
同
様
た
る
な
り
。

然
り
。
其
議
論
使
用
せ
ら
る
べ
し
【"m

ay be used."; Fow
ler

訳: “seem
s to be tenable.”

】。

こ
こ
に
な
お
他
の
議
論
あ
り
。

何
ぞ
や
。

其
同
様
な
る
方
法
に
影
響
せ
ら
る
る
限
り
は
、
そ
の
他
の
方
法
も
て
影
響
さ
る
る
も
の
に
非
ず
、

其
異
な
る
方
法
も
て
影
響
さ
れ
ざ
る
が
故
に
、
不
同
様
に
非
ず
、
ま
た
不
同
様
に
あ
ら
ざ
る
が
故
に

同
様
た
る
な
り
。
然
り
と
雖
も
他0

に
由
っ
て
影
響
さ
る
る
限
り
は
他0

の
も
の
と
な
り
、
そ
の
他0

様
に

影
響
せ
ら
る
る
が
故
に
不
同
様
た
る
な
り
。

真
に
然
り
。

然
ら
ば
こ
れ
等
二
個
【
次
の
イ
と
ロ
】
の
理
由
中
の
一
に
由
る
か
、
或
い
は
両
者
に
由
り
て
、
一0

は

他8

と
同
一
た
り【
イ
】、ま
た
他8

と
異
な
る【
ロ
】が
故
に
、一0

は
他8

と
同
様
た
り
ま
た
不
同
様
た
る
べ
し
。

然
り
。

D

他
の
見
地
よ
り
す
る

時
は
反
対
の
結
果
生

ず

148-C



八
三

之
と
同
じ
く
、
こ
れ
等
二
個
【
次
の
イ
と
ロ
】
の
理
由
中
の
一
か
、
或
い
は
其
両
者
に
由
り
て
、
一0

は
そ
れ
自
身
と
異
な
り
【
イ
】、
ま
た
そ
れ
自
身
と
同
様
な
る
【
ロ
】
が
故
に
、
一0

は
そ
れ
自
身
と
同

様
た
り
、
ま
た
不
同
様
な
る
に
あ
ら
ず
や
。

勿
論
な
り
。

ま
た
こ
の
事
を
思
考
せ
よ
―
―
一0

は
如
何
な
る
程
度
ま
で
そ
れ
自
身
及
び
他
に
接
触
【touch, 

ἅπτεσθαι
田
中
補
訳
（
つ
な
が
る
）】
せ
ら
る
る
か
接
触
せ
ざ
る
か
を
。

余
は
思
考
し
つ
つ
あ
り
。

一0

は
全
体
た
る
所
の
そ
れ
自
身
の
内
に
存
す
る
こ
と
は
既
に
証
明
さ
れ
た
る
な
り
。

然
り
。

ま
た
他0

の
物
の
内
に
存
す
る
こ
と
も
、

然
り
。Yes.

そ
の
他0

物
の
内
に
存
す
る
以
上
は
、
一0

は
他0

物
に
接
触
す
と
雖
も
、
そ
れ
自
身
内
に
存
す
る
以
上

は
、
一0

は
其
等
に
接
触
す
る
こ
と
を
阻
止
せ
ら
れ
、
た
だ
そ
れ
自
身
に
の
み
接
触
す
べ
し
。

明
ら
か
に
然
り
。

然
ら
ば
其
結
論
た
る
や
、
一0

は
両
者
【
一0

自
身
と
他
の
も
の
】
に
接
触
す
と
謂
う
に
あ
ら
ず
や
。

然
り
。

（
二
七
）
接
触
し
ま
た

接
触
せ
ず

一
は
そ
れ
自
身
及
び
他

に
接
触
し
、
ま
た
接
触

せ
ざ
る
べ
し

其
両
者
な
る
が
故
に
両

者
に
接
触
す

E



八
四

然
り
と
雖
も
新
見
地
に
就
い
て
は
君
は
以
て
如
何
と
為
す
―
―
か
の
他0

に
接
触
せ
ん
と
す
る
所
の

も
の
は
、
其
接
触
せ
ん
と
す
る
も
の
の
次
に
あ
り
て
、
以
て
接
触
す
る
所
の
も
の
の
存
せ
る
最
も
近

き
場
所
を
占
有
せ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
に
あ
ら
ず
や
。

然
り
。

果
た
し
て
然
ら
ば
、
一0

も
し
自
身
に
接
触
せ
ん
と
せ
ば
、
当
然
自
身
の
次
に
在
り
て
、
一0

自
身
の

在
る
所
の
次
な
る
場
所
を
占
め
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
に
あ
ら
ず
や
。

当ま
さ

に
然
る
べ
き
な
り
。

こ
の
事
、
一0

の
二
た
る
こ
と
【
一
が
二
つ
あ
る
こ
と
】
を
要
し
、
同
時
に
二
箇
所
に
在
る
べ
き
こ
と

を
要
す
と
雖
も
、
其
一0

の
一
た
る
以
上
は
、
決
し
て
こ
の
事
あ
ら
ざ
る
べ
し
。

然
り
。

然
ら
ば
一0

は
二
と
成
る
に
あ
ら
ざ
る
よ
り
は
、
決
し
て
そ
れ
自
身
に
接
触
す
る
こ
と
能
わ
ざ
る
な

り
。能

わ
ざ
る
な
り
。

ま
た
他
に
接
触
す
る
こ
と
能
わ
ざ
る
な
り
。

何
故
に
能
わ
ざ
る
。

其
理
由
た
る
、
何
物
と
雖
も
他
に
接
触
せ
ん
と
す
る
物
は
、
其
接
触
せ
ん
と
す
る
所
の
物
よ
り
離

接
触
と
は
少
な
く
と
も

二
個
の
別
離
物
あ
る
を

要
す
と
せ
ば
、
一
は
自

身
に
接
触
す
る
こ
と
能

わ
ざ
る
な
り
。
何
と
な

れ
ば
、
一
は
二
た
る
能

わ
ざ
れ
ば
な
り

ま
た
他
に
接
触
す
る
こ

と
能
わ
ず
、
他
は
一
物

た
る
こ
と
能
わ
ざ
れ
ば

な
り
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八
五

れ
居
り
、
ま
た
其
次
に
在
り
て
、
第
三
物
が
其
間
に
介
し
得
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
に
あ
り
。

真
に
然
り
。

然
ら
ば
接
触
を
可
能
な
ら
し
め
ん
に
は
少
な
く
と
も
二
物
在
る
こ
と
を
必
要
と
為
す
。

然
り
。

も
し
二
物
に
、第
三
物
は
其
順
次
に
加
わ
る
時
は
、其
等
の
数
は
三
と
な
り
、接
触
は
二
た
る
可
し
。

然
り
。Yes.

か
く
て
一
項
加
わ
る
毎
に
、
一
接
触
加
わ
り
、
こ
こ
に
其
結
果
と
し
て
、
項
数
よ
り
少
な
き
こ
と

一
な
る
接
触
あ
り
と
な
る
な
り
、第
一
の
【first

最
初
の
】
二
項
は
接
触
数
に
過
ぐ
る
こ
と
一
に
し
て
、

全
項
数
は
全
接
触
数
に
過
ぐ
る
こ
と
一
な
る
や
相
同
じ
。
か
く
て
此
後
、
項
数
一
を
加
え
る
毎
に
接

触
数
亦
一
を
加
え
る
な
り
。

真
に
然
り
。

物
の
全
数
は
如
何
な
ら
ん
と
も
、
接
触
数
は
常
に
少
な
き
こ
と
一
な
り
。

真
に
然
り
。

然
り
と
雖
も
物
も
し
た
だ
一
個
の
み
存
し
て
二
個
在
ら
ざ
る
時
は
、こ
こ
に
接
触
は
有
ら
ざ
る
か
。

如
何
で
こ
れ
有
ら
ん
。

か
の
他8

な
る
も
の
は
、
一0

と
異
な
る
も
の
に
し
て
、
一0

に
非
ず
、
ま
た
【
、】
一0

の
部
分
に
も
あ
ら

BC
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六

ざ
る
こ
と
は
吾
等
の
言
い
し
所
に
あ
ら
ず
や
。

真
に
然
り
。

其
等
も
し
其
内
に
一0

を
有
せ
ざ
る
時
は
、
こ
こ
に
数
を
有
せ
ざ
る
な
り
。

勿
論
こ
れ
な
し
。

然
ら
ば
他8

な
る
も
の
は
一0

に
も
非
ず
二
に
も
非
ず
、
ま
た
は
何
等
数
を
以
て
名
称
す
べ
か
ら
ざ
る

か
。然

り
名
称
す
べ
か
ら
ず
。

然
ら
ば
一0

単
独
に
一0

な
る
時
は
二
は
存
在
せ
ざ
る
か
。

存
在
せ
ざ
る
や
明
ら
か
な
り
。

も
し
二
な
き
時
は
接
触
は
有
ら
ざ
る
か
。

こ
れ
有
る
な
し
。

然
ら
ば
も
し
こ
こ
に
接
触
な
く
ん
ば
、
一0

は
他8

に
接
触
せ
ず
、
ま
た
他8

も
一0

に
接
触
せ
ざ
る
な
る

べ
し
。

然
り
接
触
せ
ざ
る
な
り
。

凡
て
こ
れ
等
の
理
由
を
以
て
、
一0

は
そ
れ
自
身
及
び
他8

に
接
触
し
、
ま
た
接
触
せ
ざ
る
な
る
か
。

真
に
然
り
。

D



八
七

【
18
】な
お
ま
た
進
み
て
―
―
一0

は
そ
れ
自
身
及
び
他8

【othres

】に
等
し
く
、ま
た
等
し
か
ら
ざ
る
か
。

君
の
意
味
す
る
所
如
何
。

一0

も
し
他8

よ
り
も
大
な
る
か
小
な
る
か
、
或
い
は
他8

は
一0

よ
り
も
大
な
る
か
小
な
る
か
の
時
は
、

其
等
は
其
一0

た
る
こ
と
及
び
他8

た
る
こ
と
の
功
徳
に
由
り
て
【in virtue of

お
か
げ
で
】、
互
い
に
他
よ

り
大
な
ら
ず
小
な
ら
ざ
る
べ
し
。
然
り
と
雖
も
其
等
が
現
に
然
る
が
如
き
に
加
え
る
に
、
其
等
も
し

同
等
性
を
有
す
と
せ
ば
、
其
等
は
互
い
に
等
し
か
る
べ
く
、
ま
た
も
し
一0

は
小
を
有
し
、
他8

は
大
を

有
す
る
か
、
或
い
は
一0

は
大
を
有
し
、
他8

は
小
を
有
す
と
せ
ば
、
如
何
な
る
種
類
な
り
と
も
大
を
有

す
る
も
の
は
大
に
し
て
小
を
有
す
る
も
の
は
小
た
る
べ
き
か
。

然
り
。

然
ら
ば
こ
こ
に
大
な
る
こ
と
及
び
小
な
る
こ
と
の
二
種
の
観
念
あ
る
な
り
。
何
と
な
れ
ば
も
し
其

等
無
し
と
せ
ば
、
其
等
は
互
い
に
相
反
対
し
、
ま
た
其
存
在
せ
る
所
の
も
の
に
現
在
す
る
こ
と
【be 

present in

】i i

能
わ
ざ
る
べ
し
。

然
り
。

然
ら
ば
、
も
し
小
が
一0

に
現
在
す
【
田
中
訳
「
う
ち
に
生
ず
る
」】
と
せ
ば
、
こ
れ
全
体
か
、
或
い
は

全
体
の
部
分
か
に
存
す
べ
き
な
り
。

i　

 Fow
ler

訳 "com
e into"

、
田
中
訳
は
「
う
ち
に
生
ず
る
」

（
二
八
）
一
は
之
自
身

及
び
他
に
等
し
く
ま
た

不
等
な
り

一
は
そ
れ
自
身
及
び
他

に
等
し
く
、
ま
た
等
し

か
ら
ず

E150



八
八

然
り
。

第
一
こ
の
事
を
仮
定
せ
よ
―
―
こ
れ
全
一0

【the w
hole one

】
と
対
等
【co-equal

】
に
し
て
倶と
も

に
拡
が

れ
る
【co-extensive

】
か
、
或
い
は
一0

を
包
有
す
る
か
な
る
べ
し
。

然
り
。

も
し
そ
れ
一0

と
倶
に
拡
が
れ
り
と
せ
ば
、
一0

と
対
等
な
る
べ
く
、
ま
た
も
し
一0

を
包
有
す
と
せ
ば
、

一
よ
り
も
大
な
る
べ
し
。

勿
論
な
り
。

然
り
と
雖
も
小
は
何
物
と
も
同
等
た
り
、
大
た
り
、
ま
た
大
た
る
こ
と
、
或
い
は
同
等
た
る
こ
と

の
機
能
を
有
し
、
ま
た
そ
れ
自
身
の
機
能
を
有
せ
ざ
る
こ
と
能
わ
ざ
る
に
あ
ら
ず
や
。

能
わ
ざ
る
な
り
。

然
ら
ば
小
は
一0

の
全
体
中
に
存
す
る
能
わ
ず
、
も
し
止
む
な
く
ん
ば
た
だ
そ
の
部
分
の
み
に
存
す

る
を
得
べ
き
か
。

然
り
。

且
つ
こ
れ
全
部
分
に【in all of a part

部
分
の
凡
て
に
つ
い
て
】あ
ら
ざ
る
や
確
実
な
り
。
何
と
な
れ
ば
、

も
し
全
部
分
な
り
と
せ
ばi i

全
体
に
関
す
る
難
問
起
り
、
小
は
其
存
す
る
所
の
何
れ
の
部
分
に
も
同
等

i　
「
も
し
全
部
分
な
り
と
せ
ば
」
に
当
る
文
は
な
い
。
小
は
ど
の
部
分
に
も
あ
り
得
な
い
と
言
っ
て
い
る
だ
け
。

小
は
大
及
び
小
を
享

有
せ
ざ
る
が
故
に
同

等
に
し
て
、
そ
れ
自

身
及
び
他
に
対
し
て

同
等
性
を
享
有
せ
ざ

る
可
か
ら
ず
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八
九

た
り
、
ま
た
大
た
る
べ
け
れ
ば
な
り
。

然
り
。

然
ら
ば
小
は
全
体
に
も
、
部
分
に
も
、
何
物
に
も
存
す
る
こ
と
な
く
、
た
だ
真
の
小
【actual 

sm
allness

】
以
外
何
等
小
さ
き
物
有
る
こ
と
無
け
ん
。

真
に
然
り
。

ま
た
大
も
亦
一0

の
内
に
存
す
る
無
け
ん
。
何
と
な
れ
ば
、
大
も
し
或
物
の
内
に
存
す
と
せ
ば
、
大

そ
れ
自
身
、
即
ち
、
大
の
拠
っ
て
以
て
存
す
る
所
の
他
に
、
他
の
或
大
な
る
も
の
有
る
こ
と
と
な
る

べ
し
。
ま
た
も
し
小
其そ
の
も
の物

の
存
せ
ざ
る
時
は
、
一0

も
し
大
な
る
時i i

は
其
を
超
過
せ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る

な
り
。
故
に
小
全
然
こ
れ
無
き
時
は
、
こ
れ
亦
不
可
能
た
る
な
り
。

真
に
然
り
。

然
り
と
雖
も
絶
対
大
は
、
た
だ
絶
対
小
よ
り
大
に
し
て
、
小
は
た
だ
絶
対
大
よ
り
小
な
る
の
み
。

真
に
然
り
。

然
ら
ば
其
等
も
し
大
た
る
こ
と
も
小
た
る
こ
と
も
之
を
有
せ
ず
と
せ
ば
、
他
物
は
一0

よ
り
も
大
に

非
ず
小
に
非
ず
、
ま
た
大
た
る
こ
と
も
小
た
る
こ
と
も
、
一0

に
対
す
る
関
係
上
、
之
を
超
過
し
、
或

i　

Fow
ler

訳 

、
田
中
訳
と
も
に
、「
一0

」
は
現
れ
な
い
。「
大
で
あ
る
な
ら
対
応
す
る
小
が
あ
っ
て
、」
と
の
意
味
あ

い
の
文
が
続
く
。

CD



九
〇

い
は
超
過
せ
ら
る
る
所
の
何
等
の
力
を
も
有
せ
る
に
非
ず
、
た
だ
相
互
の
関
係
に
於
て
の
み
こ
れ
有

る
に
過
ぎ
ず
。
ま
た
も
し
一0

に
し
て
大
た
る
こ
と
も
小
た
る
こ
と
も
之
を
有
せ
ず
と
せ
ば
、
一0

は
其

等
或
い
は
他
物
【others

】
よ
り
も
大
に
も
非
ず
、
ま
た
は
小
に
も
あ
ら
ざ
る
可
し
。

然
り
。

一0

も
し
他8

よ
り
大
た
ら
ず
ま
た
小
た
ら
ず
と
せ
ば
、
一0

は
其
等
を
超
過
し
、
ま
た
超
過
せ
ざ
る
こ

と
能
わ
ざ
る
か
。

然
り
能
わ
ず
。

か
の
之
を
超
過
せ
ず
、
ま
た
超
過
さ
れ
ざ
る
も
の
は
、
同
等
性
【equality

】
た
ら
ざ
る
可
か
ら
ず
。

其
同
等
性
た
る
が
故
に
、
ま
た
同
等
【equal

】
た
ら
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
な
り
。

勿
論
な
り
。

こ
れ
亦
一0

が
そ
れ
自
身
に
対
す
る
関
係
に
も
適
用
す
べ
き
理
に
し
て
、
其マ
マ、

そ
れ
自
身
に
大
た
る

こ
と
も
小
た
る
こ
と
も
之
を
有
せ
ざ
る
が
故
に
、
一0

は
そ
れ
自
身
を
超
過
す
る
こ
と
な
く
、
超
過
せ

ら
る
る
こ
と
な
く
、
た
だ
そ
れ
自
身
と
同
等
性
た
り
、
ま
た
同
等
た
る
べ
き
な
り
。

然
り
。

然
ら
ば
一0

は
そ
れ
自
身
及
び
他8

と
同
等
た
る
べ
き
か
。

明
ら
か
に
然
り
。

E



九
一

然
る
に
一0

は
全
然
自
己
自
身
た
る
が
故
に
、
ま
た
自
身
を
周
囲
し
て
、
自
身
の
外
に
在
る
べ
く
、

そ
れ
自
身
を
包
有
せ
る
が
故
に
自
身
よ
り
も
大
な
る
べ
く
、
自
身
中
に
包
有
せ
ら
る
る
が
故
に
小
な

る
べ
く
、
か
く
て
自
身
よ
り
も
大
た
る
べ
く
小
た
る
べ
き
な
り
。

然
る
べ
し
。

何
物
な
り
と
も
一0

及
び
他8

の
内
に
包
合
せ
ら
れ
ざ
る
も
の
有
る
こ
と
能
わ
ざ
る
に
あ
ら
ず
や
。

勿
論
な
り
。

然
り
と
雖
も
苟
い
や
し
くも

有
る
所
の
も
の
は
、
何
処
に
か
在
ら
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
は
確
実
な
り
。

然
り
。

然
り
と
雖
も
か
の
或
物
の
内
に
在
る
所
の
も
の
は
小
に
し
て
、
内
に
其そ
の
も
の物

を
有
す
る
所
の
も
の
は

大
な
る
べ
く
、
そ
の
他
一
物
が
他
物
の
内
に
在
る
べ
き
よ
う
無
し
。

真
に
然
り
。

其
一0

及
び
他8

以
外
に
、
他
に
何
物
も
こ
れ
有
る
な
く
、
ま
た
其
等
は
或
物
の
内
に
在
ら
ざ
る
可
か

ら
ざ
る
が
故
に
、
其
等
も
し
何
れ
か
に
在
ら
ざ
る
可
か
ら
ず
と
せ
ば
、
其
等
は
相
互
の
内
に
在
り
、

他8

は
一0

の
内
に
在
ら
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
に
あ
ら
ず
や
。

其
然
る
や
明
ら
か
な
り
。

然
り
と
雖
も
一0

が
他8

中
に
存
す
る
以
上
は
、
他8

は
一0

よ
り
大
な
る
【greater

】
べ
し
。
其
理
由
た
る

一
は
そ
れ
自
身
に
等

し
か
ら
ず
―
―
一
は

そ
れ
自
身
を
包
有

し
、
ま
た
包
有
せ
ら

る
る
が
故
な
り
、
故

に
自
身
よ
り
大
た
り

ま
た
小
た
る
な
り

151B

他
に
等
し
か
ら
ず
―

―
一
は
他
物
を
包
含

し
て
包
含
せ
ら
る
る

が
故
に
。
故
に
其
等

自
身
よ
り
大
た
り
ま

た
小
た
る
な
り



九
二

や
、
他8

は
能
く
一0

を
包
含
す
る
が
故
な
り
。
故
に
一0

は
他8

よ
り
も
小
な
る
【less

】
べ
し
、
こ
れ
一0

は

他8

の
内
に
包
合
せ
ら
る
る
が
故
な
り
。
ま
た
他8

が
一
の
内
に
在
る
が
故
に
、
同
一
原
則
に
基
づ
き
一

は
他8

よ
り
も
大
に
し
て
、
他8

は
一
よ
り
も
小
な
る
べ
し
。

真
に
然
り
。

然
ら
ば
一0

は
、
そ
れ
自
身
及
び
他8

と
、
同
等
た
り
、
大
た
り
、
ま
た
小
た
る
べ
き
か
。

其
然
る
や
明
ら
か
な
り
。

も
し
そ
れ
大
た
り
、
小
た
り
、
同
等
た
り
と
せ
ば
、
一0

は
そ
れ
自
身
及
び
他8

と
同
等
、
多
、
或
い

は
少
度
量
或
い
は
分
量
た
る
べ
くi i

、
度
量
然
り
と
せ
ば
、
ま
た
部
分
に
就
い
て
も
然
る
べ
き
か
。

勿
論
な
り
。

も
し
同
等
、
多
【m

ore
】、
少
の
度
量
或
い
は
部マ

マ分i ii

に
就
い
て
然
り
と
せ
ば
、
数か
ず

に
於
て
自
身
及
び

他8

よ
り
多
な
る
か
或
い
は
少
な
る
べ
く
、
同
じ
く
数か
ず

に
於
て
も
自
身
及
び
他8

と
同
等
な
る
べ
き
か
。

何
故
に
然
る
か
。

一0

は
其
超
過
す
る
所
の
其
等
の
物
よ
り
は
多
量
【m

ore m
easures

】
な
る
べ
く
、
ま
た
其
度
量
に
於

け
る
が
如
く
、
数あ
ま
た多

の
部
分
に
就
い
て
も
然
る
べ
く
、
ま
た
其
同
等
な
る
所
の
も
の
及
び
其
少
な
き

i　

" m
easures or divisions"

は
、
原
語
の
意
味
を
決
め
難
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。Fow

ler

訳
はm

easures

の
み
。

ii　
「
部
分
」
は
誤
訳
、" m

easures or divisions"

で
あ
る
か
ら
先
の
「
分
量
」。「
部
分
」
はparts

と
分
け
て
い
る
。

か
の
自
己
及
び
他
に

同
等
た
り
不
同
等
た

る
も
の
は
数
或
い
は

度
量
に
於
い
て
自
身

及
び
他
に
同
等
た
り
、

不
同
等
た
ら
ざ
る
可

か
ら
ず
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三

所
の
も
の
に
就
い
て
も
然
る
べ
き
な
り
。

真
に
然
り
。

ま
た
そ
れ
自
身
よ
り
も
大
た
り
ま
た
小
た
り
、
ま
た
そ
れ
自
身
に
等
き
が
故
に
、
一0

は
そ
れ
自
身

と
同
等
度
量
【equal m

easures

】
た
り
、
ま
た
そ
れ
自
身
よ
り
多
量
或
い
は
少
量
た
る
べ
し
。
も
し
そ

れ
度
量
に
就
い
て
然
り
と
せ
ば
、
部
分
に
就
い
て
も
然
る
べ
き
な
り
。

然
る
べ
し
。

そ
の
そ
れ
自
身
と
同
等
部
分
た
る
が
故
に
、
一0

は
計
数
上
そ
れ
自
身
と
同
等
た
る
べ
く
、
其
大
部

分
に
就
い
て
然
る
が
故
に
そ
れ
自
身
よ
り
も
多
く
、
少
部
分
に
就
い
て
然
る
が
故
に
そ
れ
自
身
よ
り

少
な
か
る
べ
き
か
。

然
り
。

此
論
移
し
て
そ
の
他
の
諸
物
に
適
用
す
る
こ
と
を
得
べ
し
。
其
、一0

が
其
等
よ
り
大
な
る
が
故
に
、

数
に
於
て
其
等
よ
り
大
な
る
べ
く
、
其
小
な
る
が
故
に
、
数
に
於
て
小
な
る
べ
く
、
其
大
き
さ
に
於

て
他
物
と
同
等
な
る
が
故
に
数
に
於
て
一0

は
其
等
と
同
等
な
る
べ
し
。

然
り
。

且
つ
一0

は
数
に
於
て
そ
れ
自
身
及
び
一
切
そ
の
他
の
諸
物
と
、
同
等
た
り
多
た
り
、
少
た
る
べ
き

が
如
し
。

DE



九
四

然
る
べ
し
。

【
19
】
一0

は
ま
た
時
に
関
与
す
る
【partake of tim

e

時
を
分
有
す
る
】
も
の
な
る
か
。
一0

は
そ
れ
自
身

及
び
他
よ
り
老
年
た
り
、
或
い
は
年
少
た
る
か
、
或
い
は
其
如
く
な
る
も
の
な
る
か
。
或
い
は
時
に

関
与
す
る
功
徳
に
由
り
て
【by virtue of participation in tim

e

分
有
す
る
お
か
げ
で
】、
自
身
及
び
他
よ
り

年
少
と
も
な
ら
ず
、
ま
た
は
年
長
と
も
な
ら
ざ
る
か
。

其
意
味
如
何
。

一0

も
し
有
ら
ば
、
存
在
【being

】
は
其
賓
辞
な
ら
ざ
る
可
か
ら
ず
。

然
り
。

然
り
と
雖
も
「
し
か
在
り
」（εἰναι

）【to be ( εἶναι)

】
と
は
た
だ
現
在
に
於
け
る
存
在
の
享
有
た
り

【participation of being

】、「
然
り
し
」
と
は
過
去
に
於
け
る
存
在
の
享
有
た
り
、「
将
に
然
ら
ん
」
と

は
将
来
の
存
在
の
享
有
に
あ
ら
ず
や
。

真
に
然
り
。

然
ら
ば
一0

は
存
在
を
享
有
す
る
が
故
に
、
ま
た
時
を
享
有
す
る
か
。

然
り
。

時
は
常
に
前
進
せ
る
に
あ
ら
ず
や
。

然
り
。

（
二
九
）
一
も
し
時
に
関

せ
ば
結
果
如
何

一
は
時
に
関
与
し
て
自

身
及
び
他
よ
り
老
年
と

な
り
若
年
と
な
る
か
、

或
い
は
な
ら
ざ
る
か

一
存
在
せ
ば
時
に
関
与

す
。
時
は
常
に
前
進
せ

り
、
故
に
一
は
常
に
自

身
よ
り
も
老
年
と
な
り

つ
つ
あ
り

152
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五

然
ら
ば
一0

は
時
の
中
に
前
進
せ
る
が
故
に
、
常
に
そ
れ
自
身
よ
り
も
老
年
と
な
り
つ
つ
あ
る
に
あ

ら
ず
や
。

然
り
。

君
は
老
年
な
る
も
の
は
若
く
な
る
所
の
者
よ
り
老
年
と
な
る
こ
と
を
記
憶
せ
る
か
。

余
は
記
憶
せ
り
。

然
ら
ば
一0

は
そ
れ
自
身
よ
り
老
年
と
な
る
が
故
に
、
一0

は
同
時
に
若
年
と
な
る
に
あ
ら
ず
や
。

然
り
。

か
く
て
一0

は
そ
れ
自
身
よ
り
も
老
年
と
な
る
と
同
時
に
、
ま
た
若
年
と
な
る
に
あ
ら
ず
や
。

然
り
。

一i i

、
変
化
し
て
「
然
り
し
【w

as

】」
と
「
然
ら
ん
【w

ill be

】」
と
の
中
間
な
る
「
今
」
な
る
時
点
に

達
す
る
時
は
、
こ
れ
老
年
に
は
あ
ら
ざ
る
か
。
何
と
な
れ
ば
過
去
よ
り
将
来
に
至
ら
ん
に
は
、
現
在

を
跳
び
越
す
こ
と
能
わ
ざ
れ
ば
な
り
。

然
り
能
わ
ず
。

一
旦
其
現
在
に
達
す
る
や
、
一0

は
老
年
と
な
る
こ
と
を
中
止
し
、
変
化
す
る
こ
と
無
し
と
雖
も
老

年
と
な
る
な
り
。
何
と
な
れ
ば
一0

も
し
進
行
す
る
に
於
て
は
、
現
在
は
之
に
追
及
す
る
こ
と
能
わ
ざ

i　

" A
nd it is older (is it not ?)"

、「
そ
し
て
、
一0

は
、
…
…
老
年
（
に
は
あ
ら
ざ
る
か
？
）」

B

さ
れ
ど
老
若
は
相
関

語
な
る
が
故
に
老
年

と
な
る
と
は
一
方
に

は
若
年
と
な
る
を
意

味
す

一
は
現
在
に
到
着
す

る
ま
で
は
老
年
と
な

り
、
こ
こ
に
達
し
て

其
変
化
を
止
め
て
老

年
と
な
る
な
り

C



九
六

れ
ば
な
り
。
こ
れ
進
行
す
る
物
の
性
質
と
し
て
、
現
在
と
将
来
と
に
接
触
せ
ん
が
為
に
、
現
在
を
放

ち
、
将
来
を
捉
え
、
以
て
両
者
の
間
に
変
化
す
る
過
程
と
な
す
。

真
に
然
り
。

然
り
と
雖
も
、
か
の
変
化
す
る
所
の
物
は
、
決
し
て
現
在
を
跳
越
す
る
こ
と
能
わ
ず
。
一
旦
現
在

に
到
着
す
る
や
、
其そ
の
も
の物
変
化
を
中
止
し
、
然
る
後
現
在
「
然
り
」
な
る
も
の
変
化
を
生
ず
る
な
り
。

其
然
る
や
明
ら
か
な
り
。

か
く
て
一0

の
、
老
年
と
な
る
に
当
り
て
は
、
一
旦
現
在
に
到
着
し
て
、
其
変
化
を
停
止
し
、
こ
こ

に
老
年
と
な
る
な
り
。

然
り
。

ま
た
一0

は
其
老
年
と
な
り
つ
つ
あ
る
所
の
そ
れ
よ
り
はi i

老
年
に
し
て
、
一0

は
そ
れ
自
身
よ
り
も
老

年
と
な
り
つ
つ
あ
る
な
り
。

然
り
。

か
の
老
年
な
る
も
の
は
、
其
若
年
の
も
の
よ
り
も
老
年
な
る
に
あ
ら
ず
や
。

真
に
然
り
。

i　

" that than w
hich it w

as becom
ing older,"

、
田
中
訳
は
「
そ
れ
が<

あ
る>

と
い
う
の
は
、
そ
れ
ま
で
に
年
長

に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
比
較
の
相
手
に
対
し
て
、」
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九
七

然
ら
ば
一0

は
其
老
年
と
な
ら
ん
と
し
て
現
在
に
達
せ
し
時
は
、
そ
れ
自
身
よ
り
も
若
年
た
る
に
あ

ら
ず
や
。

然
り
。

然
り
と
雖
も
一0

の
存
在
中
は
、
現
在
は
、
永
久
に
現
在
な
り
【the present is alw

ays present w
ith the 

one during all its being;

】i i

。
何
と
な
れ
ば
一
の
存
在
せ
る
間
は
、
常
に
今
た
れ
ば
な
り
。

然
り
。

然
ら
ば
一0

は
常
に
存
在
し
て
、
同
時
に
ま
た
そ
れ
自
身
よ
り
も
老
年
と
な
り
、
ま
た
若
年
と
な
る

な
り
。

真
に
然
り
。

一0

は
ま
た
、
そ
れ
自
身
よ
り
も
長
時
間
た
り
、
或
い
は
長
時
間
と
な
る
か
、
或
い
は
同
等
時
間
な

る
か
。

同
等
時
間
な
り
。

然
り
と
雖
も
も
し
一0

は
そ
れ
自
身
と
同
等
時
間
と
な
り
、
ま
た
然
あ
り
と
せ
ば
一0

は
そ
れ
自
身
と

同
齢
た
る
べ
き
か
。

勿
論
な
り
。

i　

Fow
ler

訳"the present is inseparable from
 the one throughout its w

hole existence;"

、

E

（
三
〇
）
一
の
自
身

及
び
他
に
於
け
る
関

係一
は
常
に
存
在
し
て

そ
れ
自
身
よ
り
も
老

年
と
な
り
若
年
と
な

る
な
り

一
は
そ
れ
自
身
と
同

一
時
間
に
て
あ
り
ま

た
成
る
か
故
に
同
年

齢
な
り
。
故
に
自
身

よ
り
老
年
に
非
ず
若

年
に
非
ず



九
八

か
の
同
齢
た
る
者
は
、
老
年
に
も
非
ず
、
若
年
に
も
あ
ら
ざ
る
か
。

然
り
。

然
ら
ば
一0

は
そ
れ
自
身
と
同
一
時
間
と
成
り
、
ま
た
同
一
時
間
に
し
て
、
そ
れ
自
身
よ
り
は
老
年

に
も
非
ず
、
若
年
に
も
非
ず
、
ま
た
成
り
も
せ
ざ
る
か
。

然
り
。

ま
た
そ
の
他
物
に
於
け
る
関
係
や
如
何
。
一0

は
其
等
よ
り
も
老
年
た
り
、
若
年
た
り
、
ま
た
其
如

く
成
る
か
。

余
は
答
え
能
わ
ず
。

君
は
少
な
く
と
も
こ
の
事
を
告
ぐ
る
を
得
ん
―
―
一0

よ
り
他
の
も
の
等
【others

】
は
一0

よ
り
も

数あ
ま
た多

に
し
て
【m

ore than
】、
―
―
他0

は
一0

た
り
し
な
ら
ん
も
、
他
の
も
の
等
【the others

】
は
数あ
ま
た多

に

し
て
【m

ultitude

】、
一0

よ
り
も
多
き
こ
と
を
。

然
り
、
其
等
は
数
多
あ
り
。

数
多
【m

ultitude

】
は
一0

よ
り
も
大
数
【a num

ber larger

】
を
意
味
す
【im

plies

】i i

。

勿
論
。

小
と
大
と
何
れ
か
先
ず
来
り
、
或
い
は
存
在
す
る
に
至
る
【com

e into existence

】
と
謂
う
べ
き
か
。

i　

Fow
ler

訳"w
ould partake of ..." 

、
田
中
訳
は
「
よ
り
多
い
数
を
分
有
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。」

一
は
そ
れ
自
身
よ
り

も
若
年
な
る
か
老
年

な
る
か
。
小
は
大
よ

り
前
に
在
り
、
一
は

最
小
数
な
り
故
に
最

始
に
存
し
て
老
年
な

り

153



九
九

小
な
り
。

然
ら
ば
最
小
な
る
も
の
は
最
初
の
も
の
に
し
て
、
こ
れ
即
ち
一0

な
る
か
。

然
り
。

然
ら
ば
苟
い
や
し
くも
数
を
有
せ
る
凡
て
の
物
の
一0

は
、
最
も
始
め
に
存
在
す
る
も
の
な
り
。
然
り
と
雖
も

そ
の
他
凡
て
の
物
亦
数
を
有
す
と
雖
も
、
皆
こ
れ
複
数
に
し
て
単
数
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。

然
り
。

其
最
も
始
め
に
存
在
し
来
る
【com

e into being

生
じ
る
】
よ
り
、
一0

は
他
物
8

8

【the others

】
よ
り
前
に

存
在
し
、
他
物
8

8

は
後
な
り
と
想
像
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
。
而
し
て
後
に
存
在
し
来
る
も
の
は
、
其
前
在

の
も
の
【w

hich preceded them

】
よ
り
は
若
年
な
り
と
謂
う
べ
き
に
あ
ら
ず
や
。
か
く
て
他
物
【other 

things

】
は
一0

よ
り
も
若
年
に
し
て
、
一0

は
他
物
よ
り
も
老
年
な
る
に
あ
ら
ず
や
。

真
に
然
り
。

【
20
】
他
の
問
題
は
君
は
以
て
如
何
と
為
す
。
一0

は
自
性
に
違
い
て
存
在
し
来
り
得
と
な
す
か
、

或
い
は
【
さ
よ
う
な
こ
と
は
】
不
可
能
な
り
と
為
す
か
。

不
可
能
な
り
。

然
り
と
雖
も
、
一0

は
部
分
を
有
せ
り
と
の
こ
と
は
確
か
に
之
を
論
じ
た
り
。
も
し
そ
れ
部
分
あ
ら

ん
に
は
始
、
中
、
終
あ
る
に
あ
ら
ず
や
。【
原
文
は
「
始
め
と
終
わ
り
そ
し
て
中
を
」
の
順
】

BC

一
は
部
分
を
有
す
故
に

そ
れ
等
の
最
後
に
存
在

し
来
る



一
〇
〇

然
り
。

凡
て
始
め
な
る
も
の
は
、
一0

そ
れ
自
身
の
始
め
、
及
び
そ
の
他
一
切
の
も
の
の
始
め
も
、
先
ず
第

一
に
存
在
す
る
も
の
に
し
て
、
始
め
の
次
に
そ
の
他
の
物
来
り
、
最
後
に
終
な
る
も
の
に
達
す
。

然
り
。

凡
て
こ
れ
等
他
な
る
も
の
【these others

】
は
、
全
体
及
び
一0

の
部
分
に
し
て
、
其
終
に
達
す
る
や

否
や
、
全
体
と
な
り
、
一0

と
な
る
こ
と
を
断
言
す
べ
き
か
。

然
り
、
こ
れ
吾
等
の
言
わ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
所
な
り
。

然
り
と
雖
も
終
は
最
後
に
来
る
も
の
に
し
て
、
一0

は
最
後
に
来
る
べ
き
性
質
の
も
の
な
り
。
ま
た

其
、
一0

は
其
性
質
に
従
う
以
外
の
方
法
を
以
て
し
て
は
、
存
在
す
る
こ
と
能
わ
ず
、
其
性
質
は
、
他8

の
物
8

8

【the others

】
の
後
に
、
終
と
同
時
に
存
在
し
来
る
こ
と
を
要
求
す
る
な
り
。

其
然
る
や
明
ら
か
な
り
。

然
ら
ば
一0

は
他
物
8

8

よ
り
も
若
年
た
り
、
他
物
8

8

は
一
よ
り
も
老
年
た
る
な
り
。

こ
れ
亦
余
の
判
断
に
於
て
は
明
瞭
な
り
。

そ
れ
然
り
。
ま
た
始
め
な
る
も
の
、
或
い
は
一0

或
い
は
或
物
の
或
他
の
部
分
に
し
て
、
も
し
一
部

分
に
し
て
数
部
分
な
ら
ざ
る
時
は
、
其
一
部
分
た
る
が
故
に
、
ま
た
必
然
上
一0

た
ら
ざ
る
可
か
ら
ざ

る
に
あ
ら
ず
や
。

D

故
に
一
は
他
物
よ
り

も
若
年
に
し
て
ま
た

各
部
分
は
一
た
る
な

り



一
〇
一

然
り
。

か
く
て
一0

は
各
部
分
と
共
に
存
在
し
来
り
―
―
其
第
一
の
部
分
の
存
在
し
来
る
と
共
に
、
第
二
の

部
分
及
び
そ
の
他
凡
て
と
共
に
存
在
し
来
り
、
そ
の
他
の
部
分
に
添
加
せ
ら
れ
て
終
局
に
達
し
て
一

全
体
と
な
る
所
の
、
何
れ
の
部
分
に
対
し
て
も
要
む
る
所
【be w

anting to

】
あ
ら
ざ
る
べ
く
、
ま
た

中
部
に
も
、
始
部
に
も
、
終
部
に
も
或
い
は
其
等
の
内
何
れ
に
も
要
む
る
所
【be w

anting to

】
あ
ら

ず
し
て
、其
変
化
の
過
程
は
進
行
せ
る
に
あ
ら
ず
や
。【be w

anting to: 

田
中
訳
は
「
…
か
ら
離
れ
て
外
に
」】

真
に
然
り
。

然
ら
ば
一0

は
凡
て
そ
の
他
の
も
の

8

8

8

8

8

8

【the others

】
と
同
一
年
齢
に
し
て
、
其
性
質
に
矛
盾
な
き
以
上

は
、
他
物
8

8

の
前
に
在
ら
ず
、
後
に
非
ず
同
時
た
る
な
り
。
故
に
今
此
議
論
に
拠
る
時
は
、
一0

は
他
物
8

8

よ
り
も
老
年
に
非
ず
、
若
年
に
非
ず
、
他
物
8

8

も
亦
一0

に
対
し
て
然
り
。
然
る
に
前
論
に
拠
る
時
は
一0

は
個
物
よ
り
老
年
た
り
、
ま
た
若
年
た
り
、
他8

も
亦
一0

に
対
し
て
然
る
も
の
な
り
。

然
り
。

か
く
の
如
き
の
方
法
を
以
て
一0

は
存
在
し
、
ま
た
変
化
す
。
然
り
と
雖
も
そ
の
他
物
8

8

よ
り
老
年
と

な
り
、
若
年
と
な
り
、
ま
た
他
物
8

8

が
、
一
に
対
し
て
然
る
こ
と
と
、
ま
た
老
年
と
も
若
年
と
も
成
ら

ざ
る
こ
と
と
に
就
い
て
は
吾
等
如
何
に
之
を
説
明
す
べ
き
。
吾
等
は
其
存
在
に
対
し
て
も
変
化
と
同

一
に
論
ず
べ
き
か
、
或
い
は
異
な
る
べ
き
か
。

E

一
は
各
部
分
と
共
に

存
在
し
来
る
も
の
な

る
が
故
に
他
物
よ
り

老
年
に
非
ず
若
年
に

非
ず
同
年
な
り

154

（
三
一
）
新
昏
惑

も
し
同
様
な
る
時
間
を

両
者
に
加
え
る
時
は
、

何
物
も
他
物
に
対
す
る

関
係
上
、
始
め
に
然
り

し
よ
り
も
老
年
と
も
若

年
と
も
成
り
能
わ
ず
。

こ
れ
一
に
も
他
に
も
通

用
す
べ
し



一
〇
二

余
は
答
え
能
わ
ず
。

余
は
敢
て
言
わ
ん
、
も
し
一
物
【one thing

】
他
【another

】
よ
り
も
老
年
た
り
、
或
い
は
若
年
た
ら

ん
と
も
、其
始
め
に
然
り
し
よ
り
も
大
な
る
程
度
に
於
て
老
年
と
も
若
年
と
も
成
り
得
ざ
る
な
り
と
。

何
と
な
れ
ば
時
期
或
い
は
そ
の
他
何
物
た
る
を
問
わ
ず
、
同
等
を
不
同
等
に
加
え
る
時
は
、
其
等
の

間
に
は
、
始
と
同
じ
き
相
異
を
遺
す
も
の
た
れ
ば
な
り
。

勿
論
な
り
。

然
ら
ば
か
の
存
在
せ
る
物
は
、
其
然
る
以
上
老
年
と
も
若
年
と
も
成
り
得
ざ
る
な
り
。
こ
れ
年
齢

の
相
違
は
永
久
に
同
じ
け
れ
ば
な
り
。
一
【
一
方
】
は
老
年
た
り
、
老
年
と
成
り
、
他
【
他
方
】
は
若

年
と
な
る
と
雖
も
、
其
等
は
其
如
く
成
り
つ
つ
あ
る
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。

真
に
然
り
。

是こ
の
ゆ
え故

に
存
在
せ
る
所
の
一0

は
、
存
在
せ
る
他
物
8

8

よ
り
も
、
老
年
と
も
若
年
と
も
成
ら
ざ
る
な
り
。

然
り
。

然
り
と
雖
も
、
其
等
は
他
の
方
法
に
於
て
老
年
と
な
り
、
或
い
は
若
年
と
成
り
得
ざ
る
か
を
思
考

せ
ん
。

如
何
な
る
方
法
ぞ
や
。

恰
も
一0

は
他
物
8

8

よ
り
、
他
物
8

8

は
一0

よ
り
老
年
な
る
こ
と
を
証
明
し
た
る
方
法
に
て
。

C 154-B

（
三
二
）
昏
惑
益
々
昏
惑

然
り
と
雖
も
も
し
同
等

時
間
を
大
小
両
時
に
加

え
る
時
は
両
者
の
差
の

割
合
は
減
少
し
老
は
若

と
な
り
、
若
は
老
と
な

る
べ
し



一
〇
三

其
は
如
何
。

一0

も
し
他8

よ
り
老
年
な
り
と
せ
ば
、
他8

よ
り
も
久
し
き
以
前
に
存
在
し
た
る
も
の
と
謂
う
可
し
。

然
り

然
り
と
雖
も
請
う
再
考
せ
ん
。
吾
等
も
し
同
等
時
間
を
、
大
時
間
と
小
時
間
に
加
え
る
時
は
、
大

時
間
と
小
時
間
と
は
、
前
と
同
等
の
割
合
の
差
異
あ
る
か
、
或
い
は
小
な
る
割
合
の
差
異
あ
る
か
。

小
な
る
割
合
の
差
異
な
り
。

然
ら
ば
一0

の
年
齢
と
、
他8

の
年
齢
と
の
差
異
は
、
此
後
は
前
の
如
く
大
な
る
こ
と
な
く
、
も
し
同

等
時
間
の
其
等
両
者
に
加
増
せ
ら
る
る
時
は
、
其
等
両
者
の
差
は
、
愈
々
小
と
な
る
べ
き
か
。

然
り
。

か
の
以
前
よ
り
も
、
或
他
の
も
の
に
比
し
て
、
其
年
齢
の
差
の
小
と
な
る
も
の
は
、
老
年
と
な
る

よ
り
も
、
寧
ろ
其
関
係
上
老
年
た
る
所
の
も
の
よ
り
も
、
若
年
た
る
べ
き
か
。

然
り
、
若
年
と
な
る
べ
し
。

一0

も
し
老
年
と
な
る
べ
し
と
せ
ば
、
前
に
言
い
し
所
の
他
の
も
の

8

8

8

8

【the others

】
は
、
か
の
一0

に
対

す
る
関
係
上
、
以
前
よ
り
も
老
年
と
な
る
べ
き
な
り
。

然
り
。

然
ら
ば
か
の
若
年
と
な
り
し
所
の
も
の
は
、
以
前
に
老
年
と
な
り
、
ま
た
老
年
た
り
し
所
の
も
の

DE



一
〇
四

の
相
関
係
上
、
老
年
と
な
る
も
の
に
し
て
、
真
実
老
年
と
な
れ
る
に
非
ず
、
た
だ
常
に
変
化
し
し
あ

る
な
り
。
何
と
な
れ
ば
一0

は
常
に
若
年
の
方
に
向
い
、
他
は
老
年
の
方
に
向
い
つ
つ
あ
れ
ば
な
り
。

之
と
同
じ
く
、
か
の
老
年
の
方
は
常
に
若
年
者
よ
り
も
若
年
と
な
る
の
方
向
に
あ
る
な
り
。
何
と
な

れ
ば
其
等
は
常
に
反
対
方
角
に
進
行
せ
る
が
故
に
、
其
等
は
互
い
に
其
方
向
を
反
対
に
し
、
若
年
者

は
老
年
よ
り
も
老
年
と
な
り
、
老
年
者
は
若
年
者
よ
り
も
若
年
と
な
れ
ば
な
り
。
然
り
と
雖
も
其
等

は
変
化
す
る
こ
と
能
わ
ざ
る
な
り
。
何
と
な
れ
ば
も
し
其
等
に
し
て
既
に
変
化
せ
し
な
ら
ん
に
は
其

等
は
存
在
す
べ
く
、
単
に
変
化
に
あ
ら
ざ
る
べ
し
。
然
り
と
雖
も
こ
れ
不
可
能
の
事
な
り
。
何
と
な

れ
ば
其
等
は
常
に
、
互
い
他
【one another

】
よ
り
老
年
と
な
り
、
ま
た
若
年
と
な
り
つ
つ
あ
り
て
―

―
一0

は
そ
の
、
他8

よ
り
老
年
た
り
、
前
在
者
【prior

田
中
訳
「
先
に
生
ま
れ
」】
た
る
べ
く
認
め
ら
し
が

故
に
、
他8

よ
り
も
若
年
と
な
り
、
他8

は
其
、
後
に
存
在
し
来
り
し
が
故
に
、
一0

よ
り
も
老
年
と
な
る

が
故
な
り
。
か
く
て
同
一
方
法
に
於
て
、
他8

の
一
に
対
す
る
関
係
も
同
一
た
る
な
り
。
こ
れ
他8

は
一0

よ
り
も
老
年
に
し
て
、
前
在
者
と
し
て
認
め
ら
れ
し
が
故
な
り
。

明
ら
か
に
然
り
。

其
、
一
物
は
他
物
【another

】
よ
り
老
年
と
な
り
、
或
い
は
若
年
と
も
な
ら
ざ
る
が
故
に
、
此
点
に

於
て
、
其
等
は
常
に
同
等
数
を
以
て
互
い
に
相
異
な
り
、
他マ
マ

【the one

一0

】
は
他8

よ
り
老
年
と
も
成

り
能
わ
ず
、
ま
た
若
年
と
も
な
り
能
わ
ず
、
他8

も
亦
一0

に
対
し
て
然
る
こ
と
能
わ
ざ
る
な
り
。
然
り

155B



一
〇
五

と
雖
も
か
の
早
く
存
在
し
来
り
し
も
の
と
、
後
に
存
在
し
来
り
し
も
の
と
は
、
永
続
し
て
互
い
に
其

差
異
の
割
合
を
異
に
せ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
が
故
に
―
―
此
見
地
よ
り
す
る
時
は
、
他8

は
一0

よ
り
も
老

年
た
り
、
ま
た
若
年
た
り
、
他8

も
亦
一0

に
対
し
て
其
如
く
な
ら
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
な
り
。

明
ら
か
に
然
り
。

凡
て
こ
れ
等
の
理
由
に
よ
り
て
、
一0

は
そ
れ
自
身
及
び
他8

よ
り
も
老
年
た
り
、
若
年
た
り
、
ま
た

其
如
く
成
り
、
ま
た
そ
れ
自
身
或
い
は
他8

よ
り
も
老
年
た
り
、
若
年
た
り
、
ま
た
其
如
く
成
る
こ
と

な
し
。

然
り
。

然
り
と
雖
も
、
一0

は
時
に
関
与
し
【partakes of tim

e,

分
有
し
】、
ま
た
老
年
と
な
り
、
若
年
と
な
る

こ
と
に
関
与
す
る
が
故
に
、
一0

は
ま
た
過
去
、
現
在
、
及
び
将
来
に
関
与
せ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
に
あ

ら
ず
や
。

勿
論
関
与
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
。

然
ら
ば
一0

は
、
在
り
き
、
在
り
、
在
ら
ん
に
し
て
、
ま
た
成
り
き
、
成
り
つ
つ
あ
り
、
ま
た
成
ら

ん
な
り
。

然
り
。

ま
た
一0

に
関
係
し
、
一0

に
属
せ
る
或
物
在
り
、
在
り
き
在
ら
ん
か
。

CD



一
〇
六

然
り
。

吾
等
此
瞬
時
に
【at this m

om
ent

】i i

、
一0

に
関
し
て
意
見
、
知
識
、
及
び
知
覚
を
有
す
る
が
故
に
、

こ
こ
に
一0

に
関
す
る
意
見
、
知
識
、
知
覚
あ
る
か
。

全
く
然
り
。

然
ら
ば
こ
こ
に
そ
れ
に
就
い
て
の
名
称
あ
り
、
発
表
あ
り
て
、
名
称
せ
ら
れ
発
表
せ
ら
れ
、
此
種

の
他
の
諸
物
に
関
す
る
所
の
物
【everything

】
は
、
一0

に
【
一0

に
も
】
関
す
る
も
の
た
る
な
り
。

然
り
、
真
に
然
り
。

【
21
】
な
お
第
三
に
【third tim

e

三
度
目
】
吾
等
こ
の
事
を
思
考
せ
ん
。
も
し
一0

は
、
前
に
述
べ
し

が
如
く
、
一0

た
る
と
同
時
に
多0

た
り
、
一0

に
非
ず
多0

に
非
ず
、
ま
た
時
間
に
関
与
す
【participates

】 

と
せ
ば
、
其
一0

の
一0

た
る
以
上
は
時
に
存
在
を
享
有
し
【partake of being

】、
ま
た
其
の
一0

た
ら
ざ
る

以
上
は
、
時
に
存
在
を
享
有
せ
ず
と
謂
わ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
に
あ
ら
ず
や
。

然
り
。

然
り
と
雖
も
其
存
在
を
享
有
せ
ざ
る
の
時
、
一0

果
た
し
て
存
在
を
享
有
し
得
る
か
。
或
い
は
其
存

在
を
享
有
す
る
時
果
た
し
て
存
在
を
享
有
せ
ざ
る
こ
と
を
得
る
か
。

i　

Fow
ler

訳"w
e are now

 carrying on ..." 

、田
中
訳「
今
も
…
行
っ
て
い
る
」。
以
下
、原
文
は
、知
識（
エ
ピ
ス
テ
ー

メ
ー
）
意
見
（
ド
ク
サ
）
知
覚
（
ア
イ
ス
テ
ー
シ
ス
）
の
順
に
、
そ
れ
ら
す
べ
て
を
、
と
。

E

（
三
三
）
変
化
の
性

質反
対
性
質
は
同
時
に

一
物
に
賓
辞
た
ら
し

め
得
べ
か
ら
ず

一
は
存
在
と
非
存
在

を
同
時
に
有
し
得
ず
。

之
を
為
す
は
時
を
異

に
す



一
〇
七

能
わ
ざ
る
な
り
。

然
ら
ば
一0

の
存
在
を
享
有
し
、
ま
た
享
有
せ
ざ
る
は
、
時
を
異
に
す
る
も
の
な
る
べ
し
。
何
と
な

れ
ば
こ
れ
其
存
在
を
享
有
し
、
ま
た
享
有
せ
ざ
る
唯
一
の
方
法
た
れ
ば
な
り
。

真
に
然
り
。

ま
た
其
存
在
を
取
り
【assum

es being

分
取
し
】、
ま
た
之
を
棄
つ
る
所
の
時
は
有
ら
ざ
る
か
―
―
何

と
な
れ
ば
或
時
に
之
を
受
け
、
ま
た
之
を
放
棄
す
る
に
あ
ら
ざ
る
よ
り
は
、
如
何
に
し
て
同
一
物
を

有
し
、
ま
た
之
を
有
せ
ざ
る
こ
と
を
得
ん
。

能
わ
ざ
る
な
り
。

其
存
在
を
取
る
こ
と
は
、
こ
れ
君
の
以
て
成
り
つ
つ
あ
り
【becom

ing

】
と
謂
う
所
の
も
の
に
あ
ら

ず
や
。

然
り
。

其
放
棄
と
は
、
こ
れ
君
の
破
滅
と
謂
う
所
の
も
の
に
あ
ら
ず
や
。

然
り
。

然
ら
ば
、
一0

は
、
存
在
を
取
る
と
、
之
を
放
棄
す
る
と
に
由
っ
て
、
成
来
し
【becom

es

】、
ま
た
破

滅
す
も
の
の
如
し
。

然
り
。

156

変
化
如
何
に
し
て
生

ず
る
か
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一
〇
八

其
一0

た
り
、
多0

た
り
、
ま
た
其
方
法
の
成
り
来
た
り
破
滅
た
る
が
故
に
、
其
是
が
一0

と
な
る
時
は

多0

た
る
こ
と
止
み
、
其
多
た
る
時
は
、
一0

た
る
こ
と
止
む
に
あ
ら
ず
や
。

然
り
。

其
是
が
一0

と
な
り
、
多0

と
な
る
が
故
に
、
一0

は
分
離
と
集
合
と
を
経
験
す
る
は
避
く
可
か
ら
ざ
る

こ
と
に
あ
ら
ず
や
。

避
く
可
か
ら
ず
。

其
同
様
た
り
【becom

es like

同
様
に
な
っ
た
り
】
不
同
様
た
る
や
、
一0

は
同
化
し
【be assim

ilated

同
化

さ
れ
た
り
】、
不
同
化
さ
れ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
に
あ
ら
ず
や
。

然
り
。

其
大
と
な
り
【becom

es greater

】、小
と
な
り
【or less

】、同
等
と
な
る
【or equal

】
や
、一0

は
成
長
し
、

減
少
し
【or dim

inish

】、
ま
た
同
等
【or be equalized

】
た
ら
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
に
あ
ら
ず
や
。

真
に
然
り
。

其
運
動
せ
る
時
に
静
止
し
、
其
静
止
せ
る
時
に
運
動
に
変
化
す
る
が
如
き
は
、
決
し
て
何
れ
の
時

に
も
有
り
得
ざ
る
べ
き
か
。

如
何
で
有
り
得
ん
。

然
り
と
雖
も
前
に
静
止
せ
る
物
其
後
運
動
し
、或
い
は
前
に
運
動
せ
る
も
の
其
後
静
止
す
る
に
は
、

156-C



一
〇
九

変
化
を
経
験
す
る
こ
と
無
く
し
て
は
、
こ
れ
不
可
能
な
り
。

然
り
不
可
能
な
り
。

物
の
同
時
に
静
止
し
運
動
せ
る
時
な
る
も
の
無
き
や
確
か
な
り
。

然
り
有
り
能
わ
ず
。

然
り
と
雖
も
変
化
す
る
こ
と
無
く
し
て
変
化
な
る
も
の
あ
り
得
ざ
る
な
り
。

真
に
然
り
。

然
ら
ば
何
れ
の
時
に
変
化
す
る
か
。
何
と
な
れ
ば
其
静
止
せ
る
時
に
も
、
ま
た
は
運
動
せ
る
時
に

も
、
或
い
は
時
間
中
に
あ
る
時
に
も
変
化
し
得
ざ
れ
ば
な
り
。

然
り
変
化
し
得
ず
。

一0

が
変
化
す
る
時
に
は
、
一
種
奇
異
の
も
の
の
内
に
於
て
す
る
な
り
、
此
物
果
た
し
て
存
在
せ
る

か
。如

何
な
る
も
の
ぞ
。

瞬
時i i

こ
れ
な
り
。
何
と
な
れ
ば
瞬
時
は
一
種
の
物
を
包
有
し
居
り
て
、
こ
れ
よ
り
し
て
物
は
二
種

何
れ
か
の
状
態
に
変
化
を
生
ず
る
も
の
の
如
し
。
何
と
な
れ
ば
、
変
化
な
る
も
の
は
静
止
の
如
き
状

態
よ
り
生
ず
る
も
の
に
非
ず
、
ま
た
躍
動
の
如
き
状
態
よ
り
生
ず
る
も
の
に
非
ざ
れ
ば
な
り
。
然
り

i　

m
om

ent : Fow
ler

訳"instant" 

、
田
中
訳
「
た
ち
ま
ち
（
忽
然
）」

（
三
四
）
瞬
時

物
の
変
化
は
瞬
時
中

に
行
わ
る

瞬
時
の
性
質

D



一
一
〇

と
雖
も
、
こ
こ
に
瞬
間
と
称
す
る
不
思
議
の
物
あ
り
て
、
何
れ
の
時
の
内
に
も
存
せ
ず
し
て
静
止
と

運
動
と
の
中
間
に
存
し
、
其
運
動
よ
り
静
止
に
変
化
し
、
静
止
よ
り
運
動
に
変
化
す
る
も
の
は
、
皆

こ
れ
に
入
り
、
こ
れ
に
出
づ
る
な
り
。

然
る
が
如
し
。

然
ら
ば
一0

は
、
静
止
し
、
ま
た
運
動
せ
る
が
故
に
、
両
者
何
れ
か
に
変
化
す
べ
し
。
何
と
な
れ
ば

た
だ
此
方
法
を
以
て
し
て
、
始
め
て
両
者
た
る
を
得
べ
け
れ
ば
な
り
。
其
変
化
す
る
に
当
っ
て
や
瞬

間
に
於
て
し
、
其
変
化
せ
ん
と
す
る
や
、
時
間
中
に
あ
る
こ
と
な
く
、
運
動
状
態
に
も
静
止
状
態
に

も
あ
ら
ざ
る
な
り
。

然
り
。

そ
の
他
の
変
化
の
関
係
に
於
て
も
、
―
―
其
存
在
よ
り
存
在
の
停
止
に
【cessation of being

】i i

変
じ
、

或
い
は
非
存
在
よ
り
存マ

マ在
に
【from

 not-being into becom
ing

成
る
に
】
移
る
時
も
、
亦
同
一
に
し
て
―

―
運
動
と
静
止
と
の
或
状
態
の
中
間
を
経
過
し
、
有
る
に
非
ず
、
有
ら
ざ
る
に
非
ず
、
成
来
す
る

【becom
es

】
に
非
ず
、
ま
た
破
滅
す
る
に
も
あ
ら
ざ
る
な
り
。

真
に
然
り
。

之
と
同
様
な
る
原
則
に
基
づ
き
、
一0

よ
り
多0

に
、
多0

よ
り
一0

に
移
る
時
も
、
一0

は
一0

に
非
ず
、
ま

i　

Fow
ler

訳"destruction" 

、
田
中
訳
「
な
く
な
る
（
消
滅
）」
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一
一
一

た
多0

に
も
非
ず
、
分
離
せ
る
に
非
ず
、
ま
た
集
合
せ
る
に
も
あ
ら
ざ
る
な
り
。
其
同
様
よ
り
不
同
様

に
、
不
同
様
よ
り
同
様
に
移
る
に
於
て
も
、
こ
れ
同
様
に
非
ず
ま
た
不
同
様
に
も
非
ず
、
同
化
状
態

に
非
ず
、
ま
た
不
同
化
状
態
に
も
あ
ら
ざ
る
な
り
。
其
小
よ
り
大
及
び
同
等
に
、
ま
た
其
反
対
順
序

に
移
る
に
於
て
も
、
こ
れ
小
に
非
ず
大
に
非
ず
、
ま
た
同
等
に
も
非
ず
、
ま
た
は
増
大
し
、
減
少
し
、

或
い
は
同
等
と
な
る
に
も
あ
ら
ざ
る
な
り
。

真
に
然
り
。

然
ら
ば
こ
れ
等
は
凡
て
、
一0

も
し
存
在
を
有
す
る
時
は
、
其
受
く
る
所
の
影
響
【the affections of 

the one,

】i i

な
り
。

勿
論
然
り
。

【
22
】
然
り
と
雖
も
一0

も
し
存
在
す
る
時
は
、
他8

に
如
何
な
る
事
かマ
マ

【
が
】
生
ず
―
―
こ
れ
亦
考
究

す
べ
き
こ
と
に
あ
ら
ず
や
。

然
り
。

然
ら
ば
吾
等
こ
の
事
を
考
究
せ
ん
―
―
一0

も
し
存
す
と
せ
ば
一
以
外
の
他
物
8

8

の
受
く
る
影
響
如

何
。然

り
吾
等
之
を
考
究
せ
ん
。

i　

Fow
ler

訳"this w
ould happen to the one," 

、
田
中
訳
「
こ
れ
ら
の
規
定
を
す
べ
て
受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
る
」

B

（
三
五
）
一
も
し
存

せ
ば
、
他
は
如
何
に

影
響
せ
ら
る
る
か

一
も
し
存
す
る
時
の

他
の
影
響



一
一
二

こ
こ
に
一0

の
他
に
多
く
の
物
あ
り
。
其
等
【the others

】
は
一0

に
非
ざ
る
な
り
。
何
と
な
れ
ば
も
し

其
等
一0

な
り
と
せ
ば
、
其
等
は
一0

よ
り
他
た
る
こ
と
能
わ
ざ
る
な
り
。

真
に
然
り
。

他8

は
ま
た
全
然
一0

な
き
こ
と
能
わ
ず
し
て
其
等
は
た
だ
或
方
法
に
於
て
一0

を
享
有
す
る
な
り
。

如
何
な
る
方
法
に
て
ぞ
。

其
理
由
た
る
や
、
他8

の
一0

よ
り
他
た
る
は
、
其
等
は
部
分
を
有
せ
る
が
故
な
り
。
其
等
も
し
部
分

を
有
せ
ざ
る
時
は
、
単
に
一0

た
る
の
み
な
れ
ば
な
り
。

然
り
。

部
分
は
、
吾
等
の
断
定
せ
る
が
如
く
、
全
体
と
関
係
を
有
せ
る
に
あ
ら
ず
や
。

然
り
吾
等
其
如
く
言
え
り
。

而
し
て
全
体
と
は
、
必
然
上
、
多0

よ
り
成
立
せ
る
所
の
一0

た
ら
ざ
る
可
か
ら
ず
。
ま
た
部
分
は
一0

の
部
分
た
る
可
し
。
何
と
な
れ
ば
各
諸
部
分
は
多
の
部
分
に
非
ず
し
て
全
体
の
部
分
た
れ
ば
な
り
。

其
意
味
如
何
。

も
し
物
【anything

】
多0

の
一
部
分
た
り
、
ま
た
自
ら
其
多0

中
の
一0

た
る
時
は
【
一0

で
あ
る
の
で
】、

其そ
の
も
の物

必
ず
そ
れ
自
身
の
一マ
マ

【a part

一
部
分
】
た
る
べ
く
、
こ
れ
不
可
能
の
事
に
し
て
、
他ほ
か

の
諸
部
分

も
し
凡
て
部
分
な
り
と
せ
ば
、
其そ
の
も
の物

【
は
】
他ほ
か

の
部
分
各
個
の
一
部
た
る
べ
し
。
何
と
な
れ
ば
其そ
の
も
の物

一
以
外
の
諸
物
は
一

に
非
ず
然
る
に
其
等

は
亦
一
に
関
与
す
何

と
な
れ
ば
他
な
る
諸

物
は
一
た
る
全
体
の

部
分
た
れ
ば
な
り

CD



一
一
三

も
し
或
も
の
の
一
部
た
ら
ざ
る
時
は
、
た
だ
此
一0

を
除
く
の
外
一
切
の
他8

の
一
部
分
た
る
べ
く
、
か

く
て
一
々
の
部
分
に
は
あ
ら
ざ
る
可
し
。
ま
た
も
し
各
一
々
の
部
分
た
ら
ざ
る
時
は
、
其そ
の
も
の物

多0

中
の

何
れ
の
も
の
の
部
分
に
も
あ
ら
ざ
る
可
し
。
ま
た
其
何
れ
の
も
の
の
部
分
に
も
非
ず
と
せ
ば
其そ
の
も
の物
無

き
物
の
或
物
た
る
べ
く
、
凡
て
其
等
無
き
所
の
物
の
部
分
た
り
、
ま
た
何
物
に
て
も
あ
る
こ
と
能
わ

ざ
る
な
り
。

其
能
わ
ざ
る
や
明
ら
か
な
り
。

然
ら
ば
そ
の
部
分
は
多
く
の
部
分【a part of the m

any

】に
非
ず
、ま
た
凡
て
の
部
分
に
も
非
ず
し
て
、

た
だ
或
単
一
形
状
に
し
て
凡
て
の
部
分
よ
り
形
成
さ
れ
た
る
完
全
な
る
一
体
即
ち
吾
等
の
所い
わ
ゆ
る謂

全
体

な
る
も
の
の
部
分
た
り
―
―
部
分
と
は
即
ち
此
全
体
の
部
分
を
謂
う
な
り
。

然
り
。

然
ら
ば
も
し
他8

は
部
分
を
有
す
と
せ
ば
、
其
等
は
全
体
と
一0

と
を
享
有
す
べ
き
な
り
。

真
に
然
り
。

然
ら
ば
一0

以
外
の
他8

は
其
の
部
分
を
有
せ
る
所
の
完
全
な
る
一0

全
体
た
る
べ
き
な
り
。

然
り
。

各
部
【each part

】
に
就
い
て
論
ず
る
も
亦
同
じ
。
何
と
な
れ
ば
部
分
は
一0

を
享
有
せ
ざ
る
可
か
ら

ざ
る
な
り
―
―
も
し
各
部
分
は
一0

の
部
分
な
り
と
せ
ば
、
意お
も

う
に
こ
れ
そ
の
他
の
も
の
よ
り
離
れ
た

E

（
三
六
）
一
以
外
の
他
は

数
に
於
い
て
無
限
な
り

ま
た
各
部
分
は
単
に
部

分
た
る
の
み
に
止
ま
ら

ず
、
ま
た
自
ら
完
全
な

る
全
体
な
り

158



一
一
四

る
一0

に
し
て
、
自
己
関
係
【self-related

】i i

の
も
の
な
る
を
意
味
し
、
然
ら
ず
ん
ば
此
物
各
部
な
ら
ざ

れ
ば
な
り
。

真
に
然
り
。

然
り
と
雖
も
、
吾
等
が
、
部
分
は
一0

を
享
有
す
【participating

】
と
言
う
時
は
、
此
物
一0

明
ら
か
に

一0

と
異
な
る
も
の
た
ら
ざ
る
可
か
ら
ず
。
も
し
そ
れ
然
ら
ず
と
せ
ば
此
物
単
に
一0

を
享
有
す
る
の
み

に
非
ず
し
て
、ま
た
一0

た
り
し
な
ら
ん
。
然
り
と
雖
も
【w

hereas

】i ii

た
だ
一0

其
物
の
み
は
一0

た
る
を
得

る
な
り
。

真
に
然
り
。

全
体
と
部
分
と
は
、
両
者
共
に
一0

を
享
有
【participate

】
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
。
何
と
な
れ
ば
全
体

は
一
全
体
た
り
、
部
分
は
そ
れ
の
部
分
た
る
べ
く
、
各
部
分
は
全
体
の
一
部
分
に
し
て
、
全
体
は
部

分
の
全
体
た
る
可
け
れ
ば
な
り
。

真
に
然
り
。

か
の
、
一0

を
享
有
【participate

】
す
る
所
の
物
は
、
一0

と
は
異
な
る
も
の
に
あ
ら
ず
や
。

勿
論
然
り
。

i　

Fow
ler

訳"existing by itself;" 

、
田
中
訳
「
そ
れ
自
体
で
の
あ
り
方
を
し
て
い
る
」

ii　

Jow
ett

訳'w
hereas .. can..'

で
受
け
る
だ
け
だ
が
、Fow

ler

訳
田
中
訳
と
も
に
、
一0

で
あ
る
の
は
一0

以
外
不
可

能
と
訳
す
。
従
っ
て
次
の
答
え
も
「
そ
う
、
不
可
能
」
と
受
け
る
。
ギ
リ
シ
ャ
語
原
文
も
「ἀδύνατον

」
と
あ
る
。

158-B

全
体
は
部
分
と
は
一
な

り
。
故
に
其
等
は
一
を

享
有
し
而
も
一
と
は
別

物
た
り
、
ま
た
一
以
外

に
し
て
そ
れ
数
無
限
な

り



一
一
五

ま
た
か
の
一0

以
外
の
諸
物
は
多0

な
り
。
何
と
な
れ
ば
も
し
一0

以
外
の
物
に
し
て
一0

に
も
非
ず
、
ま

た
は
一
以
上
【m

ore than one

一
よ
り
多
い
】
に
も
非
ず
と
せ
ば
其
等
は
無
た
る
可
け
れ
ば
な
り
。

真
に
然
り
。

然
り
と
雖
も
、
か
の
、
部
分
と
し
て
一0

に
関
与
し
【participate

】、
ま
た
全
体
と
し
て
一0

に
関
与
す

る
所
の
諸
物
は
、
一
た
る
以
上
の
も
の
な
る
が
故
に
、
其
一0

に
関
与
す
る
所
の
諸
物
は
数
に
て
無
限

た
ら
ざ
る
可
か
ら
ず
。

何
故
な
る
ぞ
。

此
問
題
を
か
く
観
察
せ
ん
か
―
―
其
一0

に
関
与
す
る
点
に
於
て
、
其
等
は
一0

に
非
ず
し
て
、
其
等

が
一0

を
享
有
【partaking
】
せ
ん
と
す
る
其
時
に
当
っ
て
は
、
一0

を
享
有
せ
ざ
る
は
事
実
に
は
あ
ら
ざ

る
か
。

明
ら
か
に
然
り
。

其
時
其
等
は
一0

を
現
有
せ
ざ
る
所
の
多
数
【m

ultitudes

多
の
複
数
形
】
と
し
て
其
如
く
為
す
か
。

真
に
然
り
。

吾
等
も
し
観
念
中
【in idea

】i i

に
て
其
最
小
な
る
部
分
を
、
其
等
よ
り
抽
き
去
る
時
は
、
其
最
小
な

る
部
分
に
し
て
、
も
し
一0

を
享
有
せ
ざ
る
時
は
、
こ
れ
多
数
に
し
て
一0

に
あ
ら
ざ
る
に
あ
ら
ず
や
。

i　

Fow
ler

訳"in thought" 

、
田
中
訳
「
思
考
の
上
で
」、
ギ
リ
シ
ャ
語
原
文
に
も
イ
デ
ア
・
エ
イ
ド
ス
の
文
字
な
し
。

C

（
三
七
）
他
な
る
も
の
の

矛
盾
観



一
一
六

然
ら
ざ
る
可
か
ら
ず
。

も
し
吾
等
単
純
に
、
ま
た
そ
れ
自
身
に
於
て
其
等
の
性
質
の
他
側
面
【other side of their nature

】i i

の

観
察
を
継
続
せ
ん
か
、
其
等
は
吾
等
の
知
り
得
る
限
り
、
数
に
於
て
無
限
た
る
に
は
あ
ら
ざ
る
か
。

然
り
。

然
る
に
其
各
部
分
が
一
部
分
と
な
る
に
当
た
っ
て
や
、
諸
部
分
は
全
体
に
対
し
、
ま
た
相
互
に
対

し
、
ま
た
全
体
は
諸
部
分
に
対
し
て
、
其
関
係
上
有
限
た
る
な
り
。

ま
さ
に
然
り
。

一0

以
外
他
の
物

8

8

8

【the others

】
に
来
る
所
の
結
果
た
る
や
、
其
等
と
一0

と
の
結
合
は
、
其
等
の
内
に

新
分
子
を
造
り
、
其
物
、
其
等
相
互
の
関
係
上
、
其
等
に
制
限
を
与
え
る
も
の
の
如
し
。
然
る
に
其

等
自
身
の
性
質
に
於
て
は
何
等
の
制
限
を
有
せ
ざ
る
な
り
。

其
然
る
や
明
ら
か
な
り
。

然
ら
ば
一0

以
外
の
他8

【the others
】
は
、
全
体
と
し
て
ま
た
部
分
と
し
て
無
限
た
り
、
ま
た
限
定
を

享
有
す
る
な
り
【partake of lim

it

】。

然
り
。

然
ら
ば
其
等
は
相
互
に
ま
た
其
等
自
身
と
、
同
様
た
り
ま
た
不
同
様
た
る
な
り
。

i　

Fow
ler

訳"nature of the class," 

、
田
中
訳
「
こ
の
種
目
の
片
一
方
の
本
来
自
然
の
あ
り
方
」

DE

他
は
其
性
質
に
於
い
て

無
限
た
る
と
同
時
に
有

限
な
り

全
体
た
り
、
ま
た
部

分
た
り



一
一
七

其
理
由
如
何
。

其
等
は
其
性
質
に
於
て
無
定
限
【unlim

ited

】
な
る
が
故
に
、
凡
て
同
一
方
法
も
て
影
響
せ
ら
る
る

な
り
。

真
に
然
り
。

其
等
は
ま
た
凡
て
定
限
を
享
有
せ
る
が
故
に
、
凡
て
同
一
方
法
も
て
影
響
せ
ら
る
る
な
り
。

勿
論
な
り
。

然
り
と
雖
も
其
等
の
も
の
の
状
態
は
、
定
限
と
無
限
と
を
兼
ぬ
る
も
の
に
し
て
、
其
等
は
反
対
両

方
法
に
影
響
さ
る
る
も
の
な
り
。

然
り
。

而
し
て
反
対
と
は
物
の
最
も
同
様
な
ら
ざ
る
も
の
な
り
。

然
り
。

こ
こ
に
於
て
其
等
の
受
く
る
影
響
の
、
何
れ
か
其
一0

を
考
え
る
に
、
其
等
は
其
等
自
身
及
び
相

互
同
様
な
る
べ
く
、
ま
た
も
し
其
等
両
者
の
関
係
を
合
せ
考
え
る
時
は
、
最
も
相
反
対
し
【m

ost 

opposed

】、
ま
た
最
も
不
同
様
た
る
な
り
。

真
に
然
る
が
如
し
。

然
ら
ば
他
な
る
も
の

8

8

8

8

8

【the others

】
は
其
等
自
身
及
び
相
互
に
同
様
た
り
、
ま
た
不
同
様
な
る
か
。

159

故
に
其
等
は
同
様
た

り
ま
た
不
同
様
た
り



一
一
八

真
に
然
り
。

其
等
は
互
い
に
同
一
た
り
ま
た
別
物
た
り
、
運
動
し
ま
た
静
止
し
、
有
ら
ゆ
る
反
対
影
響
を
経
験

す
る
こ
と
は
困
難
な
く
し
て
証
明
す
る
を
得
べ
し
。
何
と
な
れ
ば
其
等
が
前
述
諸
影
響
を
経
験
せ
し

こ
と
は
、
既
に
証
明
さ
れ
し
所
な
れ
ば
な
り
。

真
に
然
り
。

【
23
】
そ
の
他
の
是
問
題
に
関
す
る
議
論
は
、
明
白
な
る
こ
と
と
し
て
こ
こ
に
こ
れ
を
省
略
し
、

再
び
か
の
一0

は
存
在
せ
り
と
仮
定
し
て
、
凡
て
こ
れ
が
反
対
は
、
他8

に
対
し
て
同
じ
く
真
理
な
る
か

否
か
を
考
究
す
る
こ
と
と
為
さ
ん
。

願
わ
く
は
其
如
く
為
さ
ん
こ
と
を
。

然
ら
ば
吾
等
再
び
議
論
を
始
め
て
問
わ
ん
、
も
し
一0

有
り
と
せ
ば
、
他8

の
受
く
る
所
の
影
響
【the 

affections of the others

】i i

は
如
何
と
。

吾
等
そ
れ
を
問
題
と
為
さ
ん
。

一
は
他8

と
区
別
せ
ら
れ
、
他8

は
一
と
道マ

マ別
【distinct

区
別
】
せ
ら
る
べ
き
に
あ
ら
ず
や
。

何
故
な
る
ぞ
。

何
と
な
れ
ば
こ
れ
等
両
者
以
外
他
に
こ
れ
等
と
区
別
せ
ら
る
べ
き
物
あ
ら
ざ
れ
ば
な
り
。こ
れ『
一0

i　

Fow
ler

訳"w
hat m

ust happen to the things w
hich.." 

、田
中
訳
、他8

は
「
ど
う
い
う
規
定
を
受
け
入
れ
ね
ば..

」

（
三
八
）
結
果
の
反
対
方

向前
結
論
の
反
対

C 159-B



一
一
九

及
び
他8

』
な
る
語
は
万
物
を
包
有
す
れ
ば
な
り
。

然
り
万
物
を
包
有
せ
り
。

然
ら
ば
吾
等
其
等
即
ち
其
内
に
一0

と
他8

と
の
存
在
す
る
以
外
何
物
も
存
在
せ
り
と
想
像
す
る
こ
と

能
わ
ざ
る
な
り
。

何
物
も
こ
れ
有
る
な
し
。

然
ら
ば
一0

と
他8

と
は
決
し
て
同
中
に
存
せ
ざ
る
な
り
【never in the sam

e

】。

真
に
然
り
。

然
ら
ば
其
等
は
互
い
に
相
分
別
せ
ら
れ
あ
る
か
。

然
り
。

吾
等
は
ま
た
、
真
に
一0

た
る
も
の
は
、
部
分
を
有
せ
り
と
言
う
こ
と
能
わ
ざ
る
や
確
実
な
り
。

然
り
言
い
能
わ
ず
。

然
ら
ば
一0

も
し
他8

と
分
別
し
、
ま
た
部
分
を
有
せ
ず
と
せ
ば
一0

は
全
体
と
し
て
ま
た
部
分
と
し
て

他8

中
に
存
せ
ざ
る
べ
し
。

存
す
る
能
わ
ず
。

然
ら
ば
も
し
其
等
に
し
て
全
体
或
い
は
部
分
に
関
与
す
る
【partake either in

】
こ
と
無
し
と
せ
ば
、

他8

が
一0

を
享
有
す
る
【partake of the one

】
の
方
法
一
と
し
て
こ
れ
有
る
無
し
。

一
と
他
と
は
同
中
に

存
せ
ず

D



一
二
〇

こ
れ
無
き
如
し
。

然
ら
ば
他8

は
一0

た
り
、
或
い
は
其
等
自
身
に
於
て
何
等
の
一0

な
る
も
の
を
有
す
べ
き
の
道
あ
る
な

き
か
。

こ
れ
有
る
無
し
。

ま
た
他8

は
多0

に
も
あ
ら
ざ
る
べ
し
。
何
と
な
れ
ば
其
等
も
し
多0

な
り
と
せ
ば
、
其
等
の
各
部
分
は

全
体
の
部
分
た
る
の
み
な
れ
ば
な
り
。
然
る
に
他8

は
一0

に
関
与
す
る
の
方
法
な
き
が
故
に
、
一0

に
非

ず
、
他マ
マ

【m
any

多0

】
に
非
ず
、
全
体
に
非
ず
、
ま
た
は
部
分
に
も
あ
ら
ざ
る
な
り
。

真
に
然
り
。

然
ら
ば
他8

は
、
も
し
全
然
一0

を
欠
損
す
と
せ
ば
、
二
或
い
は
三
に
非
ず
、
ま
た
は
そ
れ
を
包
有
す

る
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。

真
に
然
り
。

然
ら
ば
他8

は
一0

と
同
様
に
非
ず
、
同
様
な
ら
ざ
る
に
非
ず
、
ま
た
其
等
の
内
に
同
様
性
及
び
不
同

様
性
あ
る
に
非
ず
。
何
と
な
れ
ば
も
し
其
等
に
し
て
同
様
た
り
、
ま
た
不
同
様
た
る
か
、
或
い
は
其

等
の
内
に
同
様
性
及
び
不
同
様
性
を
有
す
と
せ
ば
、
其
等
は
内
に
互
い
に
相
反
対
せ
る
二
個
の
性
質

を
有
す
可
け
れ
ば
な
り
。

其
然
る
や
明
ら
か
な
り
。

他
は
一
よ
り
分
離
せ
る

が
故
に
一
に
も
非
ず
他

に
も
非
ず

E

ま
た
其
等
反
対
者
た
る

こ
と
能
わ
ず
何
と
な
れ

ば
そ
れ
等
も
し
一
を
享

有
し
得
ず
と
せ
ば
二
物

を
享
有
し
得
ざ
れ
ば
な

り



一
二
一

然
り
と
雖
も
か
の
何
物
を
も
享
有
せ
ざ
る
も
の
が
、
二
物
を
享
有
す
る
と
は
、
吾
等
之
を
不
可
能

な
り
と
為
し
し
に
あ
ら
ず
や
。

然
り
不
可
能
な
り
。

然
ら
ば
、他8

は
、同
様
に
も
非
ず
、同
様
な
ら
ざ
る
に
も
非
ず
、ま
た
は
両
者
に
も
あ
ら
ざ
る
な
り
。

何
と
な
れ
ば
、
其
等
も
し
同
様
な
る
か
、
或
い
は
不
同
様
な
り
と
せ
ば
、
其
等
は
二
性
質
中
の
其
一

を
享
有
す
べ
く
、
こ
れ
一
物
た
る
べ
し
。
も
し
其
等
両
者
な
り
と
せ
ば
、
其
等
は
両
反
対
の
性
質
を

享
有
す
る
も
の
に
し
て
こ
れ
二
物
た
る
べ
く
、
こ
れ
不
可
能
の
事
な
る
は
既
に
証
明
せ
し
所
な
り
。

真
に
然
り
。

こ
れ
故
に
其
等
は
同
に
非
ず
、
異
に
非
ず
、
運
動
せ
る
に
非
ず
、
静
止
せ
る
に
非
ず
、
成
来
状
態

に
在
る
に
あ
ら
ず
、
破
滅
状
態
に
あ
る
に
非
ず
、
大
に
非
ず
、
小
に
非
ず
、
同
等
に
非
ず
、
ま
た

は
此
種
の
如
何
な
る
も
の
を
も
経
験
せ
る
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
何
と
な
れ
ば
、
も
し
其
等
に
し
て
何

等
か
か
る
影
響
を
経
験
す
る
を
能
く
す
と
せ
ば
、
其
等
は
一
、二
、三
、
及
び
奇
数
及
び
偶
数
に
関
与

【participate

】
す
る
を
得
べ
し
と
雖
も
、
其
等
が
全
く
、
如
何
な
る
方
法
に
於
て
も
、
一0

を
欠
如
せ
る

が
故
に
、
か
く
の
如
き
事
に
関
与
せ
ざ
る
は
既
に
証
明
さ
れ
し
を
以
て
な
り
。

真
に
然
り
。

故
に
も
し
一0

有
り
と
せ
ば
、
そ
れ
自
身
及
び
他
物
と
の
関
係
上
、
一0

は
万
物
た
り
、
ま
た
無
た
る

160

一
な
き
他
は
零
な
り

B

一
は
万
物
た
り
ま
た
無

た
り



一
二
二

な
り
。

然
り
。

【
24
】
次
に
吾
等
、
も
し
一0

有
ら
ず
と
せ
ば
、
其
結
果
の
如
何
な
る
や
は
、
当ま
さ

に
考
究
す
べ
き
所

に
あ
ら
ず
や
。

然
り
吾
等
考
究
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
。

「
も
し
一0

有
ら
ず
と
せ
ば
」
―
―
と
の
仮
定
説
の
意
味
や
如
何
。
此
仮
定
説
と
、「
も
し
非
一
有
ら

ず
と
せ
ば
」
と
の
仮
定
説
と
の
間
に
は
、
何
等
の
差
別
あ
る
べ
き
か
。

然
り
差
別
あ
り
と
為
す
。

た
だ
差
別
あ
る
の
み
な
る
か
、
或
い
は
も
し
「
一
有
ら
ず
と
せ
ば
」
と
「
も
し
非
一
有
ら
ず
と
せ

ば
」
と
の
両
様
の
言
語
は
、
全
然
反
対
な
る
に
は
あ
ら
ざ
る
か
。

然
り
全
然
反
対
な
り
。

今
人
あ
り
て
か
く
言
う
と
仮
定
せ
ん
か
、
曰
く
―
―
も
し
大
あ
ら
ず
、
も
し
小
あ
ら
ず
或
い
は
此

種
の
も
の
あ
ら
ず
と
せ
ば
と
言
う
と
せ
ば
、
其
か
く
の
如
き
言
語
を
為
す
時
は
、
彼
其
「
某
有
ら
ず

【w
hat is not

】」
と
の
事
は
、
他
の
諸
物
と
別
物
な
り
と
の
こ
と
を
意
味
せ
る
に
あ
ら
ざ
る
か
。

確
か
に
然
り
。

か
く
て
其
人
「
も
し
一
有
ら
ず
と
せ
ば
」
と
言
う
時
は
、
其
の
人
明
ら
か
に
、
其
「
有
ら
ず
と
」

（
三
九
）
有
た
ら
ざ
る
所

の
一
は
凡
て
の
物
と
異

な
れ
り

も
し
一
な
し
と
せ
ば
如

何

160-C

「
有
ら
ざ
る
所
の
一
」
と

は
何
を
意
味
す



一
二
三

と
の
こ
と
は
、
凡
て
他
と
異
な
る
こ
と
を
意
味
せ
り
と
知
る
、
こ
れ
其
人
の
意
味
せ
る
所
に
あ
ら
ざ

る
か
。

然
り
。

人
「
一0

」
と
謂
わ
ば
、
其
人
或
る
知
ら
れ
た
る
物
を
言
い
、
ま
た
次
に
凡
て
他
の
物
と
異
な
る
所

の
或
物
を
言
う
も
の
に
し
て
、
其
人
、
一0

に
存
在
を
賓
辞
と
為
す
と
、
非
存
在
を
賓
辞
と
為
す
と
は

問
う
所
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
何
と
な
れ
ば
か
の
「
有
ら
ず
」
と
称
す
る
所
の
も
の
は
全
く
同
一
な
る

或
物
と
し
て
知
ら
る
る
も
の
に
し
て
、
他
の
諸
物
と
区
別
せ
ら
る
る
な
り
。

然
り
。

然
ら
ば
余
は
再
び
疑
問
を
始
め
て
問
わ
ん
―
―
「
も
し
一0

あ
ら
ず
と
せ
ば
」、
其
結
果
如
何
。
第

一
に
は
、
そ
れ
に
就
い
て
の
知
識
あ
る
可
く
、
然
ら
ざ
れ
ば
「
も
し
一0

あ
ら
ず
と
せ
ば
」
な
る
語
の

意
味
は
知
ら
れ
ざ
る
可
し
。

真
に
然
り
。

第
二
に
は
、
他8

は
一0

と
異
な
る
可
し
。
然
ら
ざ
れ
ば
一0

は
他8

と
異
な
る
も
の
と
し
て
謂
う
可
か
ら

ざ
る
に
あ
ら
ざ
る
か
。

然
り
。

然
ら
ば
其
異
な
る
こ
と
は
、
そ
れ
と
其
智
識
と
に
属
す
る
も
の
な
り
。
何
と
な
れ
ば
、
吾
等
が
一0

D

時
に
は
他
物
と
以
外
の

も
の
を
意
味
す



一
二
四

は
他8

と
異
な
れ
り
と
言
う
や
、
他8

に
於
け
る
差
異
に
就
い
て
謂
う
も
の
に
非
ず
し
て
、
た
だ
一0

に
就

い
て
言
う
も
の
な
れ
ば
な
り
。

明
ら
か
に
然
り
。

且
つ
か
の
有
ら
ず
と
為
す
所
の
一0

は
、或
物
【som

ething

】
た
り
、ま
た
「
其
の
」「
此
の
【this

】」「
こ

れ
等
」
及
び
そ
の
他
か
く
の
如
き
こ
と
の
関
係
に
関
与
し
【partakes of relation

】、
ま
た
「
是
【this

】」

の
属
性
た
る
な
り
。
何
と
な
れ
ば
一0

或
い
は
一0

以
外
の
他
の
も
の

8

8

8

8

【the others

】
に
し
て
、
も
し
「
或

る
【som

e
】」
或
い
は
前
に
言
い
し
所
の
他
の
諸
関
係
に
関
与
す
る
に
あ
ら
ざ
る
時
は
、
そ
れ
に
就

い
て
語
る
能
わ
ず
、
ま
た
有
ら
ざ
る
所
の
、
一0

の
如
何
な
る
属
性
も
関
係
も
、
之
を
語
る
こ
と
能
わ

ず
、
ま
た
何
物
た
り
と
も
謂
う
可
か
ら
ざ
れ
ば
な
り
。

真
に
然
り
。

然
ら
ば
存
在
を
も
之
を
一0

に
附
与
せ
し
め
【be ascribed to

帰
属
さ
せ
】
得
ざ
る
可
し
、
こ
れ
一0

は
有

ら
ざ
れ
ば
な
り
。
然
り
と
雖
も
有
ら
ざ
る
所
の
一0

は
、
も
し
一0

及
び
そ
の
他
何
物
も
有
ら
ず
と
せ

ば
、
多
く
の
物
に
関
与
す
る
【participate
】
を
得
べ
く
、
或
い
は
寧
ろ
関
与
せ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
な

りi i

。
然
り
と
雖
も
も
し
一0

も
、
或
い
は
有
ら
ざ
る
所
の
一0

も
、
存
在
せ
ず
と
想
像
さ
れ
ず
し
て
、
吾

i　

Jow
ett

訳
は
単
に"m

ay or rather m
ust participate"

と
す
る
が
、Fow

ler

訳
は
、
多
く
の
も
の
に'partaking'

を

妨
げ
る
も
の
が
な
く
、
が
先
行
す
る
。
田
中
訳
は
、
分
有
す
る
に
差
支
え
な
い
も
の
も
沢
山
あ
っ
て
、
が
先
行
す
る
。

E161



一
二
五

等
は
異
な
る
性
質
の
或
物
に
就
い
て
語
り
つ
つ
あ
る
者
な
り
と
せ
ば
、
吾
等
は
そ
れ
に
就
い
て
何
物

を
も
賓
辞
と
為
す
こ
と
【predicate

述
べ
る
こ
と
】
能
わ
ざ
る
な
り
。
然
る
に
今
も
し
仮
定
し
て
、
有

ら
ざ
る
所
の
一0

も
、
そ
の
他
何
物
も
有
る
こ
と
無
し
と
せ
ば
、
一0

は
其
賓
辞
に
於
て
「
そ
れ
」
及
び

多
く
の
他
の
物
を
享
有
【participate

】
せ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
な
り
。

然
り
。

一0

は
ま
た
他
物
8

8

と
の
関
係
上
不
同
様
な
る
こ
と
を
有
す
べ
し
。
何
と
な
れ
ば
他8

は
一0

と
異
に
し

てi i

、
別
種
の
も
の
た
る
可
け
れ
ば
な
り
。

然
り
。

別
種
の
諸
物
は
ま
た
其
種
類
に
於
て
他0

た
る
に
あ
ら
ず
や
。

勿
論
な
り
。

種
類
を
異
に
せ
る
物
は
同
様
な
ら
ざ
る
に
あ
ら
ず
や
。

然
り
同
様
な
ら
ず
。

も
し
其
等
一0

と
同
様
な
ら
ず
と
せ
ば
、
か
の
同
様
な
ら
ざ
る
も
の
は
、
其
等
と
同
様
な
ら
ざ
る
や

明
ら
か
な
る
べ
し
。

明
ら
か
に
然
り
。

i　

"the others being different from
 the one"

田
中
訳
は"the others"

を
多
く
の
箇
所
で
こ
の
意
味
に
取
っ
て
い
る
。

（
四
〇
）
有
ら
ざ
る
所
の

一
は
同
様
た
り
ま
た
不
同

様
た
り

一
は
他
と
不
同
様
な
り
、

故
に
自
己
に
は
同
様
な
る

こ
と
を
有
す
べ
し

B



一
二
六

然
ら
ば
一0

は
不
同
様
性
を
有
し
て
、
そ
れ
の
関
係
上
他8

は
一0

と
不
同
様
た
る
に
あ
ら
ず
や
。

然
る
が
如
し
。

ま
た
も
し
他
物
に
対
す
る
不
同
様
性
は
一0

に
附
与
せ
ら
る
と
せ
ば
、
一0

は
そ
れ
自
身
に
同
様
性
を

有
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
。

何
故
に
然
る
か
。

も
し
一0

は
一0

に
対
し
て
不
同
様
性
を
有
す
と
せ
ば
、
或
他
の
事
を
意
味
せ
ざ
る
可
ら
ず
。
然
ら
ざ

れ
ば
此
仮
定
説
は
一0

に
関
せ
ざ
る
な
り
。
然
り
と
雖
も
、
一0

は
一0

以
外
或
物
に
関
係
す
る
に
あ
ら
ず

や
。全

く
然
り
。

然
り
と
雖
も
其
事
能
わ
ざ
る
な
り
。

能
わ
ざ
る
な
り
。

然
ら
ば
一0

は
そ
れ
自
身
と
の
同
様
な
る
こ
と
を
有
せ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
か
。

有
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
。

ま
た
一0

は
他8

と
同
等
【equal

】
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
何
と
な
れ
ば
も
し
同
等
な
り
と
せ
ば
、
其
同

等
の
功
徳
に
由
り
て
、
一0

は
有
た
る
と
同
時
に
ま
た
其
等
と
同
等
た
る
可
け
れ
ば
な
り
。
然
る
に
一0

も
し
存
在
を
有
せ
ず
と
せ
ば
、
有
に
も
非
ず
ま
た
同
等
に
も
あ
ら
ざ
る
に
あ
ら
ず
や
。

161-C
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四
一
）
不
同
等
た

り
ま
た
同
等
た
り



一
二
七

然
る
能
わ
ず
。

然
り
と
雖
も
其
、
他8

と
同
等
な
ら
ざ
る
が
故
に
、
他8

も
亦
そ
れ
と
同
等
た
る
こ
と
能
わ
ざ
る
に
あ

ら
ず
や
。

然
り
同
等
な
ら
ず
。

同
等
な
ら
ざ
る
諸
物
は
不
同
等
な
る
か
。

然
り
。

其
等
は
不
同
等
と
不
同
等
な
る
か
。

勿
論
な
り
。

然
ら
ば
一0

は
不
同
等
性
を
享
有
す
る
も
の
に
し
て
、
此
関
係
上
、
他8

は
そ
れ
と
不
同
等
な
り
。

真
に
然
り
。

不
同
等
は
、
大
た
る
こ
と
と
小
た
る
こ
と
と
を
包
含
せ
る
か
。

然
り
。

然
ら
ば
一0

も
し
か
く
の
如
き
性
質
の
も
の
な
ら
ん
に
は
、
大
た
る
こ
と
と
、
小
た
る
こ
と
と
を
有

す
る
に
あ
ら
ず
や
。

真
に
然
る
が
如
し
。

大
と
小
と
は
常
に
分
離
し
て
独
立
せ
る
に
は
あ
ら
ず
や
。

D

有
た
ら
ざ
る
所
の
一
は

他
と
不
同
等
に
し
て
他

は
ま
た
そ
れ
と
不
同
等

な
り

然
り
と
雖
も
不
同
等
を

享
有
し
、
ま
た
大
、
小
、

同
等
を
享
有
す



一
二
八

然
り
。

然
ら
ば
両
者
の
間
に
常
に
或
物
存
す
る
か
。

然
り
こ
れ
有
り
。

其
両
者
の
間
に
存
す
る
も
の
は
同
等
た
る
こ
と
以
外
に
何
等
こ
れ
有
る
べ
し
と
君
は
思
う
か
。

否
【
、】
両
者
の
中
間
に
有
る
も
の
は
同
等
た
る
こ
と
こ
れ
な
り
【it is equality

】。

然
ら
ば
か
の
大
た
る
こ
と
と
、
小
た
る
こ
と
と
を
有
せ
る
も
の
は
、
ま
た
其
両
者
の
間
に
介
在
す

る
所
の
同
等
な
る
も
の
を
有
す
る
か
。

其
こ
れ
有
る
や
明
ら
か
な
り
。

然
ら
ば
有
ら
ざ
る
所
の
者i i

が
、
大
た
る
こ
と
、
小
た
る
こ
と
及
び
同
等
た
る
こ
と
を
享
有
す
る
も

の
の
如
き
に
あ
ら
ず
や
。

明
ら
か
に
然
り
。

且
つ
、
こ
れ
一
種
の
方
法
に
於
て
存
在
を
享
有
す
る
も
の
な
ら
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
に
あ
ら
ず
や
。

何
故
に
然
る
か
。

こ
れ
然
ら
ざ
る
可
か
ら
ず
。
何
と
な
れ
ば
、
も
し
そ
れ
然
ら
ず
と
せ
ば
、
吾
等
の
、
一0

は
存
在
せ

ず
と
の
言
は
真
理
た
ら
ざ
る
に
至
る
べ
け
れ
ば
な
り
。
然
り
と
雖
も
吾
等
も
し
真
理
を
語
る
べ
し
と

i　

" the one, w
hich is not, partakes, .."

、Jow
ett

訳
は"the non-existent one, ..."

、
田
中
訳
「
あ
ら
ぬ
所
の
一0

は
、」

E

（
四
二
）
有
た
ら
ざ
る
所

の
一
は
ま
た
有
た
り

此
物
一
種
の
存
在
を
享

有
す



一
二
九

せ
ば
、
吾
等
は
明
瞭
に
其
有
る
所
の
も
の
を
語
ら
ざ
る
可
か
ら
ず
。
然
ら
ざ
る
か
。

然
り
。

吾
等
真
実
を
語
る
こ
と
を
断
言
す
る
が
故
に
、
ま
た
吾
等
は
有
る
所
の
事
を
断
言
せ
ざ
る
可
か
ら

ざ
る
な
り
。

【C
ertainly.

然
り
。—

—

底
本
に
於
い
て
欠
如
し
て
い
る
。】

こ
こ
に
於
て
、
一0

は
、
其
有
ら
ざ
る
時
に
有
るi i

が
如
き
観
あ
る
な
り
。
何
と
な
れ
ば
も
し
其
有
ら

ざ
る
時
に
有
ら
ず
し
て
、
た
だ
存
在
の
或
物
を
中
止
し
て
【relinquish

】、
非
有
と
成
ら
ん
と
す
る
に

当
っ
て
やi ii

、
こ
れ
直
ち
に
有
た
る
べ
け
れ
ば
な
り
【it w

ould at once be.

】。

全
く
然
り
。

然
ら
ば
非
有
た
る
一0

、
も
し
自
己
を
維
持
せ
ん
と
欲
せ
ば
、
非
有
【not-being

】
の
結
縄
【bond

】

と
し
て
非
有
の
存
在
を
有
せ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
こ
と
、
恰
も
存
在
が
自
己
自
身
の
存
在
を
完
全
な
ら

し
め
ん
が
為
に
、
非
有
の
非
有
を
結
縄
と
し
て
有
せ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
が
如
し
。
何
と
な
れ
ば
存
在

の
存
在
、
非
存
在
【not-being

】
の
非
存
在
の
最
も
真
実
な
る
確
定
は
、
存
在
が
存
在
の
存
在
を
享
有

し
、
非
存
在
の
存
在
を
享
有
せ
ざ
る
時
に
し
て
、
―
―
こ
れ
存
在
の
完
成
な
り
。
ま
た
其
非
存
在
が

i　

Jow
ett

訳
は"the non-existent one exists."

、
田
中
訳
は
「
一0

は
あ
ら
ぬ
も
の
で<

あ
る>

と
い
う
」

ii　

Jow
ett

訳
は"if it is not non-existent, but gives up som

ething of being to not-being,"

、
田
中
訳
は
大
き
く
異

な
り
、「
一0

が
あ
ら
ぬ
も
の
な
の
で
は
な
く
、
有
の
何
か
を
非
有
に
対
し
て
許
す
の
だ
と
し
よ
う
な
ら
、」

162

何
と
な
れ
ば
非
存
在
は

存
在
を
、
存
在
は
非
存

在
を
含
有
す
れ
ば
な
り

B



一
三
〇

非
存
在
の
非
存
在
を
享
有
せ
ず
、
た
だ
非
存
在
の
存
在
を
享
有
す
る
時
―
―
こ
れ
非
存
在
の
完
成
と

謂
う
可
き
な
り
。

真
に
然
り
。

さ
れ
ば
有
た
る
所
の
も
の
は
非
存
在
を
享
有
し
、
有
た
ら
ざ
る
所
の
も
の
は
存
在
を
享
有
す
る
も

の
な
る
が
故
に
、
一0

は
ま
た
非
有
た
ら
ん
が
為
に
【in order not to be

】
有
を
享
有
せ
ざ
る
可
か
ら
ざ

る
に
あ
ら
ず
や
。

然
り
。

然
ら
ば
、
一0

も
し
存
せ
ず
と
せ
ば
、
明
ら
か
に
存
在
を
有
せ
る
に
あ
ら
ず
や
。

明
ら
か
に
然
り
。

ま
た
も
し
こ
れ
無
し
と
せ
ば
、
ま
た
非
存
在
を
有
せ
る
に
あ
ら
ず
や
。

勿
論
な
り
。

然
り
と
雖
も
或
一
定
状
態
【state
】i i

に
存
せ
る
物
、
其
状
態
に
あ
ら
ざ
ら
ん
と
す
る
時
は
、
運
動
な

き
こ
と
を
得
る
か
。

能
わ
ざ
る
な
り
。

然
ら
ば
存
在
せ
る
所
の
物
に
し
て
、
一
定
状
態
に
在
ら
ざ
ら
ん
と
せ
ば
、
こ
こ
に
変
化
を
含
有
せ

i　

Jow
ett

訳
は"condition"

、田
中
訳
は
「
所
持
」
ギ
リ
シ
ャ
語
は"ἔχον"

ヘ
ク
シ
ス
、持
つ
と
い
う
意
が
近
い
、と
。

（
四
三
）
運
動
し
同
時
に

静
止
す

然
り
と
雖
も
両
者
た
ら

ん
に
は
一
よ
り
他
に
変

ぜ
ざ
る
可
か
ら
ず
、
故

に
運
動
せ
り

162-C



一
三
一

る
か
。

然
り
。

変
化
は
運
動
な
り
と
謂
わ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
に
あ
ら
ず
や
。

然
り
運
動
な
り
。

且
つ
、
一
は
存
在
し
、
ま
た
存
在
せ
ざ
る
こ
と
は
既
に
証
明
さ
れ
し
に
あ
ら
ず
や
。

然
り
。

こ
れ
故
に
同
一
状
態
【sam

e state

】i i

に
あ
り
、
ま
た
あ
ら
ざ
る
な
り
。

然
り
。

か
く
て
有
な
ら
ざ
る
一0

は
、
其
存
在
よ
り
非
存
在
に
変
化
す
る
の
理
由
を
以
て
、
ま
た
運
動
せ
る

も
の
な
る
こ
と
は
証
明
せ
ら
れ
た
り
。

真
に
然
る
が
如
し
。

然
り
と
雖
も
事
実
上
、
此
物
存
す
る
こ
と
な
く
し
て
、
有
る
所
の
物
の
内
、
何
処
に
も
存
す
る
こ

と
な
し
と
せ
ば
、
一
所
よ
り
地
所
に
変
移
す
る
こ
と
能
わ
ざ
る
に
あ
ら
ず
や
。

能
わ
ざ
る
な
り
。

然
ら
ば
此
物
場
所
の
変
化
に
由
っ
て
運
動
す
る
こ
と
能
わ
ざ
る
な
り
。

i　

Jow
ett

訳
は"a given condition"

、
田
中
訳
「
あ
る
仕
方
の
身
の
持
し
方
を
す
る
」

此
物
如
何
に
し
て
変

化
す
る
か

（
ア
）
場
所
の
変
化
に
由

り
て
能
わ
ず
（
イ
）
同

一
場
所
に
廻
転
す
る
こ

と
に
由
り
て
能
わ
ず

D



一
三
二

然
り
。

ま
た
同
一
点
に
廻
転
す
る
こ
と
能
わ
ざ
る
な
り
。
何
と
な
れ
ば
、
此
物
何
等
同
一
場
所
に
接
触
す

る
こ
と
な
け
れ
ば
な
り
。
こ
れ
同
一
な
る
も
の
は
存
在
し
、
ま
た
存
在
せ
ざ
る
所
の
も
の
は
、
存
在

物
中
に
算
す
べ
か
ら
ざ
れ
ば
な
り
。

算
す
る
能
わ
ず
。

然
ら
ば
一0

も
し
存
せ
ず
と
せ
ば
、
存
在
せ
ざ
る
物
の
内
に
廻
転
す
る
こ
と
能
わ
ざ
る
べ
し
。

然
り
。

ま
た
一0

は
、
其
有
る
と
無
き
と
を
問
わ
ず
、
其そ
の
も
の物

自
身
よ
り
他
に
変
化
せ
し
め
能
わ
ざ
る
な
り
。

何
と
な
れ
ば
、
も
し
変
化
し
て
、
そ
れ
自
身
よ
り
別
物
と
な
る
と
せ
ば
、
吾
等
之
を
一0

な
り
と
見
做

す
能
わ
ず
し
て
、
こ
れ
他
物
た
る
な
り
。

真
に
然
り
。

然
り
と
雖
も
一0

も
し
何
等
変
化
を
受
く
る
こ
と
な
く
、
同
一
場
所
に
廻
転
す
る
こ
と
無
く
、
ま
た

は
場
所
を
変
ず
る
こ
と
も
こ
れ
無
し
と
せ
ば
、
果
た
し
て
運
動
す
る
を
得
べ
し
と
為
す
か
。

能
わ
ざ
る
な
り
。

か
の
運
動
せ
ざ
る
所
の
物
は
必
ず
や
休
止
せ
る
も
の
な
ら
ざ
る
可
か
ら
ず
、
休
止
せ
る
も
の
は
静

止
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
。

（
ウ
）
ま
た
性
質
の
変
化

に
由
っ
て
も
能
わ
ず

故
に
不
変
な
り

運
動
す
る
能
わ
ず
故
に

静
止
な
り

E



一
三
三

然
り
。

然
ら
ば
、
有
な
ら
ざ
る
所
の
一0

は
、
静
止
し
、
ま
た
運
動
状
態
に
あ
る
に
あ
ら
ず
や
。

真
に
然
る
が
如
し
。

然
り
と
雖
も
も
し
こ
れ
運
動
状
態
に
あ
り
と
せ
ば
、
必
然
と
し
て
変
化
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
。
何
と

な
れ
ば
物
苟い
や
し
くも
運
動
す
る
以
上
は
、
其
物
決
し
て
同
一
場
所
に
在
ら
ず
し
て
、
他
の
場
所
に
在
れ

ば
な
り
。

然
り
。

然
ら
ば
一0

は
運
動
す
る
が
故
に
変
化
す
る
な
り
。

然
り
。

且
つ
も
し
如
何
な
る
方
法
に
於
て
も
運
動
せ
ず
と
せ
ば
、
如
何
な
る
方
法
に
於
て
も
変
化
せ
ざ
る

な
り
。

然
り
。

然
ら
ば
有
な
ら
ざ
る
一0

の
運
動
す
る
以
上
は
、
変
化
し
た
る
も
の
に
し
て
、
其
運
動
せ
ざ
る
以
上

は
、
変
化
せ
ざ
る
に
あ
ら
ず
や
。

然
り
。

然
ら
ば
有
な
ら
ざ
る
一0

は
変
化
し
、
ま
た
変
化
せ
ざ
る
に
あ
ら
ず
や
。
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其
然
る
や
明
ら
か
な
り
。

か
の
変
化
し
た
る
も
の
は
、
其
前
に
然
り
し
と
は
異
な
る
も
の
と
な
り
、
以
前
の
状
態
を
失
い
、

こ
こ
に
破
滅
す
る
な
り
。
然
る
に
か
の
変
化
せ
ざ
る
も
の
は
、
存
在
に
成
来
【com

e into

】
せ
ず
、
ま

た
は
破
壊
せ
ら
る
る
こ
と
も
な
し
。

真
に
然
り
。

か
の
有
な
ら
ざ
る
一0

は
変
化
す
る
が
故
に
、
成
来
し
ま
た
に
破
滅
す
。
ま
た
変
化
せ
ざ
る
が
故
に

成
来
せ
ず
ま
た
破
滅
せ
ざ
る
な
り
。
か
く
て
有
な
ら
ざ
る
一0

は
、
成
来
し
ま
た
破
滅
し
、
ま
た
成
来

せ
ず
破
滅
も
せ
ざ
る
に
あ
ら
ず
や
。

真
に
然
り
。

【
25
】
こ
こ
に
於
て
吾
等
ま
た
始
め
に
立
帰
り
、
こ
れ
等
が
或
い
は
他
の
結
果
生
ず
る
か
を
考
究

せ
ん
。

請
う
君
の
言
え
る
が
如
く
為
さ
ん
。

一0

も
し
有
ら
ず
と
せ
ば
、
一0

に
関
し
て
果
た
し
て
何
事
の
生
ず
る
か
を
吾
等
問
わ
ん
。
こ
れ
問
題

な
り
。

然
り
。

「
有
ら
ず
【is not

】」
な
る
語
は
其
内
に
存
在
の
不
在
な
る
こ
と
を
意
味
し
、
吾
等
は
こ
れ
等
の
言

（
四
四
）
も
し
一
有
な
ら

ざ
る
時
は
何
物
に
も
非

ず
何
処
に
も
存
せ
ず

も
し
一
夕
ら
ざ
る
時
は

如
何

有
な
ら
ざ
る
一
は
成
来

し
破
滅
し
、
成
来
せ
ず

破
滅
せ
ず

「
有
ら
ず
」
と
は
最
も
絶

対
の
意
味
於
て
存
在
の

不
在
な
る
こ
と
を
意
味

す

C 163-B
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五

語
を
そ
れ
に
適
用
す
る
に
あ
ら
ず
や
。

正
に
然
り
。

吾
等
が
物
有
ら
ず
と
言
う
は
、
其
物
一
の
方
法
に
於
て
は
有
ら
ず
と
雖
も
、
他
の
方
法
に
於
て
は

有
り
と
の
事
を
意
味
せ
る
か
、
或
い
は
絶
対
に
、
か
の
有
ら
ざ
る
所
の
も
の
は
如
何
な
る
種
類
、
如

何
な
る
方
法
に
於
て
も
存
在
を
享
有
【participate in being

】
せ
ず
と
の
事
を
意
味
せ
る
か
。

全
く
絶
対
に
謂
う
な
り
。

然
ら
ば
か
の
有
ら
ざ
る
所
の
も
の
は
、
有
る
こ
と
能
わ
ず
、
ま
た
如
何
な
る
方
法
に
於
て
も
存
在

を
享
有
し
能
わ
ず
と
謂
う
べ
き
か
。

然
り
、
能
わ
ざ
る
な
り
。

成
来
す
、
或
い
は
破
滅
す
な
る
語
は
、
存
在
を
取
得
し
【the assum

ption of being

】、
ま
た
之
を
失

喪
す
る
こ
と
【the loss of being
】
を
意
味
す
る
か
。

然
り
他
に
非
ず
。

か
の
存
在
を
享
有
せ
ざ
る
所
の
も
の
は
、
存
在
を
取
得
し
、
ま
た
は
之
を
失
喪
す
る
こ
と
を
得
る

か
。能

わ
ざ
る
な
り
。

然
ら
ば
一0

は
如
何
な
る
方
法
に
於
て
も
有
ら
ざ
る
も
の
な
る
が
故
に
、
ま
た
如
何
な
る
方
法
に
於

有
ら
ざ
る
所
の
一
は
存

在
を
有
し
、
之
を
失
い
、

ま
た
は
之
を
取
る
こ
と

能
わ
ず

D
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て
も
存
在
を
有
し
、
之
を
失
い
、
或
い
は
之
を
取
得
す
る
こ
と
能
わ
ざ
る
か
。

然
り
。

然
ら
ば
か
の
有
ら
ざ
る
所
の
一0

は
、
如
何
な
る
方
法
に
於
て
も
存
在
を
享
有
せ
ざ
る
が
故
に
、
滅

亡
す
る
こ
と
な
く
、
ま
た
成
来
す
る
こ
と
も
あ
ら
ざ
る
か
。

然
り
、
こ
れ
無
し
。

然
ら
ば
こ
れ
決
し
て
変
化
す
る
こ
と
無
し
。
何
と
な
れ
ば
も
し
変
化
せ
し
な
ら
ん
に
は
、
成
来
し

ま
た
破
滅
す
べ
け
れ
ば
な
り
。

真
に
然
り
。

然
り
と
雖
も
も
し
こ
れ
変
化
な
し
と
せ
ば
、
ま
た
運
動
も
あ
ら
ざ
る
な
り
。

然
り
こ
れ
無
し
。

ま
た
こ
れ
何
処
に
も
有
る
こ
と
無
し
と
せ
ば
、
ま
た
存
立
せ
り
【stands

】
と
も
謂
う
こ
と
能
わ
ざ

る
な
り
。
何
と
な
れ
ば
か
の
存
立
せ
る
所
の
も
の
は
、
常
に
一
点
同
一
場
所
に
存
立
せ
ざ
る
可
か
ら

ざ
れ
ば
な
り
。

勿
論
な
り
。

然
ら
ば
か
の
有
ら
ざ
る
所
の
一0

は
、
決
し
て
静
か
に
存
立
せ
ず
【never stands still

た
だ
立
っ
て
い
る

の
で
は
な
く
】、
ま
た
決
し
て
運
動
せ
ず
と
謂
わ
ざ
る
可
か
ら
ず
。

変
化
せ
ず
運
動
せ
ず

静
立
せ
る
に
も
非
ず

E
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然
り
何
れ
に
も
あ
ら
ざ
る
な
り
。

ま
た
如
何
な
る
存
在
せ
る
物
も
、之
に
属
せ
し
め
得
べ
き
も
の
あ
る
な
し
。
も
し
こ
れ
有
り
【there 

had been

】
と
せ
ばi i

、
こ
れ
存
在
を
享
有
す
る
に
あ
ら
ず
や
。

其
然
る
や
明
ら
か
な
り
。

小
も
大
も
同
等
も
、
こ
れ
に
属
せ
し
め
得
ざ
る
な
り
。

然
り
。

ま
た
同
様
及
び
異
様
【difference

】
も
、そ
れ
自
身
或
い
は
他
の
関
係
上
、之
に
属
せ
し
め
得
ざ
る
か
。

然
り
得
ざ
る
な
り
。

そ
れ
然
り
、
も
し
何
物
も
之
が
属
性
た
ら
し
む
る
こ
と
能
わ
ず
と
せ
ば
、
他
物
の
之
に
属
性
た
ら

し
む
る
も
の
あ
る
か
。

有
る
こ
と
無
し
。

是こ
の
ゆ
え故
に
他
の
諸
物
は
、そ
れ
と
の
関
係
上
同
様
た
り
不
同
様
た
り
、同
一
【sam

e

】
た
り
異
【different

】

た
る
こ
と
能
わ
ざ
る
に
あ
ら
ず
や
。

然
り
能
わ
ざ
る
な
り
。

i　

Jow
ett

訳
は"the m

om
ent it partook of anything w

hich exists"

、
田
中
訳
「
何
か
あ
る
も
の
を
分
有
す
れ
ば
、

そ
の
時
は
も
う
」
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ま
た
有
た
ら
ざ
る
も
の
は
、
或
物
た
り
此
物
た
り
、
ま
た
こ
れ
、
そ
れ
、
或
い
は
他
に
関
係
し
、

或
い
は
属
性
た
り
、
或
い
は
過
去
た
り
、
現
在
た
り
、
或
い
は
将
来
た
る
こ
と
能
わ
ず
。
或
い
は
知

識
、
或
い
は
意
見
、
或
い
は
知
覚
、
或
い
は
発
表
、
或
い
は
名
称
、
そ
の
他
何
物
た
り
と
も
苟
い
や
し
くも
存

在
せ
る
も
の
は
、
何
等
そ
れ
と
関
係
を
有
す
る
こ
と
能
わ
ざ
る
に
あ
ら
ず
や
。

然
り
能
わ
ず
。

然
ら
ば
有
た
ら
ざ
る
所
の
一
は
、
如
何
な
る
種
類
の
条
件
【condition

】i i

を
も
之
を
有
せ
ざ
る
か
。

然
り
、
か
く
の
如
き
は
結
論
な
る
が
如
し
。

【
26
】然
り
と
雖
も
な
お
問
わ
ん
。
一0

も
し
有
ら
ず
と
せ
ば
、他8

は
果
た
し
て
如
何
に
成
る
べ
き
ぞ
。

請
う
、
吾
等
之
を
決
定
せ
ん
。

然
り
、
吾
等
そ
れ
を
決
定
せ
ん
。

他8

は
必
ず
や
有
ら
ざ
る
可
か
ら
ず
。
も
し
其
等
に
し
て
、
一0

と
同
様
に
、
有
る
こ
と
無
し
と
せ
ば
、

吾
等
今
、
そ
れ
に
付マ

マて
語
る
こ
と
能
わ
ざ
る
可
け
れ
ば
な
り
。

真
に
然
り
。

然
り
と
雖
も
他8

に
付マ

マて
語
る
こ
と
は
異
な
る
も
の
あ
る
こ
と
を
合
蓄
す
。
か
の
『
他
』
な
る
語
と

『
異
』
な
る
語
と
は
同
意
義
の
語
に
は
あ
ら
ざ
る
か
。

i　

前
出
で
は" state"

、Jow
ett

訳
は" state or condition"
、
田
中
訳
は
「
あ
り
方
（
所
持
）」

（
四
六
）
一
の
幽
霊
な
お

付
き
纏
う

一
も
し
有
ら
ず
と
せ
ば

他
は
如
何
と
な
る
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然
り
同
意
養
の
語
な
り
。

他0

と
は
他0

よ
り
他
た
る
こ
と
を
意
味
し
、
異
と
は
異
と
異
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
に
あ
ら
ず
や
。

然
り
。

然
ら
ば
も
し
他
【others

】
な
る
も
の
あ
り
と
せ
ば
、
こ
こ
に
或
物
あ
り
て
、
そ
れ
よ
り
も
其
等
は

異
な
る
も
の
【other

】
な
る
べ
き
か
。

然
り
。

こ
の
事
は
如
何
な
る
べ
き
ぞ
―
―
も
し
一0

有
る
こ
と
な
し
と
せ
ば
、
其
等
他0

は
、
一0

と
異
な
る
こ

と
無
か
る
可
け
れ
ば
な
り
。

異
な
ら
ざ
る
べ
し
。

然
ら
ば
其
等
は
互
々
に
異
な
る
べ
き
な
り
。
何
と
な
れ
ば
残
余
唯
一
の
断
定
は
、
其
等
は
無
と
異

な
ら
ず
と
言
う
に
あ
れ
ば
な
り
。

真
に
然
り
。

其
等
は
其
複
数
た
り
、
単
数
た
ら
ざ
る
に
於
て
互
々
と
異
な
れ
り
。
何
と
な
れ
ば
、
も
し
一0

あ
ら

ず
と
せ
ば
、
其
等
は
単
数
た
る
こ
と
能
わ
ず
、
た
だ
其
等
各
分
子
【every particle

】i i

は
数
に
於
て
無
限

た
れ
ば
な
り
。
且
つ
も
し
人
あ
り
て
最
小
部
分
と
見
ゆ
る
所
の
も
の
を
取
る
と
も
、
此
一0

な
り
と
見

i　

Jow
ett

訳
は" each m

ass"

、
田
中
訳
は
「
そ
れ
ら
の
集
ま
り
か
ら
で
き
て
い
る
か
た
ま
り
」

他
は
異
を
含
む

他
と
は
一
と
異
な
る
こ

と
を
意
味
し
得
ず
、
故

に
他
は
互
い
に
異
な
る

な
り

（
四
七
）
一
た
る
こ
と
を

欠
如
せ
る
分
子
の
概
念

其
等
の
各
個
は
一
を
有

せ
ず
と
も
一
た
る
の
観

あ
り

CD
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四
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え
し
所
も
直
に
消
え
去
り
て
多
と
な
る
こ
と
、
宛あ
た

か
も
夢
に
於
け
る
が
如
く
に
し
て
、
其
最
小
た
る

こ
と
よ
り
変
化
し
て
、
其
分
裂
す
る
始
め
の
小
部
分
に
比
較
し
て
甚
だ
大
な
る
も
の
と
成
る
に
あ
ら

ず
や
。

真
に
然
り
。

も
し
他
は
こ
れ
有
り
【if others are

】、
一0

は
こ
れ
無
し
と
せ
ば
、
か
か
る
分
子
中
に
於
て
【in such 

particles
】i i

、
他8

は
互
々
と
異
な
る
に
あ
ら
ざ
る
か
。

正
確
に
然
り
。

ま
た
多
く
の
分
子
あ
り
て
、
各
分
子
は
一0

の
如
き
観
を
呈
す
る
も
、
も
し
一0

な
き
時
は
、
一0

た
ら

ざ
る
に
あ
ら
ず
や
。

真
に
然
り
。

其
等
各
個
は
仮
令
其そ
の
じ
つ実

多0

な
り
と
も
、
も
し
一0

た
る
如
く
観
ゆ
る
時
は
、
数
は
其
等
に
属
性
た
ら

し
む
る
こ
と
【num

ber can be predicated of them

】
を
得
る
も
の
の
如
し
。

然
り
。

か
く
て
其
等
の
内
に
奇
数
あ
り
、
偶
数
あ
る
べ
き
如
し
と
雖
も
、
も
し
一0

な
き
時
は
こ
れ
亦
其
実

在
を
有
せ
ざ
る
に
あ
ら
ず
や
。

i　

Jow
ett

訳
は" Such m

asses of others"

、
田
中
訳
は
、
他8

は
「
こ
の
よ
う
な
か
た
ま
り
を
な
し
な
が
ら
」

E
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然
り
。

こ
こ
に
其
等
の
内
に
は
、
細
小
な
る
も
の
存
す
る
が
如
き
観
あ
り
。
然
り
と
雖
も
こ
れ
な
お
、
其

内
に
含
有
せ
る
所
の
多
数
の
小
部
分
に
比
較
す
る
時
は
、
大
且
つ
多
【m

anifold

】
た
る
が
如
し
。

然
り
。

ま
た
各
分
子
は
多
と
小
と
に
同
等
な
る
が
如
く
想
像
せ
ら
る
べ
し
。
何
と
な
れ
ば
此
物
、
中ち
ゅ
うに
達

せ
し
如
き
こ
と
無
く
し
て
大
よ
り
小
に
移
る
こ
と
能
わ
ざ
る
如
け
れ
ば
な
り
。
か
く
て
同
等
な
り
と

の
観
生
ず
べ
し
。

然
り
。

ま
た
始
、
中ち
ゅ
う、

終
を
有
せ
ざ
る
が
故
に
、
各
別
々
の
分
子
は
な
お
そ
れ
自
身
及
び
他
と
の
関
係
上

定マ

マ眼
【a lim
it

限
界
】
を
有
す
る
の
観
あ
り
。

何
故
に
然
る
か
。

其
理
由
た
る
や
、
人
も
し
其
等
の
内
何
れ
の
一
な
り
と
も
か
く
の
如
く
之
を
解
す
る
時
は
―
―

始
め
よ
り
前
に
他
【another

】
の
始
な
る
も
の
現
れ
、
終
の
後
に
遺の
こ

る
所
の
他
の
終
な
る
も
の
あ
り
、

ま
た
中
の
中
に
は
一
層
真
実
な
る
多
く
の
小
な
る
中
其
内
に
有
る
べ
し
。こ
れ
一0

あ
ら
ざ
る
が
故
に
、

一0

な
る
観
念
其
等
の
内
の
何
れ
に
も
、
之
を
得
る
こ
と
能
わ
ざ
る
が
故
な
り
。

大
に
然
り
。
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か
く
て
一
切
の
存
在
は
、
吾
等
如
何
に
之
を
考
え
る
も
の
な
り
と
も
、
小
部
分
に
分
裂
せ
ざ
る
可

か
ら
ざ
る
な
り
。
何
と
な
れ
ば
分
子
な
る
も
の
は
一
な
く
し
て
之
を
知
ら
る
べ
け
れ
ば
な
り
。

然
り
。

か
く
の
如
き
は
不
明
確
に
ま
た
遥
か
に
隔
て
て
見
た
る
時
の
事
に
し
て
、一0

な
り
と
観
ゆ
る
な
り
。

然
り
と
雖
も
、
一
旦
之
に
接
近
し
て
、
知
力
を
鋭
利
に
し
て
之
を
観
察
す
る
時
は
、
甚
だ
単
一
た

り
し
物
は
無
限
た
る
の
観
を
呈
す
べ
し
。
こ
れ
有
ら
ざ
る
所
の
一0

を
欠
損
せ
る
【it is deprived of the 

one

】i i

が
故
な
り
。

最
も
確
実
な
る
言
と
謂
う
可
し
。

然
ら
ば
、
も
し
一0

以
外
の
他
【others

】
は
存
在
す
る
も
、
一0

の
存
在
せ
ざ
る
時
は
、
他8

の
各
個
は

無
限
の
如
し
、
有
限
の
如
く
、
一0

の
如
く
多0

の
如
き
観
な
か
る
可
か
ら
ざ
る
な
り
。

然
り
。

然
ら
ば
其
等
は
同
様
た
り
不
同
様
た
る
観
な
き
か
。

如
何
に
し
て
。

恰
も
絵
画
に
於
け
る
が
如
く
、
遥
か
に
隔
て
て
之
を
観
る
人
に
在
っ
て
は
、
物
皆
一0

の
如
く
、
同

一
な
る
も
状
態
に
、
ま
た
同
様
な
る
が
如
し
観
ゆ
る
な
り
。

i　

Jow
ett

訳
は" it is really devoid of one,"

、
田
中
訳
は
、「
一
は
あ
ら
ぬ
も
の
と
し
て
そ
こ
か
ら
取
り
除
か
れ
る
」

165-C

遥
か
に
隔
て
て
他
を
見

る
時
は
一
な
る
如
し
と

雖
も
近
づ
く
時
は
多
た

り
無
限
た
る
な
り
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然
り
。

然
る
に
之
に
接
近
す
る
時
は
、
其
等
は
多0

た
り
、
ま
た
異
な
れ
る
如
く
見
ゆ
る
な
り
。
ま
た
其
異

観
あ
る
が
故
に
、
其
等
自
身
と
は
種
数
に
於
て
異
な
り
、
ま
た
不
同
様
な
る
に
あ
ら
ず
や
。

然
り
。

か
く
て
諸
分
子
【particles

】
は
、
其
等
自
身
及
び
相
互
に
同
様
た
り
、
ま
た
不
同
様
た
る
の
観
あ

ら
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
な
り
。

然
り
。

ま
た
其
等
は
互
い
に
同
一
た
り
而
も
別
異
た
ら
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
な
り
。
且
つ
其
等
は
素
よ
り
別

離
せ
り
と
雖
も
、
其
等
自
身
と
は
接
触
し
有
ら
ゆ
る
種
類
の
運
動
、
有
ら
ゆ
る
種
類
の
静
止
を
有
し
、

成
来
し
【becom

ing

】、
破
滅
し
【being destroyed

】、
如
何
な
る
状
態
に
も
あ
る
こ
と
な
く
、
ま
た
凡

て
か
く
の
如
き
状
態
に
あ
る
べ
く
、
も
し
一0

は
こ
れ
無
く
し
て
多0

は
こ
れ
あ
り
と
せ
ば
凡
て
か
く
の

如
き
事
物
は
容
易
に
こ
れ
を
枚
挙
す
る
を
得
べ
き
に
あ
ら
ず
や
。

然
り
。

【
27
】
今
一
度
吾
等
始
め
に
立
帰
り
て
問
わ
ん
、
も
し
一0

有
る
こ
と
無
く
、
一0

の
他8

あ
り
と
す
る

時
は
結
果
如
何
と
。

吾
等
そ
れ
を
問
題
と
為
さ
ん
。

（
四
八
）
一
も
し
無
く
ば

他
は
一
に
非
ず
故
に
多

に
非
ず

DE
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第
一
【In the first place

】i i

、
他8

は
一
に
あ
ら
ざ
る
べ
し
。

然
り
。

ま
た
は
多0

に
も
あ
ら
ざ
る
べ
し
。
何
と
な
れ
ば
、
他8

【they

】
も
し
多0

な
り
し
な
ら
ん
に
は
、
一0

は

其
等
の
内
に
包
有
さ
れ
ざ
る
可
か
ら
ざ
れ
ば
な
り
。
然
り
と
雖
も
其
等
の
内
の
何
れ
も
一0

に
非
ず
と

せ
ば
、
其
等
の
凡
て
は
無
た
る
べ
く
、
是こ
の
ゆ
え故
に
他8

【they

】
は
多0

に
あ
ら
ざ
る
な
り
。

真
に
然
り
。

も
し
他8

中
に
一0

有
る
こ
と
無
し
と
せ
ば
、
他8

は
多0

に
も
非
ず
一0

に
も
あ
ら
ざ
る
べ
し
。

然
り
。

ま
た
一0

と
も
多0

と
も
観
え
ざ
る
べ
し
。

何
故
に
観
え
ざ
る
。

其
理
由
た
る
や
、
他8

は
如
何
な
る
種
類
の
非
存
在
と
も
、
交
通
上
如
何
な
る
種
類
も
、
方
法
もi ii

之

を
有
せ
ず
、
ま
た
何
物
な
り
と
も
、
有
ら
ざ
る
所
の
物
は
、
如
何
な
る
他8

に
も
連
絡
す
る
こ
と
能
わ

ざ
る
が
故
な
り
。
こ
れ
か
の
有
ら
ざ
る
所
の
も
の
は
、
部
分
を
有
せ
ざ
れ
ば
な
り
。

真
に
然
り
。

i　

Jow
ett

訳
は" W

ell,"

、
田
中
訳
は
、「
そ
れ
な
ら
」

ii　

" no sort or m
anner or w

ay of com
m

union w
ith ...",

、Jow
ett

訳
は" no com

m
union in any w

ay w
hatever ..."

、

田
中
訳
は
「
い
か
な
る
仕
方
い
か
な
る
意
味
に
お
い
て
も
、
け
っ
し
て
い
か
な
る
共
同
関
係
を
も
も
つ
こ
と
は
な
く
、」

166

も
し
一
な
く
し
て
他

あ
ら
ば
如
何
。
他
は

一
に
非
ず
故
に
多
に

非
ず

も
し
他
は
一
と
も
多

と
も
見
え
ざ
る
時
は

其
等
は
或
る
意
味
に

於
い
て
非
存
在
を
享

有
せ
ざ
る
可
か
ら
ず

と
雖
も
、
此
場
合
は

然
ら
ず
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ま
た
は
他8

に
関
聯
し
て
、
非
存
在
に
就
い
て
の
意
見
も
、
ま
た
は
何
等
の
外
観
も
あ
る
こ
と
な
く
、

ま
た
は
非
存
在
は
如
何
な
る
方
法
に
於
て
も
、
他8

に
属
性
た
る
こ
と
あ
ら
ざ
れ
ば
な
り
。

然
り
。

然
ら
ば
も
し
一0

な
し
と
せ
ば
、
一0

と
し
て
、
ま
た
は
多0

と
し
て
の
如
何
な
る
他8

の
概
念
も
有
る
こ

と
無
け
ん
。
何
と
な
れ
ば
一
な
く
し
て
他マ
マ

【m
any

多
】
を
概
念
す
る
こ
と
を
能
わ
ざ
れ
ば
な
り
。

能
わ
ざ
る
な
り
。

然
ら
ば
も
し
一0

な
し
と
せ
ば
、
ま
た
他8

も
有
る
こ
と
無
く
、
ま
た
一
と
も
他マ
マ

【m
any

多
】
と
も
概

念
す
る
こ
と
能
わ
ざ
る
に
あ
ら
ず
や
。

然
る
が
如
し
。

ま
た
同
様
と
も
異
様
【unlike

】
と
も
思
う
こ
と
能
わ
ざ
る
べ
し
。

然
り
。

ま
た
同
と
も
、
異
【different
】
と
も
、
接
触
と
も
、
分
離
と
も
、
ま
た
は
吾
等
が
然
る
べ
く
観
ゆ

る
と
し
て
枚
挙
す
る
所
の
其
等
の
状
態
の
何
れ
と
も
思
う
こ
と
能
わ
ざ
る
べ
く
―
―
も
し
一0

な
し
と

せ
ば
、
他8

は
こ
れ
等
の
内
の
何
れ
に
も
非
ず
、
ま
た
其
如
く
観
ゆ
る
こ
と
も
有
ら
ざ
る
に
あ
ら
ず
や
。

真
に
然
り
。

こ
こ
に
於
て
吾
等
一
言
以
て
議
論
を
総
括
し
て
、
真
実
に
言
わ
ば
―
―
も
し
一0

有
ら
ず
と
せ
ば
、

其
等
は
同
様
に
も
不
同

様
に
も
、
同
に
も
異
に

も
非
ず

BC
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何
物
も
有
る
こ
と
な
し
と
言
わ
ん
。

確
か
に
然
り
。

吾
等
か
く
言
い
、
な
お
ま
た
進
み
て
、
真
理
の
如
く
思
わ
る
る
所
を
断
定
せ
ば
―
―
一0

は
存
す
と

す
る
と
も
、
ま
た
存
せ
ず
と
す
る
と
も
、
一0

及
び
他8

は
、
其
等
自
身
及
び
相
互
の
関
係
上
、
凡
て
其

等
は
有
ら
ゆ
る
方
法
に
於
て
、
有
り
ま
た
無
し
、
在
る
如
く
観
え
、
ま
た
無
き
如
く
観
ゆ
る
な
り
と

謂
う
に
あ
り
。

真
に
然
り
。【ἀληθέστατα

田
中
訳
「
そ
れ
こ
そ
真
実
こ
の
上
な
い
こ
と
で
す
」】
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